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食で地域を元気に特  集

「食」は今や、地域の魅力発信において重要な役割を果たすアイコンである。食のブランド化やガストロノミーツーリズム、食育な
どを通じて、持続可能な地域づくりにつながる各地の取り組みを紹介する。

表
紙

秋
の
奥お

い
ら
せ

入
瀬
渓
流

（
青
森
県
十
和
田
市
）

秋
の
奥
入
瀬
渓
流
は
、
森
が
一
年
で
最
も
華
や
ぐ
季

節
を
迎
え
ま
す
。
ブ
ナ
や
カ
エ
デ
、
ナ
ラ
の
木
々
が
赤

や
黄
、
橙

だ
い
だ
い

に
色
づ
き
、
澄
ん
だ
流
れ
に
秋
の
光
が
き

ら
め
き
ま
す
。
遊
歩
道
を
歩
け
ば
、
せ
せ
ら
ぎ
の
音
、

滝
の
し
ぶ
き
、
落
ち
葉
を
踏
む
感
触
が
重
な
り
、
渓
流

な
ら
で
は
の
静
か
な
時
間
が
広
が
り
ま
す
。

こ
の
季
節
に
は
、
自
然
環
境
に
配
慮
し
な
が
ら
奥
入

瀬
を
楽
し
む
「
奥
入
瀬
自
然
博
物
館
」
も
開
催
さ
れ
、

歩
く
こ
と
の
心
地
よ
さ
や
渓
流
本
来
の
魅
力
を
改
め
て

感
じ
ら
れ
ま
す
。
マ
イ
カ
ー
規
制
や
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
の

利
用
を
通
じ
て
、
混
雑
を
避
け
な
が
ら
自
然
に
寄
り
添

う
旅
を
体
験
で
き
る
の
も
、
こ
の
時
期
な
ら
で
は
の
楽

し
み
で
す
。

苔こ
け

む
し
た
岩
、
白
く
流
れ
落
ち
る
滝
、
色
づ
く
森
が

織
り
な
す
風
景
は
、
写
真
撮
影
に
も
散
策
に
も
最
適
で

す
。
朝
は
空
気
が
ひ
ん
や
り
と
澄
み
、
昼
に
は
木
漏
れ

日
が
水
面
を
輝
か
せ
ま
す
。
歩
く
ほ
ど
に
表
情
を
変
え

る
景
色
は
何
度
訪
れ
て
も
新
し
い
発
見
が
あ
り
ま
す
。

秋
の
十
和
田
を
五
感
で
味
わ
え
る
奥
入
瀬
渓
流
へ
、
ぜ

ひ
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先
＝
十
和
田
奥
入
瀬
観
光
機
構

電
話
０
１
７
６
（
２
４
）
３
０
０
６

（
写
真
提
供
＝
十
和
田
奥
入
瀬
観
光
機
構
）

秋の奥入瀬渓流

1　首長の思い／�「しあわせの島」への挑戦� 安田壮平（鹿児島県奄美市長）

オンライン情報 地域活性化センターの最新情報はコチラ！！

研修の開催情報
地域づくりを担う人材の育成
や交流のための各種セミナー・
研修などを開催しています。

助成金に関する情報
まちづくりなどへの各種助成金
の交付、人材育成や人口・
地域経済分析の支援などを実
施しています。

地域づくりデジタル版
デジタル版誌面が
オンラインで閲覧
できます。
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鹿
児
島
県
奄
美
市
が
位
置
す
る
奄
美
大
島
は
、
県
本
土
と
沖
縄

本
島
と
の
ほ
ぼ
中
間
に
位
置
し
、
国
内
の
離
島
振
興
法
等
適
用
地

域
に
お
い
て
、
面
積
が
佐
渡
島
に
次
い
で
第
２
位
、
人
口
が
約
５

万
６
千
人
と
全
国
第
１
位
を
誇
る
島
で
す
。（
令
和
８
年
７
月
現

在
）奄

美
市
は
、
５
市
町
村
が
所
在
す
る
奄
美
大
島
の
中
心
都
市
で

あ
り
、
ま
た
、
有
人
８
島
を
有
す
る
奄
美
群
島
の
郡
都
と
し
て
、

行
政
・
経
済
等
の
中
心
的
な
役
割
を
担
っ
て
お
り
ま
す
。

平
成
１８
年
に
３
市
町
村
が
合
併
し
て
、
本
年
３
月
で
２０
周
年
を

迎
え
ま
し
た
。
空
港
や
美
し
い
砂
浜
を
有
す
る
笠
利
地
区
、
人
口

が
最
も
多
く
中
核
と
な
る
名
瀬
地
区
、
世
界
自
然
遺
産
の
森
に
抱

か
れ
る
住
用
地
区
、
そ
れ
ぞ
れ
が
独
自
性
を
最
大
限
に
生
か
し
た

特
色
あ
る
発
展
を
目
指
し
て
、
官
民
連
携
の
地
域
づ
く
り
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

本
年
７
月
に
世
界
自
然
遺
産
登
録
か
ら
５
周
年
を
迎
え
ま
し

た
。
国
内
の
同
遺
産
５
地
域
の
中
で
唯
一
「
市
」
と
い
う
行
政
区

分
で
コ
ア
ゾ
ー
ン
や
バ
ッ
フ
ァ
ー
ゾ
ー
ン
を
有
し
て
お
り
、
便
利

な
都
市
機
能
と
豊
か
な
自
然
環
境
が
隣
り
合
わ
せ
の
地
域
で
す
。

ま
た
、
羽
田
・
成
田
両
空
港
か
ら
直
行
便
も
あ
り
、
首
都
圏
か
ら

最
も
短
い
時
間
で
訪
れ
る
こ
と
が
で
き
る
世
界
自
然
遺
産
地
域
で

も
あ
り
ま
す
。

近
年
で
は
環
境
省
等
の
取
り
組
み
に
よ
り
特
定
外
来
生
物
で
あ

る
フ
イ
リ
マ
ン
グ
ー
ス
が
根
絶
さ
れ
、
同
省
に
よ
る
ア
マ
ミ
ヤ
マ

シ
ギ
と
オ
オ
ト
ラ
ツ
グ
ミ
（
い
ず
れ
も
奄
美
群
島
固
有
の
鳥
類
）

の
希
少
種
保
護
増
殖
事
業
が
完
了
し
た
全
国
初
の
事
例
と
な
り
ま

し
た
。
ア
マ
ミ
ノ
ク
ロ
ウ
サ
ギ
等
の
希
少
種
の
個
体
数
も
順
調
に

回
復
し
て
お
り
、
生
物
多
様
性
の
保
全
や
ネ
イ
チ
ャ
ー
ポ
ジ
テ
ィ

ブ
（
自
然
再
興
）
の
推
進
も
図
ら
れ
つ
つ
あ
る
と
感
じ
ま
す
。
そ

の
一
方
で
、
野
生
動
物
の
ロ
ー
ド
キ
ル
（
交
通
事
故
死
）
や
農
作

物
被
害
の
増
加
、
希
少
動
植
物
の
密
猟
・
盗
採
の
増
加
等
、
自
然

と
の
共
生
に
向
け
た
さ
ら
な
る
課
題
へ
の
対
応
も
官
民
挙
げ
て
取

り
組
む
べ
き
テ
ー
マ
で
す
。

本
市
の
主
な
産
業
は
、
観
光
・
交
流
や
農
業
（
砂
糖
キ
ビ
・
畜

産
・
果
樹
・
野
菜
等
）、
伝
統
工
芸
品
で
あ
る
本
場
奄
美
大
島
紬つ

む
ぎ

や
奄
美
黒
糖
焼
酎
等
の
製
造
業
で
あ
り
、
近
年
は
情
報
通
信
産
業

等
の
振
興
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
郡
都
と
し
て
商
店
街
や
飲

食
街
の
活
力
維
持
に
も
努
め
て
お
り
ま
す
。

と
は
い
え
、
昭
和
６０
年
頃
か
ら
続
く
人
口
減
少
、
労
働
力
や
地

域
の
担
い
手
の
不
足
、
割
高
な
離
島
物
価
に
加
え
、
近
年
の
物
価

高
騰
や
中
東
情
勢
に
伴
う
各
種
資
材
不
足
、
公
共
施
設
の
老
朽
化

や
人
件
費
・
建
設
コ
ス
ト
の
増
加
等
、
市
民
の
生
活
を
守
り
維
持

し
て
い
く
た
め
の
課
題
は
大
き
い
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

本
市
は
令
和
５
年
度
に
官
民
連
携
し
て
新
た
な
総
合
計
画
「
未

来
の
奄
美
市
づ
く
り
計
画
」
を
策
定
し
、お
お
む
ね
２０
年
度
に
「
し

あ
わ
せ
の
島
」
を
実
現
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
、
各
種
政
策
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
６
年
度
に
新
た
な
総
合
戦
略
を
策
定

し
、
最
優
先
課
題
と
し
て
「
人
口
減
少
対
策
」
を
明
記
。
子
育
て

世
代
の
転
入
増
に
よ
る
出
生
数
の
増
加
を
目
指
し
て
、関
係
人
口
・

交
流
人
口
・
定
住
人
口
の
増
加
に
向
け
て
ア
プ
ロ
ー
チ
し
て
い
く

た
め
の「
関
係
人
口
拡
大
戦
略（
案
）」に
も
着
手
す
る
予
定
で
す
。

そ
の
具
体
例
と
し
て
は
、
政
府
が
提
唱
す
る
「
ふ
る
さ
と
住
民

登
録
制
度
」
の
活
用
や
本
土
在
住
の
本
市
出
身
者
と
の
関
係
づ
く

り
、
本
市
に
拠
点
を
も
つ
大
学
と
の
連
携
等
を
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
そ
れ
で
も
人
口
が
減
る
傾
向
に
あ
る
こ
と
を
考
え
て
、

活
力
を
失
わ
な
い
地
域
づ
く
り
を
目
指
す
た
め
に
、
企
業
や
地
域

に
お
け
る
デ
ジ
タ
ル
の
活
用
や
地
域
運
営
組
織
の
導
入
・
育
成
に

も
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
今
後
は
公
共
施
設
の
再
編
を
含
め

て
、持
続
可
能
な
地
域
経
営
に
官
民
挙
げ
て
取
り
組
む
所
存
で
す
。

多
く
の
市
民
に
共
通
す
る
幸
せ
の
条
件
と
し
て
「
健
康
・
経
済

的
ゆ
と
り
・
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
」
が
あ
り
、
特
に
本
市
に
お

い
て
は
、
そ
の
つ
な
が
り
が
育
ん
で
き
た
地
域
の
伝
統
行
事
や
風

習
、
暮
ら
し
ぶ
り
を
大
事
に
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
そ
の

た
め
に
も
、
こ
れ
ら
を
守
っ
て
い
る
町
内
会
や
集
落
会
の
活
気
を

維
持
し
て
い
く
こ
と
が
根
本
と
し
つ
つ
、
若
い
世
代
を
は
じ
め
あ

ら
ゆ
る
世
代
の
皆
さ
ま
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
に
挑
戦
し
や
す
い

環
境
づ
く
り
を
行
い
、
活
力
あ
ふ
れ
る
「
し
あ
わ
せ
の
島
」
を
目

指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

「しあわせの島」への挑戦
鹿児島県奄美市長 安田　壮平
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特 集
基調論文

地
域
資
源
と
し
て
の
「
食
」

食
は
、単
な
る
商
品
で
は
な
い
。そ
の
土
地
の
気
候
、土
、

水
、
風
景
、
農
林
漁
業
、
歴
史
、
祭
り
、
暮
ら
し
の
知
恵
、

そ
し
て
人
の
記
憶
が
重
な
っ
て
生
ま
れ
る
、
地
域
そ
の
も

の
で
あ
る
。
野
菜
や
米
、
肉
、
魚
、
酒
、
醤し

ょ
う
ゆ油
な
ど
の
背

後
に
は
、
そ
れ
を
育
て
、
加
工
し
、
調
理
し
、
食
べ
継
い

で
き
た
人
び
と
の
営
み
が
あ
る
。
だ
か
ら
食
を
入
口
に
す

る
と
、
農
業
だ
け
で
な
く
、
環
境
、
教
育
、
福
祉
、
文
化
、

観
光
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
ま
で
を
一
つ
の
物
語
と
し
て
結
び
直

す
こ
と
が
で
き
る
。

私
は
全
国
各
地
を
歩
き
、『
月
刊
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
』（
全
国

農
業
共
済
協
会
）
の
連
載
「
農
と
食
で
高
め
る
地
域
の
力
」

な
ど
で
、
地
域
の
現
場
を
取
材
し
て
き
た
。
人
口
減
少
、

高
齢
化
、
担
い
手
不
足
、
耕
作
放
棄
地
、
空
き
家
、
伝
統

文
化
の
衰
退
と
い
う
課
題
は
深
刻
で
あ
る
。
一
方
で
、
地

◆◆◆

域
に
あ
る
も
の
を
丹
念
に
調
べ
、
食
を
核
に
新
し
い
価
値

を
つ
く
り
、
地
域
の
経
済
と
誇
り
を
取
り
戻
し
て
い
る
人

た
ち
が
い
る
。

食
を
め
ぐ
る
環
境
も
大
き
く
変
わ
っ
て
い
る
。
農
業
者

の
減
少
と
高
齢
化
が
進
み
、
気
候
変
動
に
よ
る
高
温
、
豪

雨
、
干
ば
つ
は
生
産
を
不
安
定
に
し
て
い
る
。
肥
料
、
飼

料
、
燃
料
な
ど
の
価
格
上
昇
も
経
営
を
圧
迫
す
る
。
食
文

化
を
支
え
て
き
た
小
規
模
な
加
工
業
者
や
料
理
の
担
い
手

も
減
っ
て
い
る
。
地
域
の
味
は
、
記
録
し
て
お
け
ば
残
る

も
の
で
は
な
い
。
農
地
が
あ
り
、原
料
を
作
る
人
が
い
て
、

加
工
す
る
技
術
が
あ
り
、
日
常
的
に
食
べ
る
人
が
い
て
初

め
て
継
承
さ
れ
る
。
食
文
化
の
継
承
は
、
農
業
政
策
、
産

業
政
策
、
教
育
政
策
、
文
化
政
策
を
横
断
す
る
課
題
な
の

で
あ
る
。

同
時
に
、
消
費
者
の
関
心
は
、
安
さ
や
便
利
さ
だ
け
で

な
く
、
生
産
者
の
顔
、
環
境
へ
の
配
慮
、
地
域
固
有
の
物

語
、現
地
で
し
か
得
ら
れ
な
い
体
験
へ
と
広
が
っ
て
い
る
。

農
林
水
産
省
の
「
み
ど
り
の
食
料
シ
ス
テ
ム
戦
略
」
は
、

有
機
農
業
の
拡
大
や
化
学
農
薬
・
化
学
肥
料
の
使
用
低
減

を
掲
げ
る
。
こ
う
し
た
政
策
を
現
場
の
所
得
と
結
び
付
け

る
に
は
、
環
境
に
配
慮
し
て
作
ら
れ
た
農
産
物
を
、
給
食
、

金
丸　

弘
美

食
環
境
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
・
食
総
合
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー

食
で
地
域
を
元
気
に
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金丸 弘美 氏（かなまる・ひろみ）

1952年佐賀県唐津市生まれ。食環境ジャ
ーナリスト、食総合プロデューサー。総務省
地域力創造アドバイザー、内閣官房地域活性
化伝道師を務める。全国各地を取材し、食や
農業を核とした地域づくり、食育、ブランド
化、持続可能な社会をテーマに執筆・講演・
地域支援に取り組む。『田舎力』『創造的な食
育ワークショップ』『里山産業論』『ニッポン
はおいしい！』など著書多数。「月刊NOSAI」

「味の味」などで連載中。

食
を
核
に
、
地
域
の
未
来
を
つ
く
る

―
農
・
環
境
・
文
化
・
観
光
を
結
ぶ
「
地
域
力
」
の
現
場
か
ら
―
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飲
食
、
観
光
、
加
工
、
直
売
な
ど
の
安
定
し
た
需
要
へ
つ

な
ぐ
必
要
が
あ
る
。

近
年
は
、
特
産
品
開
発
や
６
次
産
業
化
だ
け
で
な
く
、

生
産
現
場
や
景
観
、
食
文
化
を
丸
ご
と
体
験
す
る
ガ
ス
ト

ロ
ノ
ミ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
へ
の
関
心
が
高
ま
っ
て
い
る
。
観

光
庁
も
、
ガ
ス
ト
ロ
ノ
ミ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
「
そ
の
土
地

の
気
候
風
土
が
生
ん
だ
食
材
・
習
慣
・
伝
統
・
歴
史
な
ど

に
よ
っ
て
育
ま
れ
た
食
を
楽
し
み
、
食
文
化
に
触
れ
る
こ

と
を
目
的
と
し
た
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
と
位
置
づ
け
、
地
域
ぐ

る
み
で
の
取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
。
大
切
な
の
は
、
高

価
な
料
理
を
作
る
こ
と
で
は
な
い
。
畑
や
漁
港
、加
工
場
、

発
酵
蔵
、
農
家
の
台
所
を
訪
ね
、
な
ぜ
こ
の
土
地
に
こ
の

味
が
生
ま
れ
た
の
か
を
伝
え
る
こ
と
で
あ
る
。

廃
校
と
農
業
を
交
流
の
拠
点
に

そ
の
先
駆
的
な
例
が
、
和
歌
山

県
田
辺
市
上
秋
津
の
地
域
交
流
施

設
「
秋
津
野
ガ
ル
テ
ン
」
で
あ
る
。

地
域
住
民
が
出
資
し
、
閉
校
し
た

小
学
校
の
木
造
校
舎
を
活
用
し

て
、
農
家
レ
ス
ト
ラ
ン
、
宿
泊
、

菓
子
加
工
、
農
業
体
験
、
視
察
研

修
を
組
み
合
わ
せ
た
。
地
域
に
は

約
９０
種
類
も
の
柑か

ん

橘き
つ

が
あ
る
。
従

来
は
農
産
物
と
し
て
出
荷
さ
れ
て

い
た
も
の
が
、ジ
ュ
ー
ス
や
菓
子
、

料
理
、体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
な
り
、

地
域
を
訪
れ
る
理
由
に
な
っ
た
。

運
営
を
行
政
任
せ
に
せ
ず
、
住
民

が
出
資
者
で
あ
り
担
い
手
で
あ
る

◆◆◆

点
が
強
い
。
校
舎
は
保
存
さ
れ
た
建
物
で
は
な
く
、
人
が

集
い
、
学
び
、
働
き
、
地
域
経
済
を
動
か
す
「
現
役
の
地

域
拠
点
」
と
な
っ
た
。

岩
手
県
一
関
市
の
「
Ａ
ｒ
ｋ
館
ヶ
森
」
は
、
農
業
生
産

か
ら
加
工
、
販
売
、
レ
ス
ト
ラ
ン
、
通
販
、
観
光
、
福
祉

と
の
連
携
ま
で
を
一
体
化
し
た
農
業
公
園
で
あ
る
。
広
い

牧
草
地
や
畑
、
放
牧
地
、
花
畑
の
風
景
そ
の
も
の
が
価
値

を
持
ち
、年
間
約
２０
万
人
が
訪
れ
る
。
養
豚
を
出
発
点
に
、

肉
の
加
工
、
料
理
、
贈
答
品
、
農
業
体
験
へ
と
事
業
を
広

げ
た
。
こ
こ
で
は
農
業
が
、
原
料
供
給
部
門
で
は
な
く
、

雇
用
、
交
流
、
景
観
、
教
育
を
生
み
出
す
地
域
産
業
と
し

て
組
み
立
て
ら
れ
て
い
る
。

群
馬
県
川
場
村
の
「
道
の
駅
川
場
田
園
プ
ラ
ザ
」
も
、

農
業
に
観
光
を
加
え
た
集
大
成
で
あ
る
。
人
口
約
２
６
０

０
人
の
村
に
年
間
約
３
０
０
万
人
が
訪
れ
、
農
産
物
直
売

所
、
飲
食
、
乳
製
品
、
パ
ン
、
ビ
ー
ル
、
チ
ー
ズ
工
房
、

体
験
施
設
な
ど
が
集
ま
る
。
重
要
な
の
は
、
来
訪
者
数
の

多
さ
だ
け
で
は
な
い
。地
域
の
農
産
物
を
地
域
で
加
工
し
、

地
域
の
施
設
で
販
売
し
、
雇
用
と
所
得
を
生
む
仕
組
み
が

積
み
重
ね
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
農
家
の
所
得
向
上

と
い
う
明
確
な
目
的
が
、
道
の
駅
を
単
な
る
休
憩
施
設
で

は
な
く
、
地
域
経
営
の
拠
点
に
し
た
。

栃
木
県
益
子
町
の
「
道
の
駅
ま
し
こ
」
は
、
農
産
物
と

食
、
益
子
焼
、
土
地
の
デ
ザ
イ
ン
を
結
び
、
町
全
体
の
魅

力
を
編
集
し
て
発
信
す
る
。
埼
玉
県
小
川
町
の
「
道
の
駅

お
が
わ
ま
ち
」
は
、
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
に
登
録
さ

れ
て
い
る
細
川
紙
の
手て

漉す

き
体
験
と
農
産
物
、
食
を
組
み

合
わ
せ
る
。
道
の
駅
は
、
物
を
並
べ
る
だ
け
で
は
地
域
の

顔
に
な
ら
な
い
。
何
を
守
り
、
誰
に
伝
え
、
ど
こ
へ
案
内

す
る
の
か
と
い
う
編
集
力
が
問
わ
れ
て
い
る
。

1953年建築の小学校が宿泊交流施設としてよみがえった「秋津野ガルテン」

景観に配慮された「道の駅川場田園プラザ」

地元食でにぎわう「道の駅おがわまち」
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伝
統
産
業
を
「
体
験
」
と
「
物
語
」
で

継
ぐ

食
文
化
の
継
承
に
は
、
製
品
を
売
る
だ
け
で
な
く
、
作

る
現
場
を
開
く
こ
と
が
欠
か
せ
な
い
。
埼
玉
県
坂
戸
市
の

弓
削
多
醤
油
は
、
木き

桶お
け

仕
込
み
の
醤
油
蔵
を
見
学
で
き
る

よ
う
に
し
、
発
酵
の
香
り
や
時
間
、
職
人
の
仕
事
を
伝
え

て
い
る
。
日
常
品
と
し
て
価
格
だ
け
で
比
べ
ら
れ
が
ち
な

醤
油
を
、
原
料
、
製
法
、
熟
成
、
料
理
と
の
相
性
を
楽
し

む
「
嗜し

こ
う好

品
」
へ
と
再
編
集
し
た
。
消
費
者
が
現
場
を
知

れ
ば
、
１
本
の
醤
油
の
価
格
の
理
由
を
理
解
し
、
伝
統
を

支
え
る
買
い
手
に
な
る
。

新
潟
県
佐
渡
市
の
尾
畑
酒
造
は
、酒
造
り
を
島
の
農
業
、

棚
田
、
自
然
環
境
、
文
化
と
一
体
で
発
信
し
て
い
る
。
廃

校
を
第
２
の
酒
蔵
と
し
て
活
用
す
る
「
学
校
蔵
」
で
は
、

酒
造
り
だ
け
で
な
く
、
学
び
と
交
流
、
新
し
い
挑
戦
の
場

を
生
み
出
し
た
。
山
形
県
鶴
岡
市
の
井
上
農
場
は
、
庄
内

の
在
来
作
物
や
食
文
化
が
根
付
く
土
地
で
、
土
作
り
を
重

ね
、
最
上
の
米
を
作
り
、
そ
の
価
値
を
直
接
伝
え
る
。
農

産
物
の
ブ
ラ
ン
ド
化
と
は
、
名
前
や
包
装
を
変
え
る
こ
と

で
は
な
い
。
風
土
、
技
術
、
作
り
手
の
哲
学
を
明
確
に
し
、

品
質
を
裏
付
け
る
生
産
を
続
け
、
食
べ
手
と
の
信
頼
を
築

く
こ
と
で
あ
る
。

山
梨
県
北
杜
市
の
フ
ァ
ー
マ
ン
・
井
上
農
場
は
、
有
機

農
業
を
１
軒
の
農
家
だ
け
で
完
結
さ
せ
ず
、
生
産
者
、
加

工
・
流
通
、
消
費
者
、
学
校
や
企
業
の
農
業
体
験
と
の
連

携
へ
広
げ
て
い
る
。
和
歌
山
県
田
辺
市
の
日
向
屋
は
、
果

樹
栽
培
と
獣
害
対
策
か
ら
生
ま
れ
る
ジ
ビ
エ
の
加
工
・
販

売
を
結
び
付
け
る
。
規
格
外
果
実
や
捕
獲
鳥
獣
を
「
厄
介

な
も
の
」
で
終
わ
ら
せ
ず
、
加
工
技
術
と
販
路
に
よ
っ
て

価
値
へ
変
え
る
。
こ
の
発
想
は
、
地
域
課
題
の
解
決
と
所

◆◆◆

得
の
創
出
を
同
時
に
実
現
す
る
。

農
を
福
祉
・
環
境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ 

広
げ
る

都
市
に
も
農
の
力
は
あ
る
。
さ
い
た
ま
市
で
は
、
有
機

農
業
者
を
中
心
に「
さ
い
た
ま
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
ビ
レ
ッ
ジ
」

の
動
き
が
生
ま
れ
、
行
政
、
生
産
者
、
市
民
が
連
携
し
、

マ
ル
シ
ェ
、
食
育
、
共
同
販
売
、
都
市
住
民
と
の
交
流
を

進
め
て
い
る
。
新
規
就
農
し
た
女
性
た
ち
も
加
わ
り
、
農

薬
や
化
学
肥
料
に
頼
ら
な
い
農
業
を
、
個
人
の
実
践
か
ら

都
市
政
策
へ
つ
な
ご
う
と
し
て
い
る
。
消
費
地
に
近
い
都

市
農
業
は
、
鮮
度
の
よ
い
農
産
物
を
供
給
す
る
だ
け
で
な

く
、
子
ど
も
が
畑
と
食
卓
の
つ
な
が
り
を
学
び
、
市
民
が

農
地
の
環
境
的
価
値
を
知
る
場
に
な
る
。

横
浜
市
で
は
、
都
市
農
業
と
福
祉
事
業
所
を
結
ぶ
農
福

連
携
が
進
む
。
福
祉
事
業
所
の
利
用
者
が
、
農
作
業
、
選

別
、
袋
詰
め
な
ど
を
担
い
、
農
家
の
人
手
不
足
を
支
え
る
。

同
時
に
、
障
害
の
あ
る
人
に
仕
事
、
収
入
、
役
割
、
生
き

が
い
を
生
み
出
す
。
農
福
連
携
を
一
時
的
な「
お
手
伝
い
」

に
せ
ず
、
作
業
の
切
り
出
し
、
適
正
な
対
価
、
支
援
者
と

農
家
の
調
整
、
年
間
を
通
じ
た
仕
事
づ
く
り
ま
で
設
計
す

る
こ
と
が
持
続
の
条
件
と
な
る
。

千
葉
県
匝
瑳
市
の
営
農
型
太
陽
光
発
電
（
ソ
ー
ラ
ー
シ

ェ
ア
リ
ン
グ
）
は
、
農
地
の
上
で
発
電
し
、
そ
の
下
で
作

物
を
育
て
る
。売
電
収
入
の
一
部
を
農
業
や
地
域
に
戻
し
、

市
民
出
資
や
地
域
事
業
者
と
の
連
携
に
よ
っ
て
、
耕
作
放

棄
地
の
再
生
や
新
規
就
農
を
支
え
る
。
食
と
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
別
々
の
政
策
に
せ
ず
、
農
地
を
守
り
な
が
ら
地
域
に
収

益
を
残
す
仕
組
み
と
し
て
考
え
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

埼
玉
県
三
芳
町
の
石
坂
産
業
「
三
富
今
昔
村
」
は
、
産

業
廃
棄
物
の
減
量
・
資
源
化
と
里
山
再
生
を
進
め
、
そ
の

◆◆◆

環
境
を
学
び
と
食
、
交
流
の
場
と
し
て
開
い
て
い
る
。
落

ち
葉
堆
肥
を
用
い
る
三
富
新
田
の
循
環
型
農
業
文
化
を
伝

え
、
里
山
の
手
入
れ
、
環
境
教
育
、
地
域
の
食
を
結
ぶ
。

環
境
保
全
を
費
用
と
し
て
だ
け
捉
え
ず
、
企
業
価
値
、
教

育
、
観
光
、
地
域
雇
用
へ
つ
な
げ
た
点
に
、
新
し
い
地
域

経
営
の
姿
が
あ
る
。

食
育
は
地
域
の
未
来
へ
の
投
資

食
育
も
、
栄
養
知
識
を
教
え
る
だ
け
で
は
十
分
で
は
な

い
。
子
ど
も
た
ち
が
地
域
の
畑
を
訪
ね
、
生
産
者
の
話
を

聞
き
、
旬
の
食
材
を
観
察
し
、
調
理
し
、
味
わ
う
。
学
校

給
食
で
地
元
農
産
物
を
食
べ
、
そ
の
背
景
を
学
ぶ
。
こ
の

体
験
に
よ
っ
て
、
農
業
、
環
境
、
健
康
、
文
化
へ
の
理
解

が
一
つ
に
つ
な
が
る
。
地
域
の
食
材
を
使
っ
た
味
覚
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、
参
加
者
が
色
、
香
り
、
食
感
、
味
を

◆◆◆

「さいたまオーガニックビレッジ宣言」のメンバー
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条
件
が
あ
る
。

第
一
は
、
地
域
資
源
を
徹
底
し
て
調
べ
、
価
値
を
再
編

集
す
る
こ
と
。
特
産
品
だ
け
で
な
く
、
在
来
作
物
、
家
庭

料
理
、
発
酵
、
農
村
景
観
、
学
校
、
空
き
家
、
里
山
、
職

人
の
技
ま
で
を
資
源
と
し
て
捉
え
る
。

第
二
は
、
農
業
を
核
に
、
加
工
、
販
売
、
観
光
、
教
育
、

福
祉
、
文
化
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
つ
な
ぐ
こ
と
。
一
つ
の
産

業
だ
け
で
は
小
さ
な
市
場
で
も
、
複
数
の
分
野
を
結
ぶ
こ

と
で
、
仕
事
と
所
得
を
重
ね
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
三
は
、
住
民
が
学
び
、
担
い
手
と
な
る
こ
と
。
外
部

専
門
家
は
き
っ
か
け
を
つ
く
れ
る
が
、
地
域
を
動
か
し
続

け
る
の
は
地
域
の
人
で
あ
る
。
視
察
、
対
話
、
試
作
、
失

敗
を
重
ね
、
人
材
と
組
織
を
育
て
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

女
性
、
若
者
、
移
住
者
、
福
祉
事
業
所
の
関
係
者
な
ど
、

多
様
な
人
が
意
思
決
定
に
参
加
す
る
こ
と
も
欠
か
せ
な
い
。

第
四
は
、
環
境
を
守
る
こ
と
を
経
済
価
値
に
変
え
る
こ

と
。
有
機
農
業
、
資
源
循
環
、
里
山
保
全
、
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
、
獣
害
対
策
を
、
負
担
で
終
わ
ら
せ
ず
、
商
品
、

体
験
、
教
育
、
雇
用
に
つ
な
ぐ
。

第
五
は
、
地
域
全
体
を
一
つ
の
経
営
体
と
し
て
捉
え
る

こ
と
。
行
政
、
農
林
漁
業
者
、
商
工
業
者
、
観
光
事
業
者
、

学
校
、
福
祉
、
金
融
機
関
、
大
学
、
市
民
が
目
的
を
共
有

し
、
利
益
が
地
域
に
循
環
す
る
仕
組
み
を
つ
く
る
。
来
訪

者
数
や
売
り
上
げ
だ
け
で
な
く
、
農
家
所
得
、
雇
用
、
担

い
手
、
耕
作
地
、
環
境
、
文
化
の
継
承
ま
で
を
成
果
と
し

て
見
る
必
要
が
あ
る
。

今
後
の
課
題
は
、
事
業
を
牽け

ん

引
す
る
人
材
の
育
成
、
部

局
を
越
え
た
行
政
の
連
携
、
適
正
価
格
と
販
路
の
確
保
、

地
域
内
で
の
利
益
循
環
、
そ
し
て
成
果
を
測
る
指
標
づ
く

り
で
あ
る
。
観
光
客
が
増
え
て
も
、
食
材
が
地
域
外
か
ら

入
り
、
利
益
が
地
域
外
へ
流
れ
れ
ば
、
食
に
よ
る
地
域
活

性
化
と
は
い
え
な
い
。
反
対
に
、小
さ
な
取
り
組
み
で
も
、

農
家
の
所
得
が
増
え
、
若
者
の
仕
事
が
生
ま
れ
、
農
地
と

食
文
化
が
次
世
代
へ
継
が
れ
る
な
ら
、
そ
れ
は
確
か
な
地

域
再
生
で
あ
る
。

も
う
一
つ
重
要
な
の
は
、
補
助
事
業
が
終
わ
っ
た
後
も

続
く
経
営
を
つ
く
る
こ
と
だ
。
初
期
の
調
査
、施
設
整
備
、

商
品
開
発
に
は
公
的
支
援
が
有
効
だ
が
、
最
終
的
に
は
売

り
上
げ
、
会
費
、
出
資
、
利
用
料
な
ど
、
地
域
自
ら
が
確

保
で
き
る
収
入
が
必
要
に
な
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
事
業

ご
と
の
採
算
だ
け
で
な
く
、
直
売
所
が
農
家
所
得
を
増
や

す
、
レ
ス
ト
ラ
ン
が
地
域
食
材
を
買
う
、
観
光
が
宿
泊
と

雇
用
を
生
む
と
い
っ
た
波
及
効
果
を
把
握
す
る
必
要
が
あ

る
。
地
域
金
融
機
関
や
大
学
も
加
わ
り
、
資
金
、
人
材
、

調
査
、
評
価
を
支
え
る
「
産
官
学
金
」
の
連
携
が
求
め
ら

れ
る
。

情
報
発
信
に
も
課
題
が
あ
る
。「
お
い
し
い
」「
自
然
が

豊
か
」
と
い
う
言
葉
だ
け
で
は
、
他
地
域
と
の
違
い
は
伝

わ
ら
な
い
。
品
種
、
土
壌
、
気
候
、
栽
培
法
、
加
工
技
術
、

歴
史
、
料
理
、
作
り
手
を
丁
寧
に
取
材
し
、
写
真
、
文
章
、

映
像
、
多
言
語
で
伝
え
る
こ
と
が
必
要
だ
。
そ
し
て
発
信

す
る
内
容
と
、
現
地
で
提
供
さ
れ
る
食
や
体
験
の
質
を
一

致
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ブ
ラ
ン
ド
と
は
広
告
で
は

な
く
、
地
域
が
守
る
価
値
に
つ
い
て
の
約
束
で
あ
る
。

食
は
、
誰
も
が
関
わ
る
こ
と
の
で
き
る
地
域
資
源
で
あ

る
。
食
卓
か
ら
畑
へ
、
畑
か
ら
環
境
へ
、
環
境
か
ら
文
化

と
観
光
へ
と
視
野
を
広
げ
れ
ば
、
地
域
の
課
題
は
互
い
に

結
び
付
き
、
解
決
の
糸
口
が
見
え
て
く
る
。
地
域
に
あ
る

も
の
を
見
つ
け
、
人
を
育
て
、
地
域
内
外
を
つ
な
ぎ
、
農

を
核
に
経
済
を
循
環
さ
せ
、
環
境
と
共
生
す
る
こ
と
。
そ

れ
が
、
食
で
地
域
を
元
気
に
す
る
「
地
域
力
創
造
」
の
本

質
で
あ
る
。

言
葉
に
し
、
生
産
者
へ
の
聞
き
取
り
を
も
と
に
「
食
の
テ

キ
ス
ト
」
を
作
る
。
学
び
の
成
果
は
、
商
品
開
発
、
メ
ニ

ュ
ー
、
観
光
案
内
、
販
売
促
進
に
も
活
用
で
き
る
。
食
育

は
子
ど
も
の
た
め
だ
け
で
な
く
、地
域
資
源
を
調
べ
直
し
、

住
民
自
身
が
地
域
の
価
値
を
発
見
す
る
場
な
の
で
あ
る
。

地
産
地
消
も
、
単
に
地
元
産
品
の
使
用
率
を
上
げ
れ
ば

よ
い
の
で
は
な
い
。
生
産
者
、
学
校
給
食
、
飲
食
店
、
宿

泊
施
設
、
直
売
所
、
加
工
業
者
が
、
年
間
の
生
産
計
画
や

必
要
量
、
規
格
、
価
格
を
共
有
し
、
安
定
し
た
取
引
を
つ

く
る
必
要
が
あ
る
。
生
産
者
だ
け
に
供
給
責
任
や
価
格
負

担
を
負
わ
せ
ず
、地
域
全
体
で
支
え
る
仕
組
み
が
必
要
だ
。

６
次
産
業
化
に
つ
い
て
も
、
加
工
品
を
作
れ
ば
成
功
す
る

わ
け
で
は
な
い
。
誰
が
買
う
の
か
、
ど
こ
で
売
る
の
か
、

原
価
と
適
正
価
格
は
ど
う
か
、
誰
が
製
造
と
品
質
管
理
を

担
う
の
か
を
、
最
初
か
ら
設
計
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

私
は
各
地
の
食
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
、
ま
ず
地
域
の

農
林
水
産
物
を
一
覧
に
し
、
旬
、
量
、
価
格
、
生
産
者
、

食
べ
方
、
歴
史
、
課
題
を
調
べ
る
こ
と
か
ら
始
め
て
き
た
。

農
家
や
料
理
人
、
栄
養
士
、
観
光
関
係
者
、
行
政
職
員
が

同
じ
テ
ー
ブ
ル
に
着
き
、
食
材
を
味
わ
い
、
言
葉
に
し
、

料
理
を
試
作
す
る
。
す
る
と
、
関
係
者
に
は
当
た
り
前
だ

っ
た
食
材
や
家
庭
料
理
が
、
外
か
ら
見
れ
ば
魅
力
あ
る
資

源
だ
と
分
か
る
。
商
品
開
発
を
急
ぐ
前
に
、
地
域
の
食
の

全
体
像
を
共
有
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
そ
こ
で
生
ま

れ
た
レ
シ
ピ
や
物
語
は
、
学
校
給
食
、
直
売
所
の
販
促
、

農
家
レ
ス
ト
ラ
ン
、
宿
泊
施
設
の
朝
食
、
農
村
観
光
へ
と

展
開
で
き
る
。

持
続
可
能
な
地
域
づ
く
り
へ 

五
つ
の
条
件

こ
れ
ま
で
の
活
力
あ
る
現
場
に
は
、
共
通
す
る
五
つ
の

◆◆◆
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食
で
地
域
を
元
気
に

Ａ
ｒ
ｋ
館
ヶ
森

（
岩
手
県
一
関
市
）

Ａ
ｒ
ｋ
館
ヶ
森
の
原
点

「
館
ヶ
森
の
大
地
に
安
心
で
豊
か
な
食
と
心
癒
さ
れ
る

美
し
い
風
景
の
世
界
を
創
る
！
」。
こ
れ
が
、
Ａ
ｒ
ｋ
館

ヶ
森
の
原
点
で
す
。

弊
社
は
、
埼
玉
県
深
谷
市
で
養
豚
を
事
業
と
し
て
開
業

し
ま
し
た
。
事
業
規
模
拡
大
の
土
地
を
求
め
て
、
岩
手
県

最
南
端
、
藤
沢
町
の
山
の
上
に
来
た
の
は
１
９
７
５
年
の

こ
と
で
し
た
。

１
９
８
０
年
代
、
北
上
山
系
国
営
農
地
開
発
事
業
へ
参

入
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
荒
涼
と
広
が
る
岩
石
だ
ら

け
の
土
地
。
山
を
削
っ
て
平
斜
面
に
し
、
農
地
と
は
名
ば

か
り
の
風
景
の
中
に
立
ち
、
ま
ず
は
土
作
り
か
ら
と
手
を

付
け
始
め
た
時
に
、「
全
く
新
し
い
大
地
は
、
農
薬
や
化

学
肥
料
を
一
度
も
使
っ
て
い
な
い
き
れ
い
な
土
な
の
だ
」

と
気
付
き
ま
し
た
。
こ
れ
は
す
ぐ
に
有
機
農
業
を
始
め
ら

れ
る
と
い
う
こ
と
を
意
味
し
ま
す
。
農
地
法
に
よ
る
多
く

の
厳
格
な
制
約
が
あ
る
中
で
、
そ
れ
は
た
だ
一
つ
の
メ
リ

ッ
ト
で
し
た
。
そ
こ
か
ら
私
た
ち
の
有
機
栽
培
が
始
ま
り

◆◆◆

ま
し
た
。

１
０
０
ヘ
ク
タ
ー
ル
余
と
い
う
広
大
な
開
発
農
地
利
用

は
、
畑
と
し
て
の
作
物
生
産
に
限
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
し

か
し
、
当
時
で
も
農
業
は
衰
退
の
方
向
で
し
た
。
そ
こ
で
、

今
は
創
業
者
と
呼
ば
れ
る
橋
本
輝
雄
は
、
独
自
の
「
フ
ァ

ー
ム
マ
ー
ケ
ッ
ト
構
想
」
を
打
ち
出
し
ま
し
た
。
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
に
倣
い
、〝
農
場
（
生
産
地
）
を
そ
の
ま
ま
マ
ー
ケ

ッ
ト
（
市
場
）
に
す
る
〟
と
い
う
構
想
で
す
。

誰
も
知
ら
ず
、
ア
ク
セ
ス
道
路
も
な
く
、
地
図
に
も
載

っ
て
い
な
い
山
の
上
。
そ
の
荒
野
を
い
か
に
し
て
マ
ー
ケ

ッ
ト
＝
市
場
と
し
て
展
開
し
て
い
く
の
か
。
そ
こ
か
ら
挑

戦
が
始
ま
り
ま
し
た
。

従
来
の
農
業
生
産
物
は
、
生
産
地
（
者
）⇒

流
通
市
場

⇒

消
費
地
（
者
）
へ
と
い
う
一
方
的
な
流
れ
が
一
般
的
で

し
た
。
そ
れ
を
変
え
て
、
逆
の
流
れ
を
つ
く
る
―
。
つ
ま

り
、
消
費
者
を
生
産
地
へ
足
を
運
ん
で
も
ら
う
流
れ
を
つ

く
る
、
と
い
う
も
の
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
消
費
者
、
特

に
女
性
の
心
を
引
き
つ
け
る
こ
と
が
大
事
と
考
え
、
魅
力

の
あ
る
牧
場
造
り
の
コ
ン
セ
プ
ト
と
し
た
の
が
、「
動
物

と
花
と
緑
と
食
と
土
」
で
す
。

か
わ
い
い
動
物
た
ち
と
美
し
い
花
々
と
緑
、
お
い
し
く

て
安
全
な
食
べ
物
、
そ
の
基
と
な
る
大
切
な
土
。
そ
れ
に

加
え
て
、
目
の
前
に
広
が
る
広
大
な
農
場
風
景
と
山
の
上

の
大
き
な
空
、
遠
く
に
は
白
い
雪
を
頂
く
奥
羽
山
脈
が
見

え
る
美
し
い
風
景
。
こ
れ
ら
を
基
に
し
て
牧
場
造
り
が
始

ま
り
ま
し
た
。

ま
ず
は
、
私
が
取
り
組
ん
で
い
た
ハ
ー
ブ
を
主
役
に
し

て
、
ハ
ー
ブ
ガ
ー
デ
ン
造
り
か
ら
始
め
た
の
で
す
。

「
食
は
い
の
ち
」
の
理
念
の
下
に

〝
生
き
る
こ
と
は
食
べ
る
こ
と
〟。
食
は
「
い
の
ち
（
生

命
）」
の
源
で
す
。
健
や
か
な
体
は
、
お
い
し
く
て
安
心
・

安
全
で
、
健
や
か
な
食
べ
物
を
食
べ
る
こ
と
で
育
ま
れ
ま

す
。
健
康
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
心
も
健
や
か
で
い
ら
れ
る

と
思
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
家
族
と
共
に
楽
し
く
食
卓
を
囲

む
こ
と
の
喜
び
が
、
幸
せ
で
豊
か
な
心
を
育
み
ま
す
。

大
切
に
育
て
た
「
い
の
ち
」
を
い
た
だ
き
、
親
の
世
代

か
ら
子
ど
も
の
世
代
へ
、
さ
ら
に
は
孫
の
世
代
へ
と
健
や

か
な
食
が
受
け
継
が
れ
て
い
く
こ
と
で
、「
い
の
ち
」
の

◆◆◆

何
に
も
な
い
山
の
上
か
ら
の
挑
戦

―
◯
◯
◯
◯
◯
◯
―

橋
本　

志
津

株
式
会
社
ア
ー
ク
会
長

循環型農業のイメージ図
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リ
レ
ー
は
続
い
て
い
き
ま

す
。
ま
さ
に
「
食
は
い
の

ち
」。
こ
れ
が
弊
社
の
経
営

理
念
で
す
。

私
た
ち
の
生
産
物
を
ご
紹

介
す
る
と
、
畜
産
部
門
で
は

豚
肉
（
館
ヶ
森
高
原
豚
）、

放
し
飼
い
有
精
卵
（
昔
た
ま

ご
）、
肉
用
羊
。
耕
作
部
門

で
は
有
機
小
麦
（
約
３０
ヘ
ク

タ
ー
ル
）、
農
薬
・
化
学
肥

料
不
使
用
野
菜
約
５０
種
な
ど

が
あ
り
ま
す
。

今
、
農
業
で
は
６
次
産
業

型
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
が
、
私
た
ち
は
当
初

か
ら
「
食
は
い
の
ち
」
の
理
念
の
下
に
自
ら
の
生
産
物
を

自
ら
加
工
・
販
売
す
る
と
い
う
フ
ァ
ー
ム
マ
ー
ケ
ッ
ト
構

想
を
具
現
化
し
て
き
ま
し
た
。

そ
の
軸
と
な
る
も
の
は
、「
自
分
の
愛
す
る
家
族
に
安

心
し
て
食
べ
さ
せ
ら
れ
る
も
の
だ
け
を
作
る
」
と
の
考
え

方
で
す
。
食
品
添
加
物
を
使
わ
ず
に
作
る
ハ
ム
ソ
ー
セ
ー

ジ
な
ど
の
豚
肉
加
工
品
、
有
機
小
麦
使
用
の
パ
ン
・
豚
ま

ん
・
ス
イ
ー
ツ
、
放
し
飼
い
の
鶏
が
生
む
「
昔
た
ま
ご
」

の
加
工
品
を
製
造
・
販
売
し
て
い
ま
す
。

現
在
、
Ａ
ｒ
ｋ
館
ヶ
森
に
は
、
手
づ
く
り
ハ
ム
工
房
、

フ
ァ
ー
ム
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
自
然
食
レ
ス
ト
ラ
ン
、
プ
ラ
ン

ト
シ
ョ
ッ
プ
（
花
屋
）、
フ
ラ
ワ
ー
ガ
ー
デ
ン
、
お
花
畑

な
ど
の
施
設
の
ほ
か
、
た
ま
ご
拾
い
を
は
じ
め
さ
ま
ざ
ま

な
農
業
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
あ
り
ま
す
。

私
た
ち
が
目
指
し
て
き
た
の
は
、
農
業
の
本
来
の
姿
で

あ
る
と
考
え
る
循
環
型
農
業
で
す
。
有
機
肥
料
セ
ン
タ
ー

「
若
葉
」
が
要
と
な
っ
て
自
社
の
家
畜
排
泄
物
や
食
物
残ざ

ん

渣さ

を
発
酵
熟
成
し
て
有
機
肥
料
を
作
り
、
地
域
農
家
の

方
々
と
共
に
自
社
と
地
域
農
業
へ
の
利
用
と
い
う
循
環
型

の
仕
組
み
が
出
来
上
が
り
、
有
機
農
業
へ
の
取
り
組
み
も

広
が
っ
て
い
ま
す
。

地
域
と
共
に

「
地
域
に
必
要
と
さ
れ
る
企
業
に
な
る
」「
地
域
と
共
に

生
き
る
」。
こ
の
こ
と
は
私
た
ち
が
当
初
か
ら
と
て
も
大

切
に
し
て
き
た
こ
と
で
す
。
そ
の
た
め
の
努
力
も
惜
し
ま

な
か
っ
た
つ
も
り
で
す
。

そ
の
一
例
と
し
て
、
地
元
の
藤
沢
町
国
際
交
流
協
会

（
現
在
は
一
関
市
国
際
交
流
協
会
）
へ
の
支
援
が
あ
り
ま

◆◆◆

す
。
地
元
の
中
学
生
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
と
ベ
ト
ナ
ム
の

高
校
生
・
大
学
生
の
教
育
交
流
事
業
と
し
て
、
多
く
の

方
々
の
ご
賛
同
と
ご
協
力
に
よ
っ
て
４０
年
以
上
に
わ
た
っ

て
続
け
て
き
ま
し
た
。
両
国
の
人
た
ち
と
の
温
か
な
草
の

根
交
流
は
こ
れ
か
ら
も
な
く
な
る
こ
と
は
な
い
で
し
ょ

う
。ま

た
、
こ
の
館
ヶ
森
地
域
の
６
事
業
所
の
方
々
と
の
協

働
の
取
り
組
み
は
、
１７
年
間
に
及
び
ま
す
。
中
で
も
、
寒

さ
が
最
も
厳
し
い
真
冬
に
開
催
す
る
イ
ベ
ン
ト
「
館
ヶ
森

風
祭
り
」
は
、
雪
の
な
い
地
域
の
冬
の
に
ぎ
わ
い
を
創
出

し
て
い
ま
す
。
２
月
に
実
施
す
る
「
館
ヶ
森
ご
っ
つ
お
マ

ラ
ソ
ン
大
会
」
と
「
館
ヶ
森
ご
っ
つ
お
駅
伝
大
会
」
も
、

風
物
詩
と
し
て
定
着
し
て
き
ま
し
た
。

今
後
の
課
題
と
夢

有
機
農
業
を
営
む
上
で
の
最
大
の
障
害
は
雑
草
で
す
。

こ
れ
に
は
手
を
焼
い
て
い
ま
す
。
毎
年
い
ろ
い
ろ
な
方
法

で
対
策
し
ま
す
が
、
４０
年
以
上
た
っ
て
い
ま
だ
に
こ
れ
と

い
っ
た
対
策
が
見
つ
か
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
私
た
ち
の
位

置
す
る
北
上
山
系
は
、
奥
羽
山
系
と
違
っ
て
地
下
水
が
豊

富
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
養
豚
事
業
経
営
に
と
っ
て
大
き
な

障
壁
で
あ
り
、
行
政
の
強
い
後
押
し
が
欲
し
い
と
こ
ろ
で

す
。た

だ
、
私
た
ち
の
夢
は
こ
れ
か
ら
も
多
様
な
形
と
な
っ

て
続
い
て
い
き
ま
す
。
農
業
に
は
や
り
方
に
よ
っ
て
、
大

き
な
可
能
性
が
あ
る
と
信
じ
て
い
ま
す
。

最
後
に
申
し
添
え
た
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。「
食
は
い

の
ち
」。
こ
れ
は
人
だ
け
で
な
く
、
国
家
に
も
当
て
は
ま

り
ま
す
。
日
本
国
民
の
命
は
日
本
の
農
業
で
守
る
。
こ
れ

は
国
際
標
準
で
も
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

◆◆◆

有機栽培の小麦畑

無添加の手づくりハム
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食
で
地
域
を
元
気
に

岩
手
県
遠
野
市

ホ
ッ
プ
産
地
の
危
機
か
ら
始
ま
っ
た

ビ
ー
ル
の
香
り
や
苦
味
を
左
右
す
る
重
要
な
原
材
料
、

ホ
ッ
プ
。
岩
手
県
遠
野
市
で
は
、
キ
リ
ン
ビ
ー
ル
の
契
約

栽
培
地
と
し
て
１
９
６
３
年
か
ら
本
格
的
な
栽
培
が
始
ま

り
、
最
盛
期
に
は
２
０
０
軒
を
超
え
る
農
家
が
日
本
産
ホ

ッ
プ
の
供
給
を
支
え
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
高
齢
化
や

後
継
者
不
足
な
ど
に
よ
り
生
産
者
は
減
少
し
、
現
在
で
は

農
家
数
は
最
盛
期
の
約
１０
分
の
１
、
生
産
面
積
も
約
７
分

の
１
と
な
っ
て
い
ま
す
。
全
国
で
も
ホ
ッ
プ
農
家
は
１
０

０
名
に
満
た
な
い
と
言
わ
れ
、
日
本
産
ホ
ッ
プ
は
存
続
の

岐
路
に
立
っ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
状
況
の
中
、
遠
野
市
で
は
２
０
１
５
年
か

ら
、
持
続
可
能
な
ホ
ッ
プ
栽
培
と
、
ホ
ッ
プ
と
ビ
ー
ル
に

よ
る
地
域
活
性
化
を
目
指
す
「
ビ
ー
ル
の
里
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
が
始
ま
り
ま
し
た
。
当
初
は
遠
野
市
、
ホ
ッ
プ
農
家
、

キ
リ
ン
ビ
ー
ル
が
中
心
で
し
た
が
、
そ
の
後
、
地
域
事
業

者
や
市
民
、
地
域
外
の
企
業
な
ど
へ
と
参
加
の
輪
が
広
が

り
ま
し
た
。

◆◆◆

遠
野
市
で
は
２
０
１
５
年
頃
か
ら
地
域
お
こ
し
協
力
隊

制
度
を
活
用
し
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
関
わ
る
人
材
を
地
域

外
か
ら
受
け
入
れ
て
き
ま
し
た
。
私
自
身
も
２
０
１
６
年

に
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
し
て
移
住
し
、
中
心
市
街
地
に

ク
ラ
フ
ト
ビ
ー
ル
醸
造
所
を
立
ち
上
げ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

に
携
わ
り
ま
し
た
。
２
０
１
８
年
に
「
遠
野
醸
造
」
を
開

業
し
ま
し
た
が
、
一
つ
の
醸
造
所
を
造
る
だ
け
で
は
、
ホ

ッ
プ
産
地
を
再
生
す
る
と
い
う
大
き
な
ビ
ジ
ョ
ン
は
実
現

で
き
な
い
と
考
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
分

野
を
越
え
て
関
係
者
を
つ
な
ぎ
、
こ
の
構
想
を
具
現
化
し

て
い
く
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
組
織
と
し
て
、
同
年
に
株
式
会
社

Ｂ
ｒ
ｅ
ｗ
Ｇ
ｏ
ｏ
ｄ
を
設
立
し
ま
し
た
。

ビ
ー
ル
の
里
づ
く
り
に
は
、
行
政
、
農
家
、
大
手
企
業
、

地
域
事
業
者
な
ど
、
多
く
の
人
や
組
織
が
関
わ
っ
て
い
ま

す
。
立
場
や
考
え
方
が
異
な
る
た
め
、
官
民
連
携
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
続
け
る
こ
と
は
簡
単
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ

れ
で
も
続
け
て
こ
ら
れ
た
背
景
に
は
、
行
政
の
高
い
コ
ミ

ッ
ト
メ
ン
ト
と
、
関
係
者
の
間
に
立
っ
て
調
整
し
、
企
画

を
実
行
に
つ
な
げ
る
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
機
能
が
あ
り
ま
す
。

「
ホ
ッ
プ
産
地
の
再
興
と
地
域
活
性
化
」
と
い
う
共
通
の

ビ
ジ
ョ
ン
を
持
ち
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
や
強
み
を
生
か
し

て
実
現
に
向
け
て
動
く
。
そ
う
し
た
官
民
連
携
の
チ
ー
ム

が
、
少
し
ず
つ
形
作
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

収
穫
祭
か
ら
広
が
っ
た
全
国
の
応
援
の
輪

そ
の
象
徴
的
な
取
り
組
み
が
「
遠
野
ホ
ッ
プ
収
穫
祭
」

で
す
。
２
０
１
５
年
の
初
開
催
で
は
２
５
０
０
人
だ
っ
た

来
場
者
は
、
２
０
２
５
年
に
は
３
日
間
で
１
万
６
５
０
０

人
が
訪
れ
る
ま
で
に
成
長
し
ま
し
た
。
人
口
約
２
万
３
０

０
０
人
の
ま
ち
に
、
全
国
や
海
外
か
ら
、
遠
野
の
ホ
ッ
プ

産
地
を
応
援
す
る
人
が
集
ま
り
ま
す
。
運
営
す
る
チ
ー
ム

は
１
年
を
か
け
て
準
備
し
、
前
年
の
課
題
を
振
り
返
り
な

が
ら
、
次
は
ど
う
進
化
さ
せ
る
か
を
議
論
し
、
実
行
に
移

し
ま
す
。
こ
う
し
た
試
行
錯
誤
の
積
み
重
ね
が
、
チ
ー
ム

の
結
束
を
強
く
し
て
き
ま
し
た
。
収
穫
祭
は
、
全
国
に
遠

野
の
ホ
ッ
プ
の
応
援
者
を
増
や
す
だ
け
で
な
く
、
官
民
連

携
の
チ
ー
ム
を
育
て
る
場
と
し
て
も
大
き
な
役
割
を
果
た

し
て
い
ま
す
。

全
国
に
応
援
者
を
増
や
し
て
き
た
こ
と
は
、
産
地
が
抱

え
る
課
題
の
解
決
に
も
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
一
例

が
、
収
穫
し
た
ホ
ッ
プ
を
加
工
す
る
乾
燥
施
設
の
老
朽
化

へ
の
対
応
で
す
。
乾
燥
施
設
が
使
え
な
く
な
れ
ば
、
ホ
ッ

プ
栽
培
を
続
け
ら
れ
ま
せ
ん
。
一
方
、
改
修
や
修
繕
に
は

多
額
の
費
用
が
か
か
り
、
農
家
だ
け
で
負
担
す
る
こ
と
も

現
実
的
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
遠
野
市
と
連
携
し
、
２
０
１
９
年
か
ら
ふ
る
さ

と
納
税
の
寄
付
先
指
定
制
度
を
活
用
し
ま
し
た
。
使
い
道

に
「
ビ
ー
ル
の
里
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
指
定
し
た
寄
付
を
、

産
地
の
課
題
解
決
に
活
用
す
る
仕
組
み
で
す
。
２
０
２
５

年
度
ま
で
に
累
計
約
１
万
件
、
２
億
円
を
超
え
る
寄
付
が

◆◆◆

官
民
連
携
で
挑
む
日
本
産
ホ
ッ
プ
の
産
地
再
生

―
遠
野
で
育
て
て
き
た
「
ビ
ー
ル
の
里
づ
く
り
」―田

村　

淳
一

株
式
会
社
Ｂ
ｒ
ｅ
ｗ
Ｇ
ｏ
ｏ
ｄ　

代
表
取
締
役
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集
ま
り
、
約
１
億
円
の
財
源
が
生
ま
れ
ま
し
た
。
こ
の
寄

付
金
を
財
源
に
、
２
０
２
３
年
か
ら
乾
燥
施
設
の
改
修
を

進
め
て
い
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
ホ
ッ
プ
棚
を
新
設
す
る
際
の
遠
野
市
独
自

の
補
助
制
度
や
、
遠
野
ホ
ッ
プ
収
穫
祭
の
開
催
費
用
な
ど

に
も
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
全
国
に
応
援
者
を
増
や
し
、

そ
の
応
援
を
地
域
に
還
元
し
て
、
農
業
の
課
題
解
決
に
つ

な
げ
る
。
こ
う
し
た
流
れ
も
少
し
ず
つ
生
ま
れ
て
い
ま
す
。

増
え
始
め
た
担
い
手
と
新
た
な
挑
戦

も
う
一
つ
の
大
き
な
変
化
が
、
ホ
ッ
プ
農
業
の
担
い
手

の
増
加
で
す
。
近
年
、「
遠
野
で
ホ
ッ
プ
農
家
に
な
り
た

い
」
と
い
う
問
い
合
わ
せ
が
増
え
て
い
ま
す
。
現
在
、
市

内
に
は
２０
名
の
ホ
ッ
プ
農
家
が
お
り
、
そ
の
う
ち
６
名
が

移
住
し
て
新
規
就
農
し
た
生
産
者
で
す
。
さ
ら
に
２
０
２

６
年
４
月
時
点
で
は
、
１０
名
が
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
し

て
就
農
に
向
け
た
研
修
を
行
っ
て
い
ま
す
。
長
く
減
少
し

て
き
た
生
産
者
数
も
、
少
し
ず
つ
増
加
に
転
じ
始
め
て
い

ま
す
。

産
地
の
未
来
に
向
け
た
取
り
組
み
も
始
め
て
い
ま
す
。

私
が
経
営
す
る
Ｂ
ｒ
ｅ
ｗ
Ｇ
ｏ
ｏ
ｄ
で
は
２
０
２
５
年

４
月
、
市
内
で
３
カ
所
目
と
な
る
醸
造
所
「
Ｇ
Ｏ
Ｏ
Ｄ　

Ｈ
Ｏ
Ｐ
Ｓ
」
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
醸
造
だ
け

で
な
く
、
ホ
ッ
プ
の
栽
培
管
理
か
ら
関
わ
り
、
自
社
で
新

◆◆◆

品
種
の
開
発
や
加
工
技
術
の
研
究
も
行
っ
て
い
ま
す
。
元

キ
リ
ン
ビ
ー
ル
の
ホ
ッ
プ
研
究
者
も
参
画
し
、
日
本
産
ホ

ッ
プ
の
価
値
を
高
め
る
研
究
開
発
を
進
め
て
い
ま
す
。
こ

れ
ま
で
と
は
違
う
角
度
か
ら
人
や
資
金
を
呼
び
込
み
、
産

地
の
新
た
な
成
長
に
つ
な
げ
て
い
く
た
め
の
重
要
な
取
り

組
み
で
す
。

産
地
を
次
の
世
代
に
つ
な
ぐ
チ
ー
ム

一
方
で
、
課
題
は
ま
だ
ま
だ
あ
り
ま
す
。
生
産
量
を
増

や
す
た
め
に
は
、
圃ほ

じ
ょ
う場

の
確
保
や
集
約
を
進
め
、
よ
り
効

率
的
に
栽
培
で
き
る
環
境
を
整
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
ま
た
、
こ
れ
か
ら
栽
培
を
続
け
て
い
く
中
で
、

今
は
想
定
し
て
い
な
い
課
題
が
出
て
く
る
こ
と
も
あ
る
と

思
い
ま
す
。

今
見
え
て
い
る
課
題
に
つ
い
て
は
、
一
つ
ず
つ
解
決
策

を
考
え
て
い
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
し
か
し
、
想
定
し
て

い
な
い
課
題
が
起
き
た
と
き
に
重
要
な
の

は
、
解
決
策
を
あ
ら
か
じ
め
持
っ
て
い
る
こ

と
で
は
な
く
、
そ
の
課
題
に
対
し
て
知
恵
を

出
し
、
一
緒
に
考
え
、
実
行
で
き
る
チ
ー
ム

が
あ
る
こ
と
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

振
り
返
っ
て
み
る
と
、
私
た
ち
が
こ
れ
ま

で
向
き
合
っ
て
き
た
の
は
、
個
々
の
課
題

だ
け
で
は
な
く
、
こ
の
官
民
連
携
の
チ
ー

ム
を
ど
う
維
持
し
、
進
化
さ
せ
て
い
く
か

と
い
う
こ
と
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

こ
れ
か
ら
も
こ
の
チ
ー
ム
で
課
題
に
向
き

合
い
な
が
ら
、
日
本
産
ホ
ッ
プ
の
産
地
を

次
の
世
代
に
つ
な
い
で
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

◆◆◆

ホップの乾燥施設

遠野ホップ収穫祭

研修中の地域おこし協力隊

ホップとクラフトビール（GOOD HOPS）

9 2026・10 月号 地域づくり 2026・10 月号地域づくり 8



特 集

食
で
地
域
を
元
気
に

新
潟
県
長
岡
市

食
資
源
に
恵
ま
れ
た
ま
ち

長
岡
市
は
、
新
潟
県
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置
し
、
日
本
一

の
大
河
・
信
濃
川
が
市
域
を
縦
断
す
る
ま
ち
で
す
。
東
京

駅
か
ら
上
越
新
幹
線
で
約
９０
分
、
関
越
自
動
車
道
と
北
陸

自
動
車
道
の
結
節
点
で
も
あ
り
、
首
都
圏
か
ら
の
ア
ク
セ

ス
に
も
恵
ま
れ
て
い
ま
す
。

豪
雪
が
も
た
ら
す
豊
か
な
水
、
信
濃
川
流
域
の
肥ひ

よ
く沃

な

田
畑
、
寺
泊
の
海
か
ら
山
古
志
の
山
々
へ
と
続
く
豊
か
な

自
然
環
境
、
城
下
町
や
北
前
船
の
寄
港
地
と
し
て
栄
え
た

歴
史
を
背
景
に
、
長
岡
に
は
固
有
の
食
文
化
が
受
け
継
が

れ
て
き
ま
し
た
。
枝
豆
な
ど
の
農
産
物
、
栃
尾
の
あ
ぶ
ら

げ
、
醤し

ょ
う
ゆ油
赤
飯
、
生
姜
醤
油
ラ
ー
メ
ン
な
ど
、
特
色
あ
る

食
資
源
も
豊
富
で
す
。

中
で
も
米
は
長
岡
を
代
表
す
る
資
源
で
あ
り
、
作
付
面

積
は
全
国
第
２
位
（
令
和
７
年
）
を
誇
り
ま
す
。
さ
ら
に
、

長
岡
市
は
コ
シ
ヒ
カ
リ
誕
生
の
き
っ
か
け
と
な
る
交
配
が

行
わ
れ
た
地
で
も
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
は
食
資
源
で
あ
る

だ
け
で
な
く
、
長
岡
の
自
然
、
歴
史
、
暮
ら
し
を
伝
え
る

◆◆◆

観
光
資
源
で
も
あ
り
、
花
火
だ
け
に
頼
ら
な
い
通
年
型
観

光
の
大
き
な
可
能
性
を
秘
め
て
い
ま
す
。

花
火
だ
け
で
は
な
い
通
年
型
観
光
へ

長
岡
市
の
観
光
資
源
と
し
て
全
国
的
に
知
ら
れ
て
い
る

の
は
、
長
岡
ま
つ
り
大
花
火
大
会
で
す
。
し
か
し
、
長
岡

花
火
は
１
年
の
う
ち
２
日
間
し
か
開
催
さ
れ
な
い
た
め
、

花
火
の
時
期
以
外
に
も
訪
れ
て
も
ら
う
仕
掛
け
が
必
要
で

し
た
。

そ
こ
で
、
通
年
型
観
光
を
実
現
す
る
地
域
資
源
と
し
て

注
目
し
た
の
が
日
本
酒
で
す
。
市
内
に
は
、
１
５
４
８
年

創
業
の
県
内
最
古
の
蔵
を
は
じ
め
、
１６
の
酒
蔵
が
あ
り
、

そ
の
数
は
、
市
区
町
村
別
で
は
京
都
市
に
次
ぐ
全
国
第
２

位
で
す
。
ま
た
、
雪
解
け
水
由
来
の
冷
涼
な
軟
水
や
良
質

な
米
に
恵
ま
れ
た
長
岡
で
は
、
冬
季
の
出
稼
ぎ
文
化
の
中

で
培
わ
れ
た
日
本
三
大
杜と

う
じ氏
の
一
つ
で
あ
る
越
後
杜
氏
の

技
に
よ
り
、
新
潟
な
ら
で
は
の
味
と
高
い
品
質
の
酒
造
り

が
受
け
継
が
れ
て
き
ま
し
た
。

日
本
酒
は
長
岡
の
自
然
、
歴
史
、
文
化
が
凝
縮
さ
れ
た

◆◆◆

地
域
資
源
で
す
。
市
で
は
、
日
本
酒
を
酒
蔵
、
飲
食
店
、

来
訪
者
を
つ
な
ぐ
観
光
資
源
と
し
て
位
置
付
け
、
地
域
振

興
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
そ
の
象
徴
的
な
取
り
組
み

が
「
越
後
長
岡
酒
の
陣
」
で
す
。

地
域
で
育
ん
だ
「
越
後
長
岡
酒
の
陣
」

「
越
後
長
岡
酒
の
陣
」
は
、
市
内
の
酒
蔵
が
集
い
、
約

６０
種
類
の
日
本
酒
を
味
わ
う
こ
と
が
で
き
る
市
内
最
大
の

日
本
酒
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
来
場
者
は
、
蔵
人
と
の
交
流
を

通
じ
て
酒
に
込
め
ら
れ
た
思
い
や
造
り
の
特
徴
を
知
り
、

長
岡
の
食
と
の
マ
リ
ア
ー
ジ
ュ
も
楽
し
め
ま
す
。

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
長
岡
市
や
市
内
の
観
光
協
会
、
商

工
会
議
所
、
観
光
事
業
者
な
ど
で
構
成
さ
れ
る
「
越
後
長

岡
」
観
光
振
興
委
員
会
（
事
務
局
：
長
岡
市
観
光
・
交
流

部
観
光
課
）
の
取
り
組
み
の
一
つ
と
し
て
開
催
し
て
い
ま
す
。

平
成
２３
年
の
初
開
催
時
は
、
ま
だ
観
光
客
向
け
の
イ
ベ

ン
ト
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
ま
ず
は
、
市
民
自
身
が

価
値
を
理
解
し
、
地
域
全
体
で
盛
り
上
げ
る
こ
と
、
い
わ

ゆ
る
「
イ
ン
ナ
ー
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
」
が
必
要
で
し
た
。

そ
の
た
め
、
入
場
自
由
の
市
民
向
け
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
開

催
し
て
い
ま
し
た
。

こ
う
し
た
機
運
の
高
ま
り
の
中
で
、
平
成
２６
年
に
は

「
長
岡
市
日
本
酒
で
乾
杯
を
推
進
す
る
条
例
」
が
制
定
さ

れ
、
日
本
酒
に
よ
る
乾
杯
の
習
慣
を
広
め
、
そ
の
文
化
を

後
世
に
伝
え
る
意
識
が
共
有
さ
れ
ま
し
た
。

観
光
コ
ン
テ
ン
ツ
と
し
て
の
成
長

そ
の
後
、
酒
の
陣
は
認
知
度
の
向
上
と
と
も
に
来
場
者

数
を
伸
ば
し
て
い
ま
し
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
一
時
休

◆◆◆◆◆◆

日
本
酒
を
核
と
し
た
観
光
ま
ち
づ
く
り

―「
酒
の
陣
」
か
ら
広
が
る
長
岡
の
食
と
文
化
―

岩
本　

操

「
越
後
長
岡
」
観
光
振
興
委
員
会
事
務
局
長
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止
と
な
り
ま
し
た
。
再
開
に
あ
た
っ
て
は
、
従
来
の
入
場

自
由
形
式
を
改
め
、
全
席
指
定
の
入
場
券
形
式
を
導
入
す

る
こ
と
で
、
混
雑
を
抑
制
し
、
よ
り
安
全
で
快
適
に
楽
し

め
る
運
営
体
制
へ
と
見
直
し
ま
し
た
。

こ
の
見
直
し
は
、
着
席
し
て
酒
を
味
わ
え
る
環
境
を
整

え
、
長
岡
の
酒
や
食
を
よ
り
深
く
楽
し
ん
で
も
ら
う
機
会

に
も
な
り
ま
し
た
。
近
年
は
、
イ
ベ
ン
ト
参
加
と
酒
蔵
見

学
を
組
み
合
わ
せ
た
宿
泊
ツ
ア
ー
や
、
過
去
参
加
者
へ
の

Ｓ
Ｎ
Ｓ
発
信
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
来
場
者
ア
ン
ケ

ー
ト
で
は
、
県
外
来
場
者
の
割
合
は
令
和
５
年
の
２５
％
か

ら
令
和
７
年
に
は
４３
％
へ
増
加
し
、
日
本
酒
が
新
た
な
来

訪
の
入
口
と
な
っ
て
い
ま
す
。

酒
の
陣
か
ら
ま
ち
な
か
へ

酒
の
陣
を
き
っ
か
け
に
生
ま
れ
た
関
心
を
、
市
内
の
酒

蔵
や
ま
ち
な
か
で
の
体
験
へ
つ
な
げ
る
取
り
組
み
も
進
め

◆◆◆

て
い
ま
す
。
そ
の
重
要
な
受
け
皿
が
、
長
岡
駅
か
ら
南
へ

約
３
・
５
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
摂せ

っ
た
や

田
屋
・
宮
内
地
区
で
す
。

摂
田
屋
は
旧
三
国
街
道
沿
い
に
栄
え
た
地
で
、
旅
人
な
ど

の
休
息
や
宿
泊
の
た
め
の
「
接
待
屋
」
が
地
名
の
由
来
と

さ
れ
て
い
ま
す
。
江
戸
時
代
に
上
野
寛
永
寺
の
御
領
地
で

あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
酒
、
味
噌
、
醤
油
の
醸
造
業
が
発
展

し
て
き
ま
し
た
。
現
在
も
六
つ
の
蔵
が
残
る
、
麹こ

う
じの

香
り

漂
う
ま
ち
で
す
。

市
で
は
、
摂
田
屋
地
内
に
あ
る
国
登
録
有
形
文
化
財
の

旧
機
那
サ
フ
ラ
ン
酒
製
造
本
舗
を
活
用
し
、
観
光
交
流
拠

点
と
し
て
「
米
蔵
」
を
整
備
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
加
え
、

地
域
住
民
や
事
業
者
等
で
構
成
す
る
摂
田
屋
・
宮
内
エ
リ

ア
観
光
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
が
、
歴
史
的
建
造
物
や
醸
造

文
化
な
ど
の
地
域
資
源
を
活
用
し
、
そ
の
魅
力
を
高
め
る

と
と
も
に
広
く
発
信
す
る
こ
と
で
、
観
光
誘
客
を
図
り
、

地
域
の
活
性
化
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

ま
た
、
市
内
各
地
で
も
年
間
を
通
じ
て
日
本
酒
と
食
を

楽
し
め
る
場
づ
く
り
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
各
酒
蔵
で

は
観
光
客
を
意
識
し
た
蔵
見
学
や
蔵
開
き
の
実
施
、
宿
泊

施
設
や
飲
食
店
で
の
地
酒
提
供
な
ど
、
ま
ち
な
か
や
宿
泊

先
で
長
岡
の
酒
と
食
に
触
れ
ら
れ
る
機
会
が
増
え
て
い
ま

す
。長

岡
の
玄
関
口
で
あ
る
長
岡
駅
や
道
の
駅
な
が
お
か
花

火
館
に
は
、
長
岡
市
内
だ
け
で
な
く
県
内
各
地
の
日
本
酒

を
気
軽
に
味
わ
え
る
唎き

き
ざ
け酒

コ
ー
ナ
ー
も
常
設
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
に
、
酒
の
陣
を
長
岡
の
酒
と
出
会
う
入
口

と
し
て
位
置
づ
け
、
摂
田
屋
や
酒
蔵
、
宿
泊
施
設
、
飲
食

店
な
ど
、
来
訪
者
の
関
心
を
深
め
、
さ
ら
に
広
げ
る
場
を

官
民
一
体
で
整
備
す
る
こ
と
で
、
一
過
性
の
来
訪
を
周
遊

や
滞
在
、
再
訪
へ
と
広
げ
る
観
光
地
域
づ
く
り
を
進
め
て

い
ま
す
。

「
こ
の
土
地
で
し
か
味
わ
え
な
い
価
値
」
へ

今
後
は
、
日
本
酒
を
出
発
点
に
、
米
、
発
酵
食
品
、
郷

土
料
理
、
農
水
産
物
な
ど
を
組
み
合
わ
せ
た
「
テ
ロ
ワ
ー

ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
へ
と
展
開
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
長
岡
の
豊
か
な
自
然
と
歴
史
・
文
化
、
風
土
に
育

ま
れ
た
多
彩
な
食
資
源
を
結
び
付
け
、
滞
在
型
観
光
と
し

て
提
供
す
る
こ
と
で
、
持
続
的
な
地
域
活
性
化
に
つ
な
げ

て
い
き
ま
す
。

そ
の
た
め
に
は
、「
な
ぜ
長
岡
で
し
か
味
わ
え
な
い
の

か
」
と
い
う
ス
ト
ー
リ
ー
を
整
理
・
言
語
化
し
、
タ
ー
ゲ

ッ
ト
に
応
じ
た
情
報
発
信
を
的
確
に
行
う
こ
と
が
必
要
と

考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
滞
在
が
よ
り
充
実
す
る
よ
う
、

体
験
コ
ン
テ
ン
ツ
の
造
成
や
磨
き
上
げ
、
多
言
語
化
、
バ

リ
ア
フ
リ
ー
化
な
ど
の
受
け
入
れ
体
制
の
整
備
を
進
め
て

い
き
ま
す
。

◆◆◆

若い世代も乾杯！にぎわう越後長岡酒の陣

蔵人と語らいながら楽しむ長岡の酒

令和 2 年に摂田屋地域に開設した観光交流拠点施設「米蔵」
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食
で
地
域
を
元
気
に

福
井
県
坂
井
市

「
食
」
の
力
に
気
付
く

福
井
県
坂
井
市
に
は
、
越
前
が
に
や
甘
え

び
、
丸
岡
在
来
そ
ば
、
竹
田
の
油
あ
げ
な
ど
、

全
国
に
誇
る
多
彩
な
食
材
と
、
長
い
歴
史
の

中
で
育
ま
れ
て
き
た
豊
か
な
食
文
化
が
あ
り

ま
す
。
日
本
海
の
豊
か
な
恵
み
と
農
村
部
の
生
産
力
が
共

存
す
る
こ
の
ま
ち
は
、
ま
さ
に
〝
美
食
の
宝
庫
〟
と
も
い

え
る
地
域
で
す
。

し
か
し
、
魅
力
あ
る
資
源
が
存
在
す
る
一
方
で
、
そ
れ

ぞ
れ
の
食
材
や
店
舗
、
生
産
者
の
活
動
は
個
別
に
評
価
さ

れ
る
こ
と
が
多
く
、「
食
」
と
い
う
共
通
の
視
点
で
地
域

全
体
が
一
体
と
な
り
、
そ
の
価
値
を
発
信
す
る
仕
組
み
は

十
分
と
は
言
え
ま
せ
ん
で
し
た
。
ま
た
、
人
口
減
少
や
少

子
高
齢
化
が
進
み
、
地
域
間
競
争
も
激
し
く
な
る
中
、
地

域
の
強
み
を
活い

か
し
た
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
う
し
た
中
で
改
め
て
注
目
さ
れ
た
の

が
、「
食
」
が
持
つ
力
で
し
た
。

こ
う
し
た
背
景
か
ら
、
市
民
や
事
業
者
、
生
産
者
、
行

◆◆◆

政
が
力
を
合
わ
せ
、
坂
井
市
の
食
の
魅
力
を
地
域
の
誇
り

と
し
て
磨
き
上
げ
る
「
美
食
の
ま
ち
・
さ
か
い
」
の
取
り

組
み
が
始
ま
り
ま
し
た
。

「
美
食
都
市
ア
ワ
ー
ド
」
受
賞
で
変
化

坂
井
市
は
全
国
４６
の
候
補
都
市
・
エ
リ
ア
の
中
か
ら
選

出
さ
れ
、「
美
食
都
市
ア
ワ
ー
ド
２
０
２
５
」
を
受
賞
し

ま
し
た
。
福
井
県
内
で
は
初
の
受
賞
で
あ
り
、
地
域
に
と

っ
て
大
き
な
転
機
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
受
賞
は
、
地
域

の
食
資
源
だ
け
で
な
く
、
食
育
や
地
産
地
消
、
生
産
者
と

飲
食
店
の
連
携
な
ど
、
食
を
活
か
し
た
地
域
づ
く
り
が
総

合
的
に
認
め
ら
れ
ま
し
た
。
坂
井
市
は
、
豊
か
な
食
資
源

◆◆◆

を
活
か
し
な
が
ら
、
多
様
な
主
体
が
連
携
し
て
地
域
の
価

値
向
上
に
取
り
組
ん
で
い
る
点
が
高
く
評
価
さ
れ
ま
し

た
。 受

賞
後
、
行
政
、
観
光
地
域
づ
く
り
法
人
（
Ｄ
Ｍ
Ｏ
）、

商
工
会
、
生
産
者
、
飲
食
店
な
ど
、
多
様
な
関
係
者
の
間

で
大
き
な
意
識
の
変
化
が
生
ま
れ
ま
し
た
。
そ
れ
ま
で
個

別
に
進
め
ら
れ
て
き
た
取
り
組
み
が
、「
美
食
の
ま
ち
」

と
い
う
共
通
の
ビ
ジ
ョ
ン
の
も
と
で
結
び
付
き
始
め
た
の

で
す
。

そ
の
中
で
、
私
た
ち
「
う
ら
ら
の
極き

わ
み味

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

推
進
委
員
会
」
も
改
め
て
原
点
を
見
つ
め
直
し
て
い
ま

す
。
１２
年
前
、
全
国
的
な
Ｂ
級
グ
ル
メ
や
ご
当
地
グ
ル
メ

ブ
ー
ム
を
背
景
に
、「
食
に
恵
ま
れ
た
坂
井
市
の
魅
力
を

発
信
し
、
地
域
を
盛
り
上
げ
よ
う
」
と
い
う
思
い
か
ら
立

ち
上
が
り
ま
し
た
。「
う
ら
ら
（
わ
た
し
た
ち
）
の
極
上

の
味
」
と
い
う
意
味
を
込
め
、
各
店
舗
が
渾こ

ん

身
の
一
品
を

登
録
し
、
最
盛
期
に
は
５０
店
舗
以
上
の
飲
食
店
が
参
画
す

る
取
り
組
み
へ
と
成
長
し
ま
し
た
。

一
方
で
、
年
月
の
経
過
と
と
も
に
活
動
を
支
え
る
組
織

的
な
運
営
体
制
の
維
持
が
難
し
く
な
り
、
次
第
に
そ
の
勢

い
は
弱
ま
っ
て
い
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
食
を
通
じ
て
地

域
を
元
気
に
し
た
い
と
い
う
理
念
そ
の
も
の
は
、
今
も
地

域
の
中
に
息
づ
い
て
い
ま
す
。

私
自
身
、
こ
の
た
び
の
美
食
都
市
ア
ワ
ー
ド
受
賞
は
、

そ
の
志
を
次
の
時
代
へ
つ
な
ぐ
絶
好
の
機
会
だ
と
感
じ
て

い
ま
す
。
う
ら
ら
の
極
味
が
目
指
し
て
い
た
「
食
で
地
域

を
元
気
に
す
る
」
と
い
う
想
い
を
、
今
改
め
て
坂
井
市
全

体
の
取
り
組
み
へ
と
広
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。「
美
食
都
市
」
の
称
号
は
ゴ
ー
ル
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

む
し
ろ
、
先
人
た
ち
が
築
い
て
き
た
歩
み
を
受
け
継
ぎ
な

が
ら
、
地
域
が
再
び
同
じ
方
向
を
向
き
、
新
た
な
挑
戦
を

美
食
の
ま
ち
・
さ
か
い
が
描
く
地
域
の
未
来

―
◯
◯
◯
◯
◯
◯
―

伊
藤　

俊
輔

う
ら
ら
の
極
味
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
委
員
会
委
員
長

甘えび

丸岡在来そば

越前がに
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始
め
る
た
め
の
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
な
の
で
す
。

「
食
の
プ
レ
ー
ヤ
ー
」
が
新
た
な
連
携

新
た
な
挑
戦
を
具
体
化
す
る
取
り
組
み
と
し
て
構
想
し

て
い
る
の
が
、「
さ
か
い
美
食
レ
ス
ト
ラ
ン
（
仮
称
）」
で

す
。私

た
ち
が
目
指
し
て
い
る
の
は
、
単
に
観
光
客
が
訪
れ

る「
お
い
し
い
ま
ち
」で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
地
域
の
食
材
や

食
文
化
を
通
じ
て
、
多
様
な
関
係
者
が
つ
な
が
り
、
地
域

経
済
を
支
え
る
と
と
も
に
、
市
民
一
人
ひ
と
り
が
自
分
た

ち
の
ま
ち
に
誇
り
と
愛
着
を
持
て
る
地
域
づ
く
り
で
す
。

そ
の
実
現
に
向
け
て
は
、
食
に
関
わ
る
事
業
者
同
士
が
連

携
し
、
と
も
に
学
び
な
が
ら
地
域
全
体
の
価
値
を
高
め
て

い
く
仕
組
み
づ
く
り
が
重
要
に
な
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

◆◆◆

こ
の
構
想
は
単
な
る
認

定
制
度
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。「
美
食
の
ま
ち
」
を

担
う
仲
間
と
し
て
飲
食
店

同
士
が
学
び
合
い
、
切せ

っ

磋さ
た
く
ま

琢
磨
し
な
が
ら
地
域
全

体
の
魅
力
向
上
に
つ
な
げ

て
い
く
こ
と
を
目
指
し
て

い
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
構
想
を
核

と
し
て
、
地
域
内
消
費
の

促
進
や
情
報
発
信
、
生
産

者
と
飲
食
店
の
連
携
強
化

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り

組
み
を
展
開
し
て
い
く
予

定
で
す
。

外
側
へ
の
発
信
と
内
側
で
育
て
る
誇
り

坂
井
市
で
は
、「
さ
か
い
美
食
レ
ス
ト
ラ
ン
」
構
想
を

核
と
し
て
、
多
様
な
取
り
組
み
を
段
階
的
に
進
め
て
い
く

予
定
で
す
。
具
体
的
に
は
、
市
内
消
費
を
促
進
す
る
美
食

チ
ケ
ッ
ト
事
業
、
地
域
の
食
資
源
や
店
舗
の
魅
力
を
見
え

る
化
す
る
美
食
マ
ッ
プ
の
整
備
、
生
産
者
と
飲
食
店
を
つ

な
ぐ
美
食
カ
レ
ン
ダ
ー
構
想
、
さ
ら
に
は
地
域
の
食
に
携

わ
る
人
々
や
店
舗
の
取
り
組
み
を
広
く
発
信
す
る
表
彰
制

度
の
検
討
な
ど
を
進
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
市
民
自
身
が
地
域
の
食
の
魅
力
を
再
発
見
し
、

そ
の
価
値
を
共
有
し
て
い
く
こ
と
も
重
要
で
す
。
そ
れ
が

持
続
的
な
地
域
ブ
ラ
ン
ド
の
土
台
に
な
り
ま
す
。

外
へ
向
け
た
発
信
と
、
内
側
で
育
て
る
誇
り
。
そ
の
両

◆◆◆

輪
で
進
め
る
こ
と
が
、「
美
食
の
ま
ち
・
さ
か
い
」
の
大

き
な
特
徴
で
す
。

持
続
可
能
な
地
域
文
化
へ

私
た
ち
が
目
指
し
て
い
る
の
は
、
地
域
の
食
文
化
を
未

来
へ
受
け
継
ぎ
、
次
世
代
へ
つ
な
い
で
い
く
こ
と
で
す
。

生
産
者
や
飲
食
店
だ
け
で
な
く
、
市
民
や
子
ど
も
た
ち
も

地
域
の
食
の
魅
力
に
触
れ
、
そ
の
価
値
を
理
解
し
な
が

ら
、
自
ら
の
ま
ち
へ
の
誇
り
や
愛
着
を
育
め
る
環
境
を
つ

く
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
こ
の
流
れ
を
一
過
性
の
も
の
に
せ

ず
、
地
域
に
根
付
く
持
続
可
能
な
仕
組
み
と
し
て
定
着
さ

せ
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。
生
産
者
と
飲
食
店
の
さ
ら

な
る
連
携
強
化
は
も
ち
ろ
ん
、
生
産
者
、
飲
食
店
、
消
費

者
が
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
地
域
の
食
の
価
値
を
共
有
し
、

と
も
に
育
て
て
い
く
意
識
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
一
人
ひ
と

り
の
小
さ
な
取
り
組
み
の
積
み
重
ね
が
、
地
域
全
体
の
魅

力
向
上
に
つ
な
が
り
、
持
続
可
能
な
食
の
ま
ち
づ
く
り
を

支
え
る
力
に
な
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
市
民
が
日
常
的
に
地
域
の
食
文
化
に
親
し
め
る

環
境
づ
く
り
も
重
要
で
す
。
学
校
や
家
庭
、
地
域
イ
ベ
ン

ト
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
食
文
化
に
触
れ
、
次
世
代
へ

継
承
し
て
い
く
こ
と
で
、「
食
」
は
単
な
る
観
光
資
源
で

は
な
く
、
地
域
に
根
付
く
文
化
と
し
て
さ
ら
に
発
展
し
て

い
き
ま
す
。

ス
ペ
イ
ン
の
サ
ン
・
セ
バ
ス
チ
ャ
ン
の
よ
う
に
、
食
が

地
域
文
化
と
し
て
根
付
く
都
市
を
一
つ
の
理
想
に
据
え
な

が
ら
、
先
人
た
ち
が
築
い
て
き
た
「
う
ら
ら
の
極
味
」
の

志
を
受
け
継
ぎ
、
坂
井
市
ら
し
い
食
の
魅
力
を
地
域
の
み

な
さ
ん
と
と
も
に
育
て
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

◆◆◆

さかい美食レストラン（仮称）構想イメージ

美食都市アワード受賞を記念して、東京都内でイベント開催

13 2026・10 月号 地域づくり 2026・10 月号地域づくり 12



特 集

食
で
地
域
を
元
気
に

三
重
県

「
フ
ー
ド
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
経
緯

三
重
県
で
は
、
豊
か
な
自
然
環
境
が
育
む
県
産
農
林
水

産
物
の
付
加
価
値
向
上
を
目
指
し
、
こ
れ
ま
で
の
６
次
産

業
化
や
ブ
ラ
ン
ド
化
の
推
進
に
注
力
し
て
き
た
。

特
に
、
み
え
フ
ー
ド
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

（
以
下
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）
と
称
す
る
取
り
組
み
で
は
、

２
０
１
２
年
度
か
ら
「
み
え
フ
ー
ド
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
を
設
置
し
、
農
林
漁
業
者
・
食
品
等
事

業
者
・
研
究
機
関
・
行
政
な
ど
が
参
画
し
て
お
互
い
の
技

術
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
融
合
さ
せ
る
こ
と
で
、
新
た
な
商
品
や

サ
ー
ビ
ス
の
創
出
に
つ
な
げ
て
き
た
。
２
０
２
０
年
に
は

Ｄ
Ｘ
（
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）
の
推

進
に
よ
り
新
し
い
時
代
に
対
応
し
て
い
く
た
め
、
新
た
な

オ
ン
ラ
イ
ン
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
「
み
え
フ
ー
ド
イ
ノ
ベ
ー
シ

ョ
ン
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」
を
開
設
し
、
現
在
、
約
４
０

０
の
登
録
会
員
に
対
し
、
情
報
発
信
や
事
業
者
間
の
交
流

を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
る
。

◆◆◆

三
重
発
の
取
り
組
み
が
国
の
事
業
へ

さ
ま
ざ
ま
な
業
種
の
事
業
者
が
連
携
し
、
県
産
農
林
水

産
物
の
新
た
な
価
値
を
創
造
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
。
本
県

の
長
年
の
取
り
組
み
を
踏
ま
え
、
農
林
水
産
省
で
は
、
多

様
な
課
題
意
識
を
持
つ
事
業
者
の
ニ
ー
ズ
を
共
有
し
新
た

な
ビ
ジ
ネ
ス
を
模
索
す
る
「
地
域
食
品
産
業
連
携
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
（
Ｌ
Ｆ
Ｐ
）
事
業
」
を
２
０
２
１
年
度
に
創
設
し

た
。
本
県
で
も
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
一
環
と
し
て
Ｌ
Ｆ
Ｐ

事
業
を
実
施
し
、
２
０
２
５
年
度
か
ら
は
後
継
事
業
で
あ

る
「
地
域
型
食
品
企
業
等
連
携
促
進
事
業
」
へ
取
り
組
み

の
場
を
移
し
て
い
る
。

Ｌ
Ｆ
Ｐ
の
仕
組
み

Ｌ
Ｆ
Ｐ
（
ロ
ー
カ
ル
・
フ
ー
ド
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）
事

業
は
、「
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
形
成
」「
ア
イ
デ
ア
出
し
」

「
ビ
ジ
ネ
ス
化
」
の
プ
ロ
セ
ス
を
た
ど
り
な
が
ら
、
地
域

に
根
ざ
し
た
新
た
な
食
品
ビ
ジ
ネ
ス
を
創
出
す
る
仕
組

◆◆◆◆◆◆

み
と
な
っ
て
い
る
。

ま
ず
、
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
形
成
し
、「
研
修
会
」

を
通
じ
て
地
域
資
源
の
洗
い
出
し
や
磨
き
上
げ
を
行
い
、

新
し
い
ビ
ジ
ネ
ス
ア
イ
デ
ア
を
創
出
。
次
に
「
戦
略
会
議
」

に
お
い
て
、
そ
の
ア
イ
デ
ア
を
ベ
ー
ス
に
し
た
基
本
構
想

の
策
定
や
、
事
業
を
担
う
パ
ー
ト
ナ
ー
の
マ
ッ
チ
ン
グ
を

実
施
す
る
。
そ
の
後
、「
新
商
品
・
新
サ
ー
ビ
ス
の
開
発
」

や
、
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
等
を
活
用
し
た
「
テ
ス

ト
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
」
を
経
て
ビ
ジ
ネ
ス
化
を
実
現
し
、

そ
の
成
果
を
次
年
度
へ
と
つ
な
げ
て
い
く
。

さ
ら
に
、
新
た
な
食
品
ビ
ジ
ネ
ス
の
創
出
に
挑
む
事
業

者
を
対
象
に
し
た
相
談
会
を
開
催
し
、
事
業
展
開
や
課
題

解
決
に
向
け
た
き
め
細
や
か
な
サ
ポ
ー
ト
を
通
じ
て
、
異

業
種
連
携
に
よ
る
マ
ッ
チ
ン
グ
を
支
援
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
取
り
組
み
を
通
じ
て
、
本
県
で
は
２
０
２
１

年
度
に
認
知
度
向
上
に
向
け
た
「
長
島
産
オ
リ
ー
ブ
」、

２
０
２
２
年
度
は
健
康
食
品
分
野
へ
の
進
出
に
向
け
た

「
そ
ば
の
実
」、
２
０
２
３
年
度
は
オ
ー
ル
三
重
産
と
い
う

ブ
ラ
ン
ド
化
に
向
け
た
「
酒
粕か

す

」
を
活
用
し
た
新
商
品
を

そ
れ
ぞ
れ
開
発
し
、
新
た
な
食
品
ビ
ジ
ネ
ス
を
創
出
す
る

こ
と
に
成
功
し
た
。

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
が
生
む
食
品
ビ
ジ
ネ
ス

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
は
じ
め
と
す
る
一
連
の
事
業
の
最
大

の
特
徴
は
、
多
様
な
業
種
の
事
業
者
が
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
と
い
う
場
を
介
し
て
、
お
互
い
の
技
術
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を

融
合
さ
せ
る
点
に
あ
る
。
こ
の
場
で
活
発
な
交
流
を
生
み

出
す
た
め
に
は
、
意
欲
的
か
つ
積
極
的
な
事
業
者
の
参
画

が
不
可
欠
で
あ
り
、
こ
う
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
形
成
こ

そ
が
、
新
た
な
食
品
ビ
ジ
ネ
ス
を
創
出
す
る
た
め
の
最
大

◆◆◆

挑
戦
が
望
ま
れ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形
成

―
異
業
種
連
携
に
よ
る
三
重
の
食
の
未
来
―

奥
田　

大
登

三
重
県
フ
ー
ド
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
課 

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
促
進
班
主
事
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の
推
進
力
と
な
る
。

そ
の
メ
リ
ッ
ト
の
一
つ
に
、
自
前
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で

は
つ
な
が
り
の
な
か
っ
た
事
業
者
同
士
の
関
係
を
構
築
で

き
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
ま
た
、
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

全
体
に
と
っ
て
も
、
構
成
主
体
が
多
様
で
あ
る
こ
と
は
、

イ
ノ
ベ
ー
テ
ィ
ブ
な
活
動
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
高
め
る
大

き
な
原
動
力
と
な
る
。

こ
う
し
た
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
で
は
、
研
修
会
等
を
通

じ
て
地
域
課
題
や
個
々
の
課
題
解
決
に
向
け
た
意
見
交
換

や
ア
イ
デ
ア
出
し
が
行
わ
れ
て
い
る
。
さ
ま
ざ
ま
な
バ
ッ

ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
持
つ
事
業
者
が
検
討
を
重
ね
る
こ
と

で
、
単
独
で
は
得
ら
れ
な
か
っ
た
新
た
な
着
眼
点
や
、
こ

れ
ま
で
に
な
い
価
値
を
生
み
出
す
素
地
が
整
え
ら
れ
て
い

く
成
果
が
生
ま
れ
て
い
る
。

そ
こ
で
築
か
れ
た
事
業
者
間
の
強
固
な
つ
な
が
り
は
、

新
商
品
の
開
発
へ
と
直
結
し
て
お
り
、
参
画
事
業
者
に
と

っ
て
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
を
つ
か
む
た
め
の
重
要

な
仕
組
み
と
し
て
機
能
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
異
業
種
間

の
交
流
か
ら
生
ま
れ
る
ア
イ
デ
ア
は
、
単
な
る
商
品
開
発

の
枠
を
超
え
、
地
域
の
食
の
魅
力
を
再
発
見
し
、
持
続
可

能
な
食
品
ビ
ジ
ネ
ス
へ
と
発
展
さ
せ
る
大
き
な
可
能
性
を

秘
め
て
い
る
。

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
拡
大
が
カ
ギ

２
０
２
６
年
度
も
本
県
で
は
後
継
事
業
の
「
地
域
型

食
品
企
業
等
連
携
促
進
事
業
」
を
推
進
し
、
２
０
２
５

年
度
の
参
画
事
業
者
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
ア
イ
デ
ア
を
基

◆◆◆

に
、
県
全
体
の
農
林
水
産
物
の
魅
力
を
発
信
で
き
る
食

品
・
メ
ニ
ュ
ー
の
開
発
を
見
据
え
、
研
修
会
等
を
開
催

す
る
予
定
だ
。
一
方
、
本
事
業
の
運
営
に
お
け
る
課
題

は
「
参
画
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
の
固
定
化
。
一
次
産
業

の
高
齢
化
、
温
暖
化
等
の
気
候
変
動
、
コ
ス
ト
高
騰
な

ど
の
構
造
的
な
課
題
を
解
決
す
る
に
は
、
よ
り
多
様
な

視
点
が
不
可
欠
で
あ
る
。

今
後
は
、
あ
ら
ゆ
る
機
会
を
通
じ
て
広
く
情
報
発
信

す
る
こ
と
で
、
新
た
に
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
会
員
と
な

る
事
業
者
の
掘
り
起
こ
し
を
進
め
、
多
様
な
関
係
者
が

積
極
的
に
参
画
で
き
る
よ
う
な
好
循
環
を
目
指
し
、
絶

え
ず
変
化
す
る
地
域
課
題
や
外
部
環
境
を
適
切
に
捉
え

た
う
え
で
新
た
な
食
品
ビ
ジ
ネ
ス
の
創
出
に
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
。

酒粕を使用したスイーツ

長島産オリーブオイルを
使用したフレーバーオイル

そばの実を使用したおかゆ

みえフードイノベーション・プロジェクト図

15 2026・10 月号 地域づくり 2026・10 月号地域づくり 14



特 集

食
で
地
域
を
元
気
に

奈
良
県

な
ら
食
と
農
の
魅
力
創
造
国
際
大
学
校
（N

ara 
A
griculture and Food International College �

通
称
・
Ｎ
Ａ
Ｆ
Ｉ
Ｃ
）
は
、
農
業
や
農
業
経
営
の
技
術
を

学
ぶ
「
ア
グ
リ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
科
」
と
、
農
業
を
理
解

し
た
料
理
人
を
育
成
す
る
「
フ
ー
ド
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
学

科
」
の
２
学
科
か
ら
な
る
県
立
の
大
学
校
で
す
。

県
産
食
材
を
活
か
す
人
材
育
成
を
目
指
し
て

奈
良
県
で
は
、
地
域
振
興
、
観
光
振
興
に
は
「
お
い
し

い
食
」
が
大
き
な
役
割
を
果
た
す
と
考
え
、
農
業
振
興
に

加
え
て
食
の
振
興
に
も
注
力
し
て
き
ま
し
た
。
お
い
し
い

奈
良
の
食
づ
く
り
（
食
の
振
興
）
を
行
う
中
で
、
県
内
の

飲
食
店
の
料
理
人
に
は
「
県
産
農
産
物
を
積
極
的
に
活
用

し
た
い
」、
農
家
に
は
「
西
洋
野
菜
や
奈
良
の
伝
統
野
菜

な
ど
レ
ス
ト
ラ
ン
が
ど
の
よ
う
な
食
材
を
求
め
て
い
る
か

を
知
り
生
産
し
た
い
」
と
の
思
い
が
あ
り
、
奈
良
県
の

「
食
」
と
「
農
」
の
振
興
に
は
、
食
材
の
こ
と
を
理
解
し

た
料
理
人=

「
農
に
強
い
食
の
担
い
手
」
が
必
要
不
可
欠

で
あ
る
と
気
付
き
ま
し
た
。

◆◆◆

そ
こ
で
、
食
材
の
こ
と
を
理
解
し
た
料
理
人
「
農
に
強

い
食
の
担
い
手
」
を
育
成
す
る
た
め
、
従
来
か
ら
あ
る
奈

良
県
立
農
業
大
学
校
を
再
編
し
、
ア
グ
リ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

学
科
と
フ
ー
ド
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
学
科
か
ら
な
る
、
全
国

で
初
め
て
「
食
」
と
「
農
」
が
連
携
し
た
人
材
育
成
施
設

と
し
て
、「
な
ら
食
と
農
の
魅
力
創
造
国
際
大
学
校
」
を

平
成
２８
年
４
月
に
開
校
し
ま
し
た
。

現
場
で
生
き
る
力
を
育
む
学
び

「
食
」
と
「
農
」
の
学
科
を
連
携
さ
せ
る
こ
と
で
、
各

分
野
の
専
門
知
識
は
も
ち
ろ
ん
、
分
野
の
垣
根
を
越
え
た

幅
広
い
学
び
と
実
践
の
現
場
で
役
立
つ
技
術
や
ノ
ウ
ハ
ウ

を
学
べ
る
こ
と
が
Ｎ
Ａ
Ｆ
Ｉ
Ｃ
教
育
の
大
き
な
特
長
で
あ

り
、
魅
力
で
す
。

具
体
的
に
は
、
次
の
五
つ
の
力
を
身
に
付
け
る
こ
と
を

目
指
し
ま
す
。
経
験
に
裏
打
ち
さ
れ
た
〝
技
術
力
〟、
経

営
セ
ン
ス
に
優
れ
た
〝
経
営
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
力
〟、
消

費
者
ニ
ー
ズ
を
基
本
に
据
え
た
〝
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
力
〟、

満
足
と
感
動
を
与
え
る
〝
も
て
な
し
力
〟、
奈
良
ら
し
さ

◆◆◆

を
活い

か
し
た
〝
地
域
活
用
力
〟
を
持
っ
た
、「
食
」
と
「
農
」

の
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
を
育
成
し
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
充
実
し
た
学
び
が
実
践
で
き
る
よ
う
、
学
科

ご
と
に
キ
ャ
ン
パ
ス
を
整
備
し
、
高
度
な
実
践
力
を
培
え

る
施
設
、
設
備
、
環
境
を
備
え
て
い
ま
す
。

フ
ー
ド
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
学
科
で
の
学
び

高
度
な
調
理
技
術
と
食
材
の
知
識
、
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
力

な
ど
を
持
っ
た
「
食
の
担
い
手
」
を
育
成
す
る
た
め
、
深

く
幅
広
い
知
識
を
修
得
し
ま
す
。
学
び
の
特
長
は
次
の
三

つ
で
す
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
調
理
学
校
で
主
流
と
さ
れ
て
い
る
１
人

１
ス
ト
ー
ブ
（
コ
ン
ロ
）
方
式
に
よ
り
、
調
理
の
全
工
程

を
１
人
で
こ
な
す
高
い
調
理
技
術
を
磨
き
ま
す
。

校
内
に
あ
る
オ
ー
ベ
ル
ジ
ュ
（
宿
泊
施
設
を
備
え
た
レ

ス
ト
ラ
ン
）
で
の
実
習
に
よ
り
、
実
際
の
お
客
様
へ
の
料

理
提
供
や
接
客
サ
ー
ビ
ス
を
体
験
す
る
こ
と
で
、
料
理
人

と
し
て
の
セ
ン
ス
と
も
て
な
し
の
心
を
磨
き
ま
す
。

校
内
の
実
習
農
場
で
農
作
物
を
栽
培
す
る
農
業
実
習
に

よ
り
、
農
業
の
知
識
を
修
得
し
、
食
材
を
知
り
、
そ
の
良

さ
を
活
か
す
力
を
磨
き
ま
す
。

ア
グ
リ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
科
で
の
学
び

高
度
な
農
業
技
術
と
優
れ
た
経
営
セ
ン
ス
を
持
っ
た

「
農
の
担
い
手
」
を
育
成
す
る
た
め
、
生
産
か
ら
流
通
販
売

ま
で
の
実
践
力
を
学
び
ま
す
。
特
長
は
次
の
四
つ
で
す
。

充
実
し
た
実
習
を
通
し
て
、
高
品
質
か
つ
幅
広
い
品
目

を
生
産
で
き
る
技
術
力
を
修
得
し
ま
す
。

１
人
１
ほ
場
の
実
習
や
先
進
農
家
で
の
実
践
実
習
の
選

◆◆◆◆◆◆

「
食
」
と
「
農
」
の
架
け
橋
を
育
て
る

―
全
国
初
の
人
材
育
成
拠
点
・
Ｎ
Ａ
Ｆ
Ｉ
Ｃ
―

大
石　

朝
子

奈
良
県
食
農
部
豊
か
な
食
と
農
の
振
興
課
課
長
補
佐
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特 集

択
制
実
習
に
よ
り
、
就
農
に
必
要
な
実
践
力
を
身
に
付
け

ま
す
。

農
業
経
営
者
に
必
要
な
、
流
通
か
ら
販
売
ま
で
の
知
識

や
経
営
セ
ン
ス
を
身
に
付
け
ま
す
。

敷
地
内
に
は
、
奈
良
県
農
業
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
が

あ
り
、
常
に
農
業
の
最
先
端
技
術
に
触
れ
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

学
科
を
超
え
て
広
が
る
人
の
つ
な
が
り

学
生
の
年
齢
層
は
、
１８
歳
か
ら
６０
歳
代
ま
で
、
高
校
・

大
学
卒
業
者
、
社
会
人
経
験
者
な
ど
幅
広
く
、
一
流
の
料

◆◆◆

理
人
、
レ
ス
ト
ラ
ン
の
開
業
、
農
業
経
営
者
な
ど
、
そ
れ

ぞ
れ
の
目
標
を
持
っ
て
学
ん
で
い
ま
す
。

両
学
科
の
学
生
が
共
に
、
地
元
の
農
産
物
の
特
長
や
そ

れ
を
活
か
す
調
理
法
を
学
ぶ
授
業
を
通
じ
て
、
学
科
を
超

え
た
関
係
、
つ
な
が
り
を
築
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
Ｎ
Ａ

Ｆ
Ｉ
Ｃ
で
培
っ
た
、
料
理
人
と
農
業
生
産
者
と
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
に
よ
り
、
卒
業
後
、
地
元
農
産
物
を
活
用
し
た
食

産
業
の
振
興
に
大
き
く
寄
与
し
て
い
ま
す
。

地
域
の
未
来
を
支
え
る
人
材
を
輩
出

卒
業
生
は
、
農
業
に
精
通
し
た
料
理
人
、
お
い
し
い
地

元
野
菜
を
生
産
す
る
農
業
者
と
な
り
、
県
内
の
食
と
農
を

盛
り
上
げ
て
い
く
こ
と
で
、
豊
か
な
地
域
社
会
の
創
造
に

貢
献
し
て
ま
い
り
ま
す
。

Ｎ
Ａ
Ｆ
Ｉ
Ｃ
で
は
、
地
域
の
食
と
農
の
発
展
の
た
め

に
、
確
か
な
技
術
と
マ
イ
ン
ド
を
持
つ
人
材
を
育
成
し
て

ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
敷
地
内
で
は
、
学
生
の
実
習
施
設
で
も
あ
る
オ

ー
ベ
ル
ジ
ュ
「
オ
ー
ベ
ル
ジ
ュ
・
ド
ゥ
・
サ
ン
ヴ
ィ
」
や

セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
「
ホ
テ
ル
奈
良
さ
く
ら
い
の
郷
」
を
営

業
し
て
お
り
、
奈
良
の
食
材
を
活
か
し
た
お
い
し
い
料
理

や
宿
泊
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

Ｎ
Ａ
Ｆ
Ｉ
Ｃ
周
辺
に
は
、
令
和
８
年
７
月
に
世
界
遺
産

に
登
録
さ
れ
た
「
飛
鳥
・
藤
原
の
宮
都
と
そ
の
関
連
資
産

群
」
も
あ
り
、
引
き
続
き
、
県
の
中
南
部
・
東
部
地
域
の

活
性
化
に
向
け
、
周
遊
観
光
の
中
継
地
と
な
る
施
設
と
し

て
本
県
の
観
光
振
興
や
地
域
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
よ

う
、
さ
ら
に
取
り
組
み
を
充
実
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ど
う
ぞ
、
皆
さ
ま
の
お
越
し
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま

す
。 ◆◆◆

生産技術の基礎を実践で学ぶ様子

１ 人 １ ストーブ方式の調理実習 調理専門学校の講師による少人数制での指導

柿を使用したメニュを考案② 柿を使用したメニュを考案①

NAFIC安倍校舎（フードクリエイティブ学科）
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特 集
地
域
の
恵
み
を
未
来
へ
つ
な
ぐ
挑
戦

食
で
地
域
を
元
気
に

鳥
取
県

食
の
宝
庫

鳥
取
県
は
、
北
は
鳥
取
砂
丘
を
は
じ
め
と
す
る
白
砂
青

松
の
海
岸
線
が
続
く
日
本
海
に
面
し
、
南
は
中
国
地
方
最

高
峰
で
あ
る
大だ

い

山せ
ん

を
中
心
と
し
た
山
々
が
連
な
る
豊
か
な

自
然
に
恵
ま
れ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
自
然
環
境
の
下
、

鳥
取
砂
丘
の
気
候
を
生
か
し
た
砂
丘
ら
っ
き
ょ
う
、
全
国

的
に
知
ら
れ
る
二
十
世
紀
梨
、
大
山
の
伏
流
水
が
育
む
乳

製
品
や
野
菜
な
ど
、
四
季
折
々
の
恵
み
を
受
け
た
多
様
な

食
材
が
生
産
さ
れ
る
「
食
の
宝
庫
」
と
言
え
る
地
域
で
す
。

「
食
の
み
や
こ
」
か
ら
の
ス
テ
ー
ジ
ア
ッ
プ

豊
か
な
自
然
環
境
と
食
文
化
を
背
景
に
、
鳥
取
県
で
は

か
ね
て
地
産
地
消
を
推
進
し
、
平
成
１９
（
２
０
０
７
）
年

度
か
ら
は
「
食
の
み
や
こ
鳥
取
県
」
を
掲
げ
、
県
民
が
食

の
豊
か
さ
を
実
感
し
、
誇
り
を
持
て
る
風
土
づ
く
り
を
進

め
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
を
基
盤
に
、
さ
ら

に
食
の
魅
力
を
磨
き
上
げ
、
よ
り
広
く
、
戦
略
的
に
発
信

◆◆◆◆◆◆

す
る
た
め
、
令
和
５
（
２
０
２
３
）
年
度
に
「
食
パ
ラ
ダ

イ
ス
鳥
取
県
」
と
し
て
ス
テ
ー
ジ
ア
ッ
プ
を
図
る
こ
と
と

し
ま
し
た
。

「
食
パ
ラ
ダ
イ
ス
鳥
取
県
」
は
、
食
材
の
Ｐ
Ｒ
に
と
ど

ま
ら
ず
、
食
を
通
じ
て
地
域
の
魅
力
を
伝
え
、
持
続
可
能

な
地
域
づ
く
り
を
目
指
す
総
合
的
な
コ
ン
セ
プ
ト
で
す
。

県
産
農
林
水
産
物
を
国
内
外
に
発
信
し
、
販
路
開
拓
や
輸

出
拡
大
を
図
る
と
と
も
に
、
幅
広
い
層
の
誘
客
促
進
、
地

域
産
業
の
発
展
に
つ
な
げ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
県
民
自
身
が
地
域
の
食
の
魅
力
を
再
認
識
し
、

主
体
的
に
発
信
す
る
機
運
を
高
め
る
こ
と
も
重
要
な
柱
と

し
て
い
ま
す
。

鳥
取
県
は
人
口
最
少
県
で
す
。
人
口
だ
け
で
な
く
、
大

都
市
に
比
べ
て
不
足
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
点
も
あ
り

ま
す
が
、
そ
の
代
わ
り
、
豊
か
な
自
然
の
恵
み
を
享
受
し

な
が
ら
「
あ
る
も
の
を
活い

か
す
」、
ま
た
、
さ
ま
ざ
ま
な

関
係
先
を
巻
き
込
ん
で
「
一
緒
に
や
ろ
う
」
と
す
る
多
主

体
連
携
の
機
運
に
富
ん
だ
地
域
で
す
。
今
回
は
、
そ
う
し

た
視
点
が
顕
著
な
「
食
パ
ラ
ダ
イ
ス
鳥
取
県
」
の
推
進
に

お
け
る
象
徴
的
な
一
事
例
と
し
て
、
鳥
取
県
の
ジ
ビ
エ
振

興
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

ジ
ビ
エ
推
進
協
議
会
の
存
在

近
年
の
野
生
有
害
鳥
獣
に
よ
る
農
作
物
被
害
の
深
刻
化

は
、
多
く
の
自
治
体
に
お
い
て
大
き
な
課
題
で
す
。
鳥
取

県
に
お
い
て
も
同
様
で
す
が
、
実
は
、
本
県
で
は
、
平
成

２１
（
２
０
０
９
）
年
頃
か
ら
、
捕
獲
し
た
シ
カ
や
イ
ノ
シ

シ
を
地
域
資
源
と
し
て
捉
え
、「
ジ
ビ
エ
」
へ
の
活
用
を

始
め
ま
し
た
。
こ
の
推
進
力
と
な
っ
た
の
が
、
地
域
や
飲

食
店
等
関
係
者
に
よ
る
協
議
会
で
し
た
。
ま
ず
、
平
成
２４

（
２
０
１
２
）
年
に
、
県
東
部
で
「
い
な
ば
の
ジ
ビ
エ
推

進
協
議
会
」
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
川
上
（
狩

猟
者
・
解
体
処
理
事
業
者
）
か
ら
川
下
（
飲
食
店
）
ま
で
、

行
政
、
商
工
会
な
ど
も
含
め
た
ジ
ビ
エ
関
係
者
が
連
携
し

た
全
国
初
の
組
織
で
す
。
こ
れ
に
続
い
て
、
平
成
３０
（
２

０
１
８
）
年
に
は
、
県
中
西
部
の
ジ
ビ
エ
関
係
者
に
よ
る

「
ほ
う
き
の
ジ
ビ
エ
推
進
協
議
会
」
も
発
足
し
ま
し
た
。

以
来
、
こ
の
両
協
議
会
が
本
県
の
ジ
ビ
エ
振
興
の
核
と
な

り
、
ジ
ビ
エ
肉
の
質
の
向
上
、
安
全
性
の
確
保
な
ど
管

理
・
供
給
体
制
の
確
立
の
ほ
か
、
県
内
外
に
お
け
る
ジ
ビ

エ
レ
ス
ト
ラ
ン
フ
ェ
ア
や
、
県
民
向
け
料
理
教
室
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
ジ
ビ
エ
振
興
の
取
り
組
み
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

信
頼
に
つ
な
が
る
県
版
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
導
入

ブ
ラ
ン
ド
の
根
幹
は
「
信
頼
」
で
あ
り
、
必
然
的
に
ブ

ラ
ン
ド
化
に
は
質
が
担
保
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
不
可
欠
で

す
。
県
産
ジ
ビ
エ
の
展
開
に
お
い
て
も
「
質
」
を
保
つ
た

め
、
令
和
５
（
２
０
２
３
）
年
５
月
に
は
、
鳥
取
県
版
Ｈ

Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
（
ハ
サ
ッ
プ
、
食
品
の
安
全
性
を
確
保
す
る
た

◆◆◆◆◆◆

―
食
パ
ラ
ダ
イ
ス
鳥
取
県
の
取
り
組
み
―

岸
本　

幸

鳥
取
県
市
場
開
拓
局
食
パ
ラ
ダ
イ
ス
推
進
課
課
長
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め
の
衛
生
管
理
手
法
）
認
定
を
取
得
し
た
解
体
処
理
施
設

が
処
理
し
た
ジ
ビ
エ
を
「
と
っ
と
り
ジ
ビ
エ
」
と
定
め
ま

し
た
。
最
初
に
食
べ
た
印
象
に
よ
っ
て
は
、
苦
手
意
識
を

持
つ
お
客
様
が
多
い
と
言
わ
れ
て
い
る
ジ
ビ
エ
で
す
が
、

「
と
っ
と
り
ジ
ビ
エ
」
は
、「
こ
れ
は
ジ
ビ
エ
で
す
」
と
言

わ
れ
な
い
と
わ
か
ら
な
い
く
ら
い
食
べ
や
す
い
と
、
首
都

圏
な
ど
の
レ
ス
ト
ラ
ン
シ
ェ
フ
か
ら
も
高
い
評
価
を
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
そ
の
お
い
し
さ
は
、
捕
獲

後
の
迅
速
か
つ
適
切
な
解
体
処
理
技
術
が
裏
付
け
と
な
っ

て
実
現
さ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。
こ
う
し
た
解
体
技
術
の

高
さ
に
よ
り
、
シ
ェ
フ
の
も
と
に
届
い
た
肉
は
、「
し
な

や
か
で
、
香
り
が
よ
く
、
き
れ
い
」「
状
態
が
良
く
、
す

ぐ
に
調
理
に
取
り
か
か
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
好
評
を
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。

地
域
資
源
の
定
着
と
次
世
代
へ
の
継
承

質
の
高
い
ジ
ビ
エ
の
提
供
が
増
え
る
に
伴
い
、
県
内
の

ジ
ビ
エ
利
用
量
も
順
調
に
伸
び
、
近
年
は
全
国
ト
ッ
プ
１０

に
入
る
水
準
を
維
持
し
て
い
ま
す
。
一
方
で
、
今
後
の
持

続
的
な
ジ
ビ
エ
振
興
に
は
若
い
世
代
の
関
心
や
地
元
で
喫

食
す
る
機
会
も
重
要
で
す
。
令
和
６
（
２
０
２
４
）
年
度

は
、
県
内
小
学
校
の
１５
・
４
％
が
給
食
に
ジ
ビ
エ
を
提
供

し
て
お
り
、
中
四
国
管
内
で
は
ト
ッ
プ
の
利
用
率
を
誇
っ

て
い
ま
す
。
中
に
は
、
年
間
を
通
じ
て
定
期
的
に
提
供
し

て
い
る
小
中
学
校
も
あ
り
、
給
食
に
合
わ
せ
て
ジ
ビ
エ
の

背
景
を
学
ぶ
授
業
も
行
わ
れ
る
な
ど
、
児
童
生
徒
に
と
っ

て
自
然
環
境
や
命
の
尊
さ
を
学
ぶ
機
会
に
も
な
っ
て
い
ま

◆◆◆

す
。
こ
の
ほ
か
、
地
産
地
消
を
推
進
す
る
地
元
ス
ー
パ
ー

「
サ
ン
マ
ー
ト
」
全
店
舗
で
は
、「
と
っ
と
り
ジ
ビ
エ
」
が

常
設
販
売
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
現
状
を
振
り
返
る
と
、
県
民
に
と
っ
て
ジ
ビ

エ
は
、「
日
常
の
食
材
」
に
近
い
存
在
に
な
り
つ
つ
あ
る

と
自
負
し
て
い
ま
す
。
こ
の
根
底
に
あ
る
の
は
、「
被
害

を
減
ら
す
た
め
の
捕
獲
」
に
終
わ
ら
せ
ず
、
利
活
用
率
を

上
げ
て
、
鳥
取
と
い
う
食
の
宝
庫
の
一
角
に
ジ
ビ
エ
を
定

着
さ
せ
よ
う
と
い
う
一
貫
し
た
考
え
方
で
す
。

近
年
の
豚
熱
感
染
拡
大
で
は
、
鳥
取
県
で
も
一
時
的
に

イ
ノ
シ
シ
の
捕
獲
、
利
用
と
も
に
減
少
し
ま
し
た
が
、
感

染
下
に
あ
っ
て
も
ジ
ビ
エ
利
用
が
止
ま
る
こ
と
が
な
い
よ

う
、
令
和
６
（
２
０
２
４
）
年
度
に
国
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

を
踏
ま
え
た
鳥
取
県
版
の
「
豚
熱
感
染
確
認
区
域
に
お
け

る
野
生
イ
ノ
シ
シ
ジ
ビ
エ
利
用
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
を
策
定
し

て
出
荷
体
制
を
整
え
た
こ
と
に
よ
り
、
利
用
率
は
令
和
５

（
２
０
２
３
）
年
度
の
豚
熱
発
生
前
水
準
に
戻
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
外
的
要
因
が
あ
っ
て
も
、「
と
っ
と
り

ジ
ビ
エ
」
フ
ァ
ン
の
皆
さ
ま
の
期
待
に
応
え
る
ジ
ビ
エ
を

提
供
す
る
体
制
を
維
持
す
る
こ
と
が
、
ジ
ビ
エ
の
定
着
と

ブ
ラ
ン
ド
を
持
続
さ
せ
る
カ
ギ
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

未
来
を
描
く
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

「
食
パ
ラ
ダ
イ
ス
鳥
取
県
」
は
、
食
材
の
魅
力
を
伝
え

る
だ
け
で
な
く
、
地
域
の
人
々
が
食
を
通
じ
て
つ
な
が

り
、
鳥
取
の
未
来
を
と
も
に
描
く
た
め
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ

ー
ム
で
す
。「
と
っ
と
り
ジ
ビ
エ
」
を
は
じ
め
、
県
民
の

誇
り
を
育
み
、
県
外
の
方
に
鳥
取
の
魅
力
を
伝
え
、
次
世

代
へ
食
文
化
を
継
承
す
る
取
り
組
み
と
し
て
、
今
後
も
ご

期
待
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

◆◆◆

豚熱発生状況と鳥取県における野生イノシシの捕獲及び解体頭数

解体処理では高い技術が必要

鹿肉と梨を網脂で包んで焼き上げたジビエ料理
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食
で
地
域
を
元
気
に

広
島
県
尾
道
市

大
阪
か
ら
尾
道
へ
、
地
域
で
仕
事
を
つ
く
る

私
は
広
島
県
尾
道
市
で
生
ま
れ
育
ち
、
大
学
卒
業
後
は

会
社
員
を
経
て
、
大
阪
で
人
材
派
遣
会
社
を
起
業
し
ま
し

た
。
事
業
は
順
調
で
し
た
が
、
稼
ぐ
こ
と
だ
け
を
追
い
か

け
る
う
ち
に
、「
自
分
は
ど
こ
で
、
誰
の
た
め
に
働
き
た
い

の
か
」
と
考
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
流
行
を
機
に
２
０
２
０
年
に
尾
道
へ
Ｕ
タ
ー
ン
し
、

２
０
２
１
年
に
株
式
会
社
瀬
戸
内
百
姓
を
創
業
し
ま
し
た
。

当
初
か
ら
主
力
品
を
レ
モ
ン
に
決
め
て
い
た
わ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
農
業
に
関
わ
る
仕
事
が
し
た
い
と
考
え
、

生い

口く
ち

島
を
中
心
に
多
く
の
農
家
を
訪
ね
、
現
場
の
声
を
聞

き
ま
し
た
。
そ
こ
で
気
づ
い
た
の
が
、
広
島
県
が
全
国
有

数
の
レ
モ
ン
産
地
で
あ
り
、
需
要
も
高
い
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
生
産
者
が
必
ず
し
も
十
分
な
収
益
を
得
ら
れ
て
い
な

い
と
い
う
現
実
で
し
た
。

見
た
目
の
弱
点
を
個
性
に

◆◆◆◆◆◆

レ
モ
ン
は
、
黒
点
や
傷
、
形
の
ゆ
が
み
、
大
き
さ
な
ど

外
観
に
よ
っ
て
評
価
が
大
き
く
変
わ
り
ま
す
。
味
や
香
り

に
問
題
が
な
く
て
も
、
見
た
目
だ
け
で

規
格
外
と
な
り
、
安
い
価
格
で
取
引
さ

れ
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。
私
は
そ
こ
に

強
い
違
和
感
を
持
ち
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
ゴ
ツ
ゴ
ツ
し
た
姿
を
欠
点

と
し
て
隠
す
の
で
は
な
く
、「
怪
獣
み

た
い
で
面
白
い
」
と
捉
え
直
し
、「
怪

獣
レ
モ
ン
」
と
名
付
け
ま
し
た
。
掲
げ

た
フ
レ
ー
ズ
は
「
見
た
目
は
怪
獣
、
味

は
本
物
」
で
す
。
規
格
外
品
を
安
く
売

る
の
で
は
な
く
、
そ
の
不
ぞ
ろ
い
さ
自
体
に
物
語
を
与

え
、
消
費
者
が
面
白
が
り
、
覚
え
、
誰
か
に
話
し
た
く
な

る
商
品
へ
変
え
る
。
日
本
が
得
意
と
す
る
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

や
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
の
力
を
農
産
物
に
持
ち
込
む

発
想
で
す
。

子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
覚
え
ら
れ
る
名
前
に
し
た

の
も
意
図
が
あ
り
ま
す
。
農
産
物
を
一
時
的
な
商
品
で
は

な
く
、
世
代
を
超
え
て
語
ら
れ
る
地
域
の
知
的
財
産
（
Ｉ

Ｐ
コ
ン
テ
ン
ツ
）
に
育
て
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

こ
こ
で
大
切
な
の
は
、
怪
獣
レ
モ
ン
を
単
な
る
フ
ー
ド

ロ
ス
対
策
に
し
な
い
こ
と
で
す
。「
捨
て
ら
れ
る
か
ら
助

け
る
」
と
い
う
発
想
だ
け
で
は
、
消
費
者
か
ら
は
商
品
と

し
て
長
く
選
ば
れ
ま
せ
ん
。
味
や
品
質
を
前
提
に
、
デ
ザ

「
規
格
外
」
を
地
域
の
誇
り
に
変
え
る

―「
怪
獣
レ
モ
ン
」
が
つ
な
ぐ
農
家
・
企
業
・
次
世
代
―

山
岡　

由
明

株
式
会
社
瀬
戸
内
百
姓
代
表
取
締
役

怪獣レモンのメインビジュアル

怪獣レモンのロゴ
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イ
ン
や
ス
ト
ー
リ
ー
も
含
め
て
「
欲
し
い
」
と
思
っ
て
も

ら
う
。
社
会
課
題
へ
の
共
感
だ
け
に
頼
ら
ず
、
商
売
と
し

て
成
立
さ
せ
る
こ
と
を
重
視
し
て
い
ま
す
。

農
家
は
つ
く
る
、
私
た
ち
は
価
値
を
つ
く
る

瀬
戸
内
百
姓
は
農
地
も
大
規
模
な
自
社
工
場
も
持
っ
て

い
ま
せ
ん
。
生
産
は
農
家
、
加
工
や
保
管
は
グ
ル
ー
プ
の

専
門
企
業
、
私
た
ち
は
企
画
・
デ
ザ
イ
ン
・
営
業
・
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
強
み
に
役
割
を
分
け
る

「
フ
ァ
ブ
レ
ス
×
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
型
」
の
事
業
モ
デ
ル

を
取
っ
て
い
ま
す
。

象
徴
的
な
の
が
Ｋ
Ａ
Ｔ
Ａ
Ｏ
Ｋ
Ａ　

Ｆ
Ａ
Ｒ
Ｍ
と
の
関

係
で
す
。
生
産
者
に
は
栽
培
に
力
を
注
い
で
も
ら
い
、
私

た
ち
は
そ
の
レ
モ
ン
が
少
し
で
も
高
く
、
長
く
、
多
く
の

場
所
で
必
要
と
さ
れ
る
た
め
の
出
口
を
つ
く
る
。
さ
ら
に

尾
道
発
祥
の
老
舗
企
業
で
あ
る
広
川
グ
ル
ー
プ
と
の
連
携

に
よ
っ
て
加
工
・
品
質
管
理
・
保
管
体
制
を
整
え
、
大
手

企
業
と
も
取
引
で
き
る
基
盤
を
つ
く
っ
て
き
ま
し
た
。

◆◆◆

自
社
で
す
べ
て
を
抱
え
込
む
の
で
は
な
く
、
地
域
の
農

家
、
加
工
会
社
、
食
品
メ
ー
カ
ー
、
小
売
り
、
外
食
な
ど

を
つ
な
ぐ
こ
と
が
私
た
ち
の
役
割
で
す
。
こ
の
よ
う
な
分

業
体
制
だ
か
ら
こ
そ
、
小
さ
な
地
域
企
業
で
も
全
国
の
市

場
に
挑
戦
で
き
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

企
業
と
の
コ
ラ
ボ
が
農
家
の
誇
り
に

創
業
当
初
は
自
ら
店
を
回
り
、「
商
品
を
置
い
て
く
だ

さ
い
」
と
お
願
い
す
る
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
そ

の
後
、
菓
子
や
飲
料
、
パ
ン
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
企
業
と
の

商
品
開
発
が
進
み
、「
ぷ
っ
ち
ょ
」
や
「
キ
ャ
ラ
メ
ル
コ

ー
ン
」、
映
画
「
ゴ
ジ
ラ
」
と
の
タ
イ
ア
ッ
プ
な
ど
、
農

業
の
枠
を
越
え
た
展
開
が
生
ま
れ
ま
し
た
。

も
ち
ろ
ん
、
最
初
か
ら
順
調
だ
っ
た
わ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
福
井
県
立
恐
竜
博
物
館
で
怪
獣
レ
モ
ン
を
販
売
し

た
際
に
は
、
期
待
に
反
し
て
一
つ
も
売
れ
な
か
っ
た
経
験

も
あ
り
ま
す
。
し
か
し
売
れ
残
っ
た
レ
モ
ン
を
地
元
の
料

理
人
や
飲
食
店
へ
持
ち
込
む
と
、
香
り
や
酸
味
を
評
価
し

て
も
ら
い
、
別
の
販
路
に
つ
な
が
り
ま
し

た
。
こ
の
経
験
か
ら
、「
売
れ
な
か
っ
た
＝

価
値
が
な
い
」
で
は
な
く
、
商
品
と
売
る
場

所
、
伝
え
方
の
組
み
合
わ
せ
が
重
要
だ
と
学

び
ま
し
た
。

こ
う
し
た
取
り
組
み
の
価
値
は
、
売
り
上

げ
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
自
分
た
ち
の
地

域
で
育
て
た
レ
モ
ン
が
、
誰
も
が
知
る
商
品

に
な
っ
て
全
国
の
店
頭
に
並
ぶ
。
そ
れ
を
見

た
生
産
者
や
家
族
、
地
域
の
子
ど
も
た
ち
が

喜
ぶ
姿
に
何
度
も
出
会
い
ま
し
た
。
農
家
が

単
な
る
原
料
の
供
給
者
で
は
な
く
、「
ブ
ラ

◆◆◆

ン
ド
を
一
緒
に
つ
く
る
仲
間
」
に
な
る
。
規
格
外
品
の
価

値
を
上
げ
る
こ
と
は
、
農
家
の
所
得
だ
け
で
な
く
、
仕
事

へ
の
誇
り
に
も
つ
な
が
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

「
農
業
を
や
り
た
い
」
と
思
え
る
地
域
へ

こ
れ
か
ら
の
課
題
は
、
怪
獣
レ
モ
ン
を
大
き
く
す
る
こ

と
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ブ
ラ
ン
ド
が
全
国
へ
広
が
る

ほ
ど
、
地
域
性
や
生
産
者
と
の
距
離
を
ど
う
守
る
か
が
重

要
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
私
個
人
の
営
業
力
や
発
信
力
に

依
存
せ
ず
、
仕
組
み
と
し
て
継
続
で
き
る
事
業
に
し
て
い

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

私
が
目
指
し
て
い
る
の
は
、「
地
域
の
た
め
だ
か
ら
我

慢
し
て
働
く
」
会
社
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
地
方
で
も
事
業

と
し
て
き
ち
ん
と
利
益
を
生
み
、
働
く
人
が
安
定
し
て
生

活
す
る
こ
と
が
で
き
、
生
産
者
に
も
利
益
が
還
元
さ
れ

る
。
そ
の
姿
を
次
の
世
代
に
見
せ
る
こ
と
が
、
本
当
の
意

味
で
地
域
を
持
続
さ
せ
る
こ
と
に
つ
な
が
る
と
考
え
て
い

ま
す
。

Ｋ
Ａ
Ｔ
Ａ
Ｏ
Ｋ
Ａ　

Ｆ
Ａ
Ｒ
Ｍ
の
子
ど
も
た
ち
が
、
い

つ
か
「
畑
を
継
ぎ
た
い
」
と
思
え
る
環
境
を
つ
く
り
た
い
。

そ
し
て
地
域
の
若
者
が
、
都
会
へ
出
な
け
れ
ば
面
白
い
仕

事
は
で
き
な
い
と
思
う
の
で
は
な
く
、「
こ
こ
で
も
挑
戦

で
き
る
」
と
感
じ
ら
れ
る
地
域
に
し
た
い
。

怪
獣
レ
モ
ン
は
、
規
格
外
レ
モ
ン
を
救
う
た
め
だ
け
の

ブ
ラ
ン
ド
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
地
域
に
す
で
に
あ
る
も
の

を
見
つ
め
直
し
、
見
方
や
伝
え
方
を
変
え
、
人
と
企
業
を

つ
な
ぐ
こ
と
で
、
新
し
い
価
値
と
仕
事
を
生
み
出
す
挑
戦

で
す
。「
売
れ
な
い
理
由
」
を
「
選
ば
れ
る
理
由
」
に
変

え
る
。
そ
の
積
み
重
ね
を
、
瀬
戸
内
の
農
業
の
未
来
に
つ

な
げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

◆◆◆

KATAOKA FARMでのレモン栽培
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食
で
地
域
を
元
気
に

福
岡
県
宗
像
市

市
町
村
合
併
か
ら
「
道
の
駅
」
誕
生

ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
と
し
て
発
展
し
て
き
た
旧
宗
像
市
と
歴

史
や
自
然
に
恵
ま
れ
た
旧
玄
海
町
が
合
併
し
、
新
制
の
宗

像
市
が
生
ま
れ
た
の
が
２
０
０
３
年
。
一
方
に
は
な
い
も

の
が
他
方
に
は
あ
る
。
そ
う
し
た
ま
ち
同
士
が
合
併
し
た

こ
と
に
よ
り
、
ま
ち
づ
く
り
の
可
能
性
が
大
き
く
広
が
り

ま
し
た
。
旧
玄
海
町
が
持
つ
海
や
山
な
ど
の
豊
か
な
自

然
、
そ
し
て
自
然
の
恵
み
が
も
た
ら
す
食
資
源
を
生
か

し
、
産
業
の
振
興
、
地
域
経
済
の
活
性
化
を
目
指
す
施
設

と
し
て
、
０８
年
に
「
道
の
駅
む
な
か
た
」（
以
下
「
道
の

駅
」）
は
誕
生
し
ま
し
た
。
福
岡
市
と
北
九
州
市
の
中
間

に
位
置
し
、
両
市
か
ら
車
で
１
時
間
程
度
と
い
う
立
地
環

境
の
良
い
と
こ
ろ
に
「
道
の
駅
」
は
あ
り
ま
す
。
近
く
に

は
全
国
白
砂
青
松
百
選
に
選
ば
れ
た
さ
つ
き
松
原
や
、
ユ

ネ
ス
コ
世
界
文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
宗
像
大
社
な
ど
が

あ
り
、
観
光
資
源
に
も
恵
ま
れ
て
い
ま
す
。

施
設
は
、「
観
光
物
産
館
」、
花か

き卉
園
芸
・
工
芸
雑
貨
の

店
「
ひ
ご
ろ
」、
米
粉
パ
ン
工
房
「
姫
の
穂
」、
お
ふ
く
ろ

◆◆◆

食
堂
「
は
ま
ゆ
う
」、
ス
ム
ー
ジ
ー
ス
タ
ン
ド
「
フ
ラ
ッ

ト
」、
芝
生
広
場
、
多
目
的
広
場
な
ど
か
ら
成
り
ま
す
。

多
く
の
人
た
ち
に
支
え
ら
れ
、
九
州
で
は
売
上
第
１
位
の

道
の
駅
で
す
。「
じ
ゃ
ら
ん
全
国
道
の
駅
グ
ラ
ン
プ
リ
２

０
２
５
」
で
は
２
位
に
選
ば
れ
ま
し
た
。
年
間
２
０
０
万

人
が
訪
れ
る
道
の
駅
で
す
。

人
気
の
理
由
は
「
品
揃
え
と
商
品
鮮
度
」

宗
像
市
は
豊
か
な
食
資
源
に
恵
ま
れ
た
ま
ち
で
、
６
０

０
名
以
上
の
地
元
事
業
者
の
方
が
「
道
の
駅
」
に
出
品
さ

れ
て
い
ま
す
。
特
に
「
道
の
駅
」
を
牽け

ん

引
し
て
い
る
の
は

鮮
魚
で
す
。
地
元
漁
業
者
が
自
ら
取
っ
た
魚
を
パ
ッ
ケ
ー

ジ
し
、
ラ
ベ
ル
を
貼
り
売
場
に
並
べ
ま
す
。
海
産
物
や
農

産
物
か
ら
、
弁
当
・
惣
菜
や
ス
イ
ー
ツ
な
ど
の
加
工
品
ま

で
品
揃
え
が
充
実
し
て
い
る
こ
と
も
、
買
い
物
客
か
ら
人

気
を
集
め
て
い
ま
す
。

「
道
の
駅
」
の
生
命
線
は
、
新
鮮
で
安
全
・
安
心
な
商

品
の
品
質
で
す
。
ス
タ
ッ
フ
が
商
品
の
状
態
、
包
装
、
表

示
等
の
品
質
チ
ェ
ッ
ク
を
毎
日
行
い
、
問
題
の
あ
る
商
品

◆◆◆

は
、
売
り
場
か
ら
下
げ
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か

ら
も
、
地
元
の
新
鮮
で
安
全
安
心
な
商
品
を
、
こ
だ
わ
り

を
も
っ
て
守
り
続
け
て
い
き
ま
す
。

一
方
で
売
場
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
や
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
の

推
進
、
セ
ミ
セ
ル
フ
レ
ジ
の
導
入
な
ど
売
り
方
は
、
お
客

さ
ま
の
ニ
ー
ズ
や
そ
の
時
の
環
境
を
踏
ま
え
、
積
極
的
に

変
え
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
守
っ
て
い
く
べ
き

も
の
、
変
え
て
い
く
べ
き
も
の
を
明
確
に
し
て
、
施
設
経

営
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

見
え
る
化
・
共
有
化
を
推
進

会
社
全
体
を
一
つ
の
チ
ー
ム
に
見
立
て
、
チ
ー
ム
と
し

て
の
力
を
発
揮
し
な
が
ら
、
施
設
運
営
や
事
業
を
実
施
し

て
い
く
た
め
、「
Ⅴ
字
回
復
３
カ
年
プ
ラ
ン
」（
第
１
次
物

産
館
販
売
戦
略
）、「
挑
戦
と
成
長
３
カ
年
プ
ラ
ン
」（
第

２
次
物
産
館
販
売
戦
略
）
を
策
定
。
売
上
目
標
額
と
目
標

を
達
成
す
る
た
め
の
主
要
な
取
り
組
み
を
ま
と
め
、
６０
名

以
上
い
る
ス
タ
ッ
フ
と
、
目
標
や
取
り
組
み
の
見
え
る
化

と
共
有
化
を
図
り
ま
し
た
。

◆◆◆

変
化
を
恐
れ
ず
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
続
け
る

―
食
を
通
し
た
産
業
振
興
、
地
域
活
性
化
を
目
指
し
て
―

中
野　

和
久

株
式
会
社
道
の
駅
む
な
か
た
代
表
取
締
役
駅
長

観光物産館売場風景

道の駅むなかた全景
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買
い
物
を
よ
り
楽
し
ん
で
い
た
だ
く
た
め
、
創
業
祭
、

魚
祭
り
、
秋
の
収
穫
祭
、
感
謝
祭
な
ど
、
大
小
含
め
年
間

３０
件
以
上
の
販
売
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

買
い
物
ば
か
り
で
な
く
、
遊
び
に
来
て
も
楽
し
い
道
の

駅
を
目
指
し
、
芝
生
広
場
な
ど
で
フ
ァ
ミ
リ
ー
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル
、
子
ど
も
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
な
ど
の

「
賑に

ぎ

わ
い
イ
ベ
ン
ト
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
イ
ベ
ン
ト

の
来
場
者
は
年
間
５
万
人
を
超
え
て
い
ま
す
。

宗
像
の
食
材
を
活
用
し
、
Ｐ
Ｂ
（
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
ブ
ラ

ン
ド
）
商
品
の
開
発
・
販
売
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

そ
の
ア
イ
テ
ム
数
は
現
在
７０
を
超
え
て
い
ま
す
。「
わ
か

め
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
」、「
わ
か
め
入
り
の
り
佃
煮
」
な
ど
、

年
間
２
万
本
を
売
り
上
げ
る
人
気
商
品
も
あ
り
ま
す
。

併
せ
て
「
道
の
駅
」
出
品
者
の
方
を
対
象
と
し
た
商
品

開
発
助
成
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。
出
品
者
の
商
品
開
発

に
要
す
る
経
費
支
援
な
ど
も
行
っ
て
い
ま
す
。

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
と
地
域
連
携

良
い
商
品
を
揃
え
る
こ
と
と
、
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
は
、

売
り
上
げ
を
伸
ば
す
た
め
の
両
輪
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
専
任
ス
タ
ッ
フ
を
配
置
し
、
メ
デ
ィ
ア

の
積
極
的
な
活
用
と
き
め
細
か
な
取
材
対
応
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の

効
果
的
な
活
用
、
民
間
企
業
等
外
部
Ｐ
Ｒ
媒
体
の
活
用
な

ど
を
柱
に
、
戦
略
的
な
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
進
め
て
い
ま

す
。Ｓ

Ｎ
Ｓ
で
は
、
商
品
の
入
荷
情
報
、
旬
の
商
品
・
新
商

品
な
ど
の
情
報
を
発
信
し
て
い
ま
す
。
ま
た
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
も

活
用
し
、
来
店
ス
タ
ン
プ
を
付
与
し
た
り
、
抽
選
に
よ
る

商
品
割
引
ク
ー
ポ
ン
を
配
布
し
た
り
し
て
い
ま
す
。

「
道
の
駅
」
だ
け
で
考
え
る
の
で
は
な
く
、
エ
リ
ア
マ

◆◆◆

ネ
ジ
メ
ン
ト
を
意
識
し
な
が
ら
取
り
組
む
こ
と
が
重
要
で

す
。
エ
リ
ア
と
し
て
の
魅
力
向
上
を
目
指
し
、
観
光
創
造

Ｄ
Ｍ
Ｏ
む
な
か
た
や
周
辺
の
ホ
テ
ル
、
飲
食
店
な
ど
と
の

地
域
連
携
を
進
め
て
い
ま
す
。
そ
の
連
携
を
通
じ
て
、
観

光
事
業
の
推
進
、
ホ
テ
ル
と
の
コ
ラ
ボ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の

実
施
、
飲
食
店
と
茶
漬
け
祭
り
な
ど
食
イ
ベ
ン
ト
の
開
催

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
と
も
に
エ
リ
ア
へ
の
来
訪
者
を

増
や
し
、「
道
の
駅
」
を
含
め
た
エ
リ
ア
内
関
係
事
業
者

の
皆
さ
ん
の
売
上
増
に
つ
な
げ
て
い
け
れ
ば
と
思
っ
て
い

ま
す
。販

売
の
２
チ
ャ
ネ
ル
化
に
挑
戦

地
域
事
業
者
の
皆
さ
ん
の
売
り
上
げ
向
上
・
所
得
向
上

と
（
株
）
道
の
駅
む
な
か
た
の
経
営
の
安
定
化
を
目
指
し
、

販
売
チ
ャ
ネ
ル
の
２
チ
ャ
ネ
ル
化
に
挑
戦
し
て
い
ま
す
。

宗
像
市
か
ら
運
営
委
託
を
受
け
て
い
る
観
光
物
産
館
で
の

販
売
と
と
も
に
、（
株
）
道
の
駅
む
な
か
た
の
自
主
事
業

と
し
て
、
Ｅ
Ｃ
サ
イ
ト
、
ふ
る
さ
と
寄
付
返
礼
品
、
他
店

舗
で
の
販
売
な
ど
外
販
事
業
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

◆◆◆

Ｅ
Ｃ
サ
イ
ト
は
道
の
駅
む
な
か
た
Ｅ
Ｃ
サ
イ
ト
の
他
、

楽
天
市
場
、
Ａ
ｍ
ａ
ｚ
ｏ
ｎ
な
ど
の
民
間
企
業
サ
イ
ト
に

も
商
品
を
出
品
し
て
い
ま
す
。
ふ
る
さ
と
納
税
で
は
宗
像

市
の
登
録
事
業
者
と
な
り
、
返
礼
品
と
し
て
商
品
を
出
品

し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
他
店
舗
販
売
と
し
て
、
現
在
約
１５
店
舗
に
「
道

の
駅
」
の
商
品
を
取
り
扱
っ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

開
発
部
３
カ
年
戦
略
を
策
定
し
、
計
画
的
・
戦
略
的
に

外
販
事
業
の
強
化
を
図
っ
て
い
く
予
定
で
す
。「
道
の
駅
」

の
Ｐ
Ｂ
商
品
に
限
ら
ず
、
出
品
者
の
方
の
取
扱
商
品
も
増

や
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

「
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
忘
れ
な
い
」

こ
れ
か
ら
も
多
く
の
お
客
様
に
親
し
ま
れ
、
愛
さ
れ
る

「
道
の
駅
」
で
あ
り
続
け
る
た
め
、
お
客
様
の
信
頼
と
期

待
に
応
え
続
け
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。「
１
番

の
ミ
ス
は
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
な
い
こ
と
」
と
肝
に
命
じ
、
い

ろ
い
ろ
な
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
「
道
の
駅
」
で
い
た

い
と
思
い
ま
す
。

◆◆◆

道の駅むなかたECサイト

プロモーション基本方針（抜粋）
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食
で
地
域
を
元
気
に

大
分
県
臼
杵
市

豊
か
な
自
然
と
歴
史
が
息
づ
く
ま
ち

大
分
県
臼
杵
市
は
、
九
州
地
方
の
東
部
に
位
置
し
、
人

口
約
３
・
３
万
人
、
面
積
２
９
１
・
１
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
を
有
し
て
い
ま
す
。
東
は
豊
後
水
道
に
面
し
、
西
に
は

比
較
的
険
し
い
山さ

ん
り
ょ
う稜が

連
な
る
地
形
の
恩
恵
に
よ
り
、
ミ

ネ
ラ
ル
バ
ラ
ン
ス
に
優
れ
た
お
い
し
い
水
が
豊
富
に
湧
出

し
て
い
ま
す
。
市
内
に
は
、
１７
世
紀
の
町
並
み
が
残
る
風

情
豊
か
な
城
下
町
や
、
国
宝
に
指
定
さ
れ
て
い
る
「
臼
杵

石
仏
」
な
ど
、
歴
史

的
・
文
化
的
な
資
源
が

数
多
く
点
在
し
て
い
ま

す
。
臼
杵
市
は
、
こ
の

豊
か
な
自
然
と
歴
史
的

背
景
を
基
盤
に
、「
食
」

を
中
心
と
し
た
持
続
可

能
な
ま
ち
づ
く
り
を
推

進
し
て
い
ま
す
。
行
政

と
市
民
が
一
体
と
な

◆◆◆

り
、
地
域
資
源
の
保
全
と
活
用
を
通
じ
て
、
新
た
な
価
値

を
生
み
出
そ
う
と
取
り
組
ん
で
い
る
の
で
す
。

水
と
歴
史
が
育
む
発
酵
食
文
化

臼
杵
市
の
食
文
化
を
語
る
上
で
欠
か
せ
な
い
の
が
、
豊

富
で
良
質
な
水
を
用
い
た
「
発
酵
食
品
」
で
す
。
そ
の
歴

史
は
古
く
、
１
６
０
０
年
頃
か
ら
味
噌
や
醤し

ょ
う
ゆ油
と
い
っ
た

麹こ
う
じ菌

を
用
い
た
調
味
料
の
生
産
が
始
ま
り
、
現
在
で
も
日

本
屈
指
の
生
産
規
模
を
誇
っ
て
い
ま
す
。

市
内
の
味
噌
・
醤
油
メ
ー
カ
ー
は
、
協
業
組
合
を
組
織

し
て
生
産
を
臼
杵
に
集
約
し
、
競
争
力
を
高
め
て
全
国
へ

製
品
を
出
荷
し
て
き
ま
し
た
。
伝
統
の
継
承
に
と
ど
ま
ら

ず
、
発
酵
技
術
の
革
新
に
も
挑
戦
し
て
お
り
、
大
学
と
連

携
し
た
ハ
ラ
ル
対
応
醤
油
の
開
発
な
ど
、
海
外
市
場
へ
の

展
開
も
進
め
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
は
、
市
の

重
要
な
産
業
を
未
来
へ
と
つ
な
ぐ
原
動
力
と
な
っ
て
い
ま

す
。さ

ら
に
、
醸
造
酒
の
日
本
酒
と
蒸
留
酒
の
焼
酎
の
両
方

を
相
応
の
規
模
で
生
産
し
て
い
る
点
も
特
徴
で
す
。
市
で

◆◆◆

は
２
０
１
５
年
に
地
酒
の
普
及
を
図
る
条
例
を
制
定
し
、

宴
会
の
乾
杯
は
地
酒
で
行
う
習
慣
が
根
付
い
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
豊
か
な
発
酵
食
品
の
存
在
は
、
伝
統
的
な
臼
杵

の
料
理
文
化
を
根
底
か
ら
支
え
続
け
て
い
る
の
で
す
。

始
ま
り
は
土
づ
く
り
か
ら

発
酵
の
技
術
は
、
食
品
加
工
の
み
な
ら
ず
、
農
業
の
基

盤
で
あ
る
土
づ
く
り
に
も
応
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
市
で
は

良
質
な
農
産
物
を
育
む
た
め
の
土
づ
く
り
を
重
視
し
、
２

０
１
０
年
に
「
臼
杵
市
土
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
」
を
開
設
し

ま
し
た
。
こ
こ
で
製
造
さ
れ
る
完
熟
堆
肥
「
う
す
き
夢
堆

肥
」
は
、
草
木
類
８
割
、
豚
ふ
ん
２
割
を
主
原
料
と
し
、

約
６
カ
月
か
け
て
発
酵
熟
成
さ
れ
ま
す
。
通
気
性
・
排
水

性
・
保
水
性
を
高
め
る
た
め
の
土
壌
改
良
型
堆
肥
と
し

て
、
年
間
約
１
６
０
０
ト
ン
を
生
産
し
、
農
家
や
市
民
へ

供
給
し
て
い
ま
す
。

こ
の
堆
肥
の
原
材
料
は
、
主
に
市
内
で
伐
採
さ
れ
た
草

木
を
利
用
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
を
産
業
廃
棄
物
で
は
な

く
貴
重
な
地
域
資
源
と
し
て
位
置
づ
け
、
登
録
事
業
者
か

ら
購
入
す
る
こ
と
で
、
地
域
内
で
循
環
す
る
持
続
可
能
な

仕
組
み
を
構
築
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
市
で
は
、
完
熟
堆
肥
で
土
づ
く
り
を
行
い
、
化

学
肥
料
や
化
学
合
成
農
薬
の
使
用
を
避
け
た
、
い
わ
ゆ
る

有
機
栽
培
を
実
践
す
る
圃ほ

じ
ょ
う場

を
臼
杵
市
長
が
認
証
す
る

「
臼
杵
市
ほ
ん
ま
も
ん
農
産
物
認
証
制
度
」
を
２
０
１
１

年
に
創
設
し
ま
し
た
。
認
証
を
受
け
た
圃
場
で
生
産
さ
れ

る
農
産
物
は
「
ほ
ん
ま
も
ん
農
産
物
」
と
し
て
ブ
ラ
ン
ド

化
さ
れ
、
地
元
ス
ー
パ
ー
で
の
販
売
を
は
じ
め
、
小
中
学

校
や
認
定
こ
ど
も
園
、
許
可
保
育
所
の
給
食
で
も
多
く
利

用
さ
れ
て
い
ま
す
。

◆◆◆

伝
統
を
守
り
未
来
を
見
据
え
た
食
の
ま
ち
づ
く
り

―
循
環
型
社
会
と
ユ
ネ
ス
コ
創
造
都
市
と
し
て
の
挑
戦
―

山
本　

達
二

臼
杵
市
産
業
観
光
課
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
シ
テ
ィ
推
進
室
長

豊後水道を望む臼杵市街
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こ
う
し
た
環
境
保
全
型
農
業
へ
の
挑
戦
は
、
ド
キ
ュ
メ

ン
タ
リ
ー
映
画
「
１
０
０
年
ご
は
ん
」
で
も
描
か
れ
、
各

地
で
の
上
映
会
を
通
じ
て
臼
杵
の
食
の
魅
力
が
広
く
発
信

さ
れ
、
市
外
か
ら
の
関
心
も
高
ま
り
を
見
せ
て
い
ま
す
。

食
育
と
市
民
協
働
の
「
臼
杵
ス
タ
イ
ル
」

豊
か
な
食
文
化
を
次
世
代
へ
継
承
す
る
た
め
、
市
は
食

育
に
も
力
を
注
い
で
き
ま
し
た
。

学
校
給
食
で
は
、
児
童
生
徒
が
地
域
の
食
文
化
や
旬
の

農
産
物
に
関
心
を
持
て
る
よ
う
、
伝
統
的
な
郷
土
料
理
や

ほ
ん
ま
も
ん
農
産
物
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
用
し
た
献
立
を
提

供
し
、
食
を
通
じ
た
郷
土
愛
の
醸
成
に
努
め
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
小
学
生
等
を
対
象
に
、
収
穫
体
験
を
通
じ
た

食
農
教
育
を
実
施
し
て
お
り
、
自
ら
収
穫
し
た
農
産
物
を

給
食
や
家
庭
で
味
わ
う
機
会
を
創
出
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
市
民
や
事
業
者
が
食
の
新
た
な
価
値
を
創
造
す

◆◆◆

る
場
と
し
て
、
２
０
１
６
年
に
「
臼
六
オ
ー
プ
ン
ラ
ボ
」

が
開
業
し
ま
し
た
。
農
林
漁
業
者
を
は
じ
め
、
誰
も
が
食

品
の
加
工
開
発
を
行
え
る
施
設
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
フ
ー

ド
ロ
ス
削
減
に
貢
献
す
る
様
々
な
商
品
が
生
み
出
さ
れ
て

き
ま
し
た
。

国
際
的
評
価
を
力
に
変
え
て

こ
れ
ら
の
実
績
が
評
価
さ
れ
、
本
市
は
２
０
２
１
年
１１

月
に
ユ
ネ
ス
コ
創
造
都
市
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
食
文
化
分
野

に
加
盟
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、「
臼
杵
食
文
化
創
造
都
市

推
進
協
議
会
」
を
中
心
に
事
業
を
進
め
、
２
０
２
５
年
４

月
に
「
第
２
次
臼
杵
食
文
化
創
造
都
市
推
進
プ
ラ
ン
（
２

０
２
５
～
２
０
２
９
年
度
）」
を
新
た
に
策
定
し
、
官
民

一
体
と
な
っ
て
食
文
化
を
軸
と
し
た
持
続
可
能
な
ま
ち
づ

く
り
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

第
２
次
プ
ラ
ン
で
は
、「
人
も
環
境
も
健
康
の
も
と
で
、

◆◆◆

食
を
楽
し
み
、
次
世
代
に
つ
な
ぐ
ま
ち
」
を
基
本
目
標
に

掲
げ
ま
し
た
。
重
要
な
キ
ー
ワ
ー
ド
と
な
る
の
が
「
プ
ラ

ネ
タ
リ
ー
ヘ
ル
ス
」
の
概
念
で
す
。
人
の
健
康
は
地
球
や

環
境
シ
ス
テ
ム
と
深
く
つ
な
が
っ
て
い
る
と
い
う
考
え
方

に
基
づ
き
、
水
源
涵か

ん
よ
う養

の
森
づ
く
り
、
有
機
農
業
、
海
洋

環
境
保
全
を
統
合
的
に
進
め
、「
臼
杵
ス
タ
イ
ル
の
循
環

型
社
会
」
の
価
値
を
さ
ら
に
高
め
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
ま
ち
に
対
す
る
市
民
の
誇
り
で
あ
る
「
シ
ビ
ッ

ク
プ
ラ
イ
ド
」
の
醸
成
も
大
き
な
柱
で
す
。
次
世
代
を
担

う
子
ど
も
へ
の
教
育
に
注
力
し
、
自
ら
が
育
っ
た
ま
ち
に

心
か
ら
誇
り
を
感
じ
、
ま
ち
の
た
め
に
自
分
が
で
き
る
こ

と
を
考
え
る
こ
と
の
で
き
る
人
材
と
し
て
育
成
し
て
い
ま

す
。
産
業
面
で
は
、
ガ
ス
ト
ロ
ノ
ミ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
推

進
に
よ
っ
て
関
係
人
口
の
創
出
を
目
指
す
ほ
か
、
第
１
次

産
業
か
ら
第
３
次
産
業
ま
で
の
関
係
者
が
広
く
交
流
し
、

新
た
な
事
業
展
開
や
商
品
開
発
に
つ
な
が
る
よ
う
な
仕
組

み
づ
く
り
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
の
未
来
へ

臼
杵
市
は
、
古
く
か
ら
受
け
継
が
れ
て
き
た
発
酵
食
文

化
と
、
環
境
と
健
康
が
両
立
す
る
環
境
保
全
型
農
業
と
い

う
強
み
を
掛
け
合
わ
せ
、
ユ
ネ
ス
コ
創
造
都
市
と
し
て
の

役
割
を
果
た
し
て
い
き
ま
す
。
国
内
外
の
創
造
都
市
と
の

連
携
を
深
め
な
が
ら
、
先
人
た
ち
が
培
っ
た
資
産
を
磨

き
、
次
世
代
へ
と
継
承
す
る
持
続
可
能
な
地
域
づ
く
り
の

モ
デ
ル
と
し
て
、
新
た
な
挑
戦
を
続
け
て
い
き
ま
す
。
食

の
豊
か
さ
が
も
た
ら
す
喜
び
を
市
民
と
共
有
し
、
世
界
に

向
け
て
誇
れ
る
「
臼
杵
の
食
文
化
」
を
こ
れ
か
ら
も
守
り

育
て
て
ま
い
り
ま
す
。

◆◆◆

6 カ月をかけて完成した堆肥からは蒸気が立ち上る

にんじんの収穫体験

市内外から集められた草木が資源に変わる
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日
本
経
済
の
発
展
を
リ
ー
ド
す
る
戦
略
産
業
で
あ
る
と
位

置
付
け
て
い
ま
す
。

他
方
で
、
混
雑
・
マ
ナ
ー
違
反
等
の
個
別
課
題
へ
の
対

応
、
特
定
の
都
市
・
地
域
へ
の
集
中
是
正
な
ど
、
オ
ー
バ

ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
未
然
防
止
・
抑
制
に
向
け
た
対
策
の
強

化
に
加
え
、
深
刻
な
人
材
不
足
へ
の
対
応
、
観
光
の
高
付

加
価
値
化
、
国
内
交
流
の
拡
大
、
災
害
や
国
際
情
勢
等
の

さ
ま
ざ
ま
な
リ
ス
ク
に
対
す
る
強き

ょ
う
じ
ん靱性

の
確
保
な
ど
の
課

題
へ
の
対
応
が
不
可
欠
と
な
っ
て
い
ま
す
。

基
本
計
画
に
お
い
て
は
、
こ
う
し
た
課
題
も
踏
ま
え
、

日
本
の
魅
力
・
活
力
を
次
世
代
に
も
持
続
的
に
継
承
・
発

展
さ
せ
て
い
く
観
光
の
実
現
に
向
け
て
、「
観
光
の
持
続

的
な
発
展
」「
消
費
額
拡
大
」「
地
方
誘
客
促
進
」「
観
光

と
交
通
・
ま
ち
づ
く
り
と
の
連
携
強
化
」「
新
技
術
の
活
用
・

本
格
展
開
」
を
施
策
の
方
向
性
と
し
て
、
観
光
政
策
を
推

進
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

こ
の
計
画
に
お
い
て
は
、
令
和
１２
年
の
訪
日
外
国
人
旅

行
者
数
６
０
０
０
万
人
、
訪
日
外
国
人
旅
行
消
費
額
１５
兆

円
等
と
い
う
目
標
を
前
計
画
か
ら
引
き
続
き
設
定
し
つ

つ
、
地
方
誘
客
を
よ
り
一
層
進
め
る
た
め
、
地
方
部
へ
の

訪
問
意
欲
の
高
い
リ
ピ
ー
タ
ー
や
、
地
方
部
に
お
け
る
延

べ
宿
泊
者
数
に
関
す
る
目
標
も
定
め
て
い
る
点
は
、
観
光

を
通
じ
た
地
域
づ
く
り
と
い
う
観
点
か
ら
注
目
さ
れ
る
点

と
し
て
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
観
光
需
要
の
分
散
、
そ
し
て
、

観
光
を
通
じ
た
持
続
可
能
な
地
域
づ
く
り
に
向
け
て
、
地

方
誘
客
の
推
進
の
重
要
性
が
増
し
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た

中
で
、
地
方
誘
客
及
び
消
費
拡
大
に
効
果
の
高
い
観
光
コ

ン
テ
ン
ツ
の
充
実
に
向
け
た
取
り
組
み
の
一
環
と
し
て
、

食
の
観
光
活
用
、
ガ
ス
ト
ロ
ノ
ミ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
推
進

が
計
画
的
に
講
ず
べ
き
施
策
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
て
い

ま
す
。

は
じ
め
に

近
年
、
日
本
を
訪
れ
る
旅
行
者
の
数
や
経
済
波
及
効
果

が
拡
大
し
、
観
光
は
地
域
経
済
や
日
本
経
済
の
発
展
を
牽け

ん

引
す
る
産
業
と
な
っ
て
い
ま
す
。
観
光
を
日
本
の
経
済
成

長
の
切
り
札
と
し
、
一
層
、
消
費
額
の
向
上
や
地
方
誘
客

を
進
め
て
い
く
と
と
も
に
、
各
地
域
に
お
い
て
は
、
地
域

の
資
源
を
観
光
に
活
用
し
つ
つ
、
持
続
可
能
な
地
域
づ
く

り
へ
つ
な
げ
て
い
く
取
り
組
み
が
重
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
中
で
、「
食
」
は
、
訪
日
外
国
人
旅
行
者
に

と
っ
て
旅
行
の
主
要
な
目
的
の
一
つ
で
あ
り
、
旅
行
先
の

満
足
度
向
上
や
滞
在
中
の
消
費
拡
大
に
大
き
く
寄
与
す
る

重
要
な
観
光
資
源
で
す
。
そ
し
て
、
日
本
各
地
に
は
自
然

や
歴
史
、
暮
ら
し
の
中
で
育
ま
れ
た
、
固
有
の
魅
力
的
な

食
文
化
が
存
在
し
て
い
ま
す
。

令
和
８
年
３
月
に
閣
議
決
定
さ
れ
た
「
観
光
立
国
推
進

基
本
計
画
」
で
は
、
地
方
誘
客
の
推
進
に
よ
る
観
光
需
要

の
分
散
や
地
域
経
済
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、
高
い
誘
客

効
果
と
消
費
拡
大
効
果
が
期
待
で
き
る
観
光
コ
ン
テ
ン
ツ

◆◆◆

の
充
実
に
取
り
組
む
こ
と
が
掲
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の

中
で
も
、
地
域
の
食
文
化
を
体
験
価
値
と
し
て
提
供
す
る

「
ガ
ス
ト
ロ
ノ
ミ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
の
推
進
が
施
策
の
一

つ
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

本
稿
で
は
、
わ
が
国
の
観
光
を
取
り
巻
く
現
状
と
課
題

の
概
要
、
ガ
ス
ト
ロ
ノ
ミ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
寄
せ
る
期
待

と
、
令
和
５
年
度
か
ら
３
年
間
に
わ
た
り
実
施
し
て
き
た

ガ
ス
ト
ロ
ノ
ミ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
事
業
に
お
け
る
地
域

の
取
り
組
み
事
例
な
ど
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

観
光
立
国
推
進
基
本
計
画
に
つ
い
て

本
年
３
月
に
は
、
観
光
立
国
推
進
基
本
法
（
平
成
１９
年

１
月
施
行
）
に
基
づ
く
、
わ
が
国
の
観
光
立
国
の
実
現
に

関
す
る
基
本
的
な
計
画
と
し
て
、
令
和
８
年
か
ら
令
和
１２

年
を
計
画
期
間
と
す
る
、
新
た
な
「
観
光
立
国
推
進
基
本

計
画
」
が
閣
議
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

令
和
７
年
の
訪
日
外
国
人
旅
行
消
費
額
は
９
・５
兆
円
、

そ
し
て
、
そ
の
経
済
波
及
効
果
は
約
１９
兆
円
に
及
ん
で
お

り
、
こ
の
基
本
計
画
に
お
い
て
は
、
観
光
が
地
域
経
済
・

◆◆◆

食
で
地
域
を
元
気
に

観
光
庁
観
光
地
域
振
興
部
観
光
資
源
課
自
然
資
源
活
用
推
進
室

食
資
源
を
活
用
し
た

ガ
ス
ト
ロ
ノ
ミ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
に
向
け
て
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ガ
ス
ト
ロ
ノ
ミ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
と�

そ
の
効
果

「
ガ
ス
ト
ロ
ノ
ミ
ー
」
と
聞
く
と
、
単
に
高
級
な
料
理

や
美
食
を
楽
し
む
こ
と
を
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
る
方
も
多
い
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
ガ
ス
ト
ロ
ノ
ミ
ー
ツ
ー
リ
ズ

ム
は
、
そ
の
よ
う
な
美
食
体
験
だ
け
を
指
す
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。

ガ
ス
ト
ロ
ノ
ミ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
は
、「
そ
の
土
地
の

気
候
風
土
が
育
ん
だ
食
材
や
食
習
慣
、
伝
統
、
歴
史
な
ど

を
背
景
と
す
る
食
を
楽
し
み
、
そ
の
地
域
な
ら
で
は
の
食

文
化
に
触
れ
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
の
こ

と
で
す
。
地
域
に
存
在
す
る
食
資
源
（
食
材
、
料
理
、
調

理
方
法
な
ど
）
と
、
そ
の
背
景
に
あ
る
伝
統
、
歴
史
、
文

化
、
自
然
、
暮
ら
し
の
習
慣
等
と
い
っ
た
要
素
と
の
つ
な

が
り
を
整
理
し
、
一
貫
し
た
ス
ト
ー
リ
ー
を
感
じ
ら
れ
る

よ
う
な
体
験
と
し
て
提
供
す
る
こ
と
で
、
旅
行
者
に
、
地

域
の
食
文
化
と
そ
の
魅
力
や
価
値
を
伝
え
る
旅
行
形
態
で

す
。世

界
的
に
も
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
へ
の
意
識
の
高
ま
り
も
相
ま

っ
て
、
ビ
ー
ガ
ン
対
応
や
食
品
ロ
ス
削
減
な
ど
食
分
野
に

お
け
る
持
続
可
能
な
取
り
組
み
へ
の
注
目
が
集
ま
る
中
、

持
続
可
能
な
ガ
ス
ト
ロ
ノ
ミ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
へ
の
関
心
が

高
ま
っ
て
い
る
こ
と
を
、
Ｕ
Ｎ 

Ｔ
ｏ
ｕ
ｒ
ｉ
ｓ
ｍ
（
旧

Ｕ
Ｎ
Ｗ
Ｔ
Ｏ
、
世
界
観
光
機
関
。
持
続
可
能
な
責
任
あ
る

観
光
の
促
進
を
責
務
と
す
る
国
連
専
門
機
関
）
も
指
摘
し

て
お
り
、
令
和
元
年
に
ガ
ス
ト
ロ
ノ
ミ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
に

関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
公
表
し
て
い
ま
す
。

日
本
は
、
豊
か
な
食
文
化
と
多
様
な
食
材
に
恵
ま
れ
た

「
食
の
宝
庫
」
で
あ
り
、
ガ
ス
ト
ロ
ノ
ミ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム

の
資
源
が
豊
富
に
存
在
し
ま
す
。
ま
た
、
令
和
６
年
の
訪

◆◆◆

日
外
国
人
消
費
動
向
調
査
に
お
い
て
、「
訪
日
前
に
最
も

期
待
し
て
い
た
こ
と
」
と
し
て
「
日
本
食
を
食
べ
る
こ
と
」

を
挙
げ
た
回
答
が
３３
・
３
％
と
最
多
で
あ
り
、
訪
日
旅
行

に
お
け
る
食
へ
の
関
心
の
高
さ
が
う
か
が
え
ま
す
。
旅
行

者
の
関
心
が
高
い
日
本
の
食
を
起
点
と
し
て
地
域
の
魅
力

や
価
値
を
伝
え
て
い
く
こ
と
は
、
地
方
誘
客
の
取
り
組
み

と
し
て
も
効
果
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

さ
ら
に
、
ガ
ス
ト
ロ
ノ
ミ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
取
り
組
む

こ
と
で
、食
を
提
供
す
る
飲
食
サ
ー
ビ
ス
業
だ
け
で
な
く
、

食
材
を
供
給
す
る
農
林
水
産
業
や
、
食
品
加
工
、
さ
ら
に

は
食
器
な
ど
食
文
化
に
関
わ
る
さ
ま
ざ
ま
な
地
域
の
産
業

に
も
経
済
効
果
を
波
及
さ
せ
、
産
業
の
活
性
化
、
所
得
向

上
に
つ
な
が
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
食
だ
け

で
な
く
、
そ
の
背
景
に
あ
る
自
然
や
歴
史
・
伝
統
、
暮
ら

し
の
習
慣
な
ど
幅
広
い
地
域
の
魅
力
を
再
発
見
す
る
機
会

と
な
り
、
地
域
住
民
の
シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド
の
醸
成
な
ど

に
も
つ
な
が
り
得
る
取
り
組
み
で
す
。

他
方
で
、
こ
う
し
た
ガ
ス
ト
ロ
ノ
ミ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
に

よ
る
地
域
全
体
へ
の
波
及
効
果
を
高
め
る
た
め
に
は
、
地

方
公
共
団
体
や
観
光
地
域
づ
く
り
法
人
（
Ｄ
Ｍ
Ｏ
）、
食

材
を
提
供
す
る
農
林
水
産
業
、
食
品
事
業
者
、
飲
食
事
業

者
、
宿
泊
事
業
者
な
ど
多
様
な
関
係
者
が
連
携
し
て
取
り

組
む
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
そ
う
し
た
多
様
な
関
係
者
と

ガ
ス
ト
ロ
ノ
ミ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
ど
の
よ
う
に
進
め
る
べ

き
な
の
か
、
試
行
錯
誤
し
て
い
る
地
域
は
少
な
く
あ
り
ま

せ
ん
。ガ

ス
ト
ロ
ノ
ミ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
の�

取
り
組
み
事
例

観
光
庁
で
は
、
地
域
の
幅
広
い
関
係
者
の
連
携
に
よ
る

ガ
ス
ト
ロ
ノ
ミ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
事
例
を
創
出
す
る
と
と

◆◆◆

も
に
、
取
り
組
み
の
推
進
に
当
た
っ
て
必
要
な
知
見
を
得

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
令
和
５
、
６
年
度
の
「
地
域
一

体
型
ガ
ス
ト
ロ
ノ
ミ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
推
進
事
業
」
及
び

令
和
７
年
度
の
「『
食
』
の
力
を
最
大
活
用
し
た
ガ
ス
ト

ロ
ノ
ミ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
事
業
」
に
お
い
て
、
全
国
２５

地
域
で
調
査
事
業
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。こ
こ
で
は
、

そ
の
事
例
と
し
て
山
口
県
下
関
市
と
北
海
道
平
取
町
の
取

り
組
み
を
紹
介
し
ま
す
。

（
１
）
山
口
県
下
関
市
に
お
け
る
取
り
組
み

下
関
市
で
は
、「
Ｆ
Ｕ
Ｋ
Ｕ
」（
フ
グ
）
を
テ
ー
マ
に
、

こ
れ
ま
で
に
な
い
新
た
な
料
理
メ
ニ
ュ
ー
の
開
発
と
、
下

関
な
ら
で
は
の
歴
史
や
文
化
を
体
感
で
き
る
コ
ン
テ
ン
ツ

を
組
み
合
わ
せ
た
ガ
ス
ト
ロ
ノ
ミ
ー
ツ
ア
ー
の
造
成
に
取

り
組
み
ま
し
た
。

こ
の
地
域
の
課
題
は
、日
本
国
内
で
は
「
下
関
の
フ
グ
」

が
全
国
的
な
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
広
く
認
知
さ
れ
て
い
る
一

方
で
、
外
国
人
旅
行
者
に
と
っ
て
、
フ
グ
料
理
は
東
京
や

大
阪
な
ど
で
は
人
気
は
あ
る
も
の
の
、
下
関
が
「
フ
グ
料

理
を
食
べ
る
た
め
の
目
的
地
」
と
し
て
十
分
な
認
知
を
獲

得
で
き
て
い
な
か
っ
た
こ
と
で
し
た
。

そ
こ
で
ま
ず
、
下
関
な
ら
で
は
の
歴
史
や
文
化
な
ど
、

フ
グ
に
ま
つ
わ
る
地
域
固
有
の
ス
ト
ー
リ
ー
を
掘
り
起
こ

し
、
フ
グ
自
体
は
日
本
の
ほ
か
の
地
域
で
も
漁
獲
は
あ
る

も
の
の
、禁
食
と
解
禁
の
歴
史
や
日
本
唯
一
の
専
門
市
場
、

１
０
０
年
以
上
続
く
料
理
文
化
な
ど
は
、
下
関
な
ら
で
は

の
資
源
で
あ
り
、
物
語
性
を
有
し
て
い
る
こ
と
に
着
目
し

ま
し
た
。
さ
ら
に
、「
こ
の
ま
ま
で
は
下
関
の
フ
グ
文
化

が
衰
退
し
か
ね
な
い
」
と
い
う
危
機
感
を
共
有
し
、
課
題

解
決
に
向
け
て
取
り
組
み
を
推
進
し
て
い
く
た
め
に
、
世

界
に
日
本
の
フ
グ
食
を
広
め
る
活
動
を
行
っ
て
い
る
一
般
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社
団
法
人
国
際
ふ
ぐ
協
会
が
中
心
と
な
り
つ
つ
、
下
関
市

と
連
携
し
て
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
す
る
な
ど
、
地
域
事

業
者
の
ほ
か
、
Ｄ
Ｍ
Ｏ
や
旅
行
会
社
を
巻
き
込
ん
だ
推
進

体
制
の
構
築
に
向
け
て
取
り
組
み
ま
し
た
。

旅
行
者
に
提
供
す
る
体
験
の
設
計
に
当
た
っ
て
は
、
外

国
人
旅
行
者
が
抱
き
が
ち
な
「
フ
グ
の
毒
へ
の
不
安
」
に

着
目
し
、
通
常
は
一
般
公
開
さ
れ
て
い
な
い
加
工
場
の
見

学
や
、
フ
グ
の
除
毒
（
身
欠
き
）
作
業
、
伝
統
的
な
「
袋

競
り
」
の
見
学
等
を
観
光
コ
ン
テ
ン
ツ
と
し
て
組
み
込
む

こ
と
で
対
策
し
ま
し
た
。
ま
た
、
東
京
の
イ
タ
リ
ア
ン
レ

ス
ト
ラ
ン
の
シ
ェ
フ
を
招し

ょ
う
へ
い聘し
、
地
域
の
料
理
人
た
ち
と

の
議
論
を
重
ね
な
が
ら
、
和
食
の
枠
に
と
ら
わ
れ
な
い
新

た
な
フ
グ
料
理
を
開
発
す
る
な
ど
、
地
域
の
文
化
を
大
切

に
し
な
が
ら
も
、
旅
行
者
に
求
め
ら
れ
る
食
の
提
供
に
向

け
て
取
り
組
み
ま
し
た
。
そ
し
て
、
実
際
に
海
外
メ
デ
ィ

ア
や
イ
ン
フ
ル
エ
ン
サ
ー
を
招
い
た
フ
ァ
ム
ツ
ア
ー
を
実

施
し
、
ツ
ア
ー
内
で
得
ら
れ
た
意
見
を
踏
ま
え
改
善
・
磨

き
上
げ
を
行
い
ま
し
た
。
こ
う
し
た
一
連
の
取
り
組
み
を

通
し
て
、
地
域
の
事
業
者
間
の
連
携
が
進
み
、
新
た
な
協

業
が
生
ま
れ
る
な
ど
地
域
一
体
で
取
り
組
む
機
運
・
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
が
生
ま
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
現
在
も
デ
ジ

タ
ル
を
活
用
し
た
ガ
イ
ド
シ
ス
テ
ム
導
入
等
の
受
け
入
れ

体
制
の
強
化
を
行
う
な
ど
、
地
域
の
フ
グ
文
化
の
継
承
に

向
け
た
観
光
の
取
り
組
み
が
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

（
２
）
北
海
道
平
取
町
に
お
け
る
取
り
組
み

北
海
道
平
取
町
二に

ぶ
た
に

風
谷
地
域
は
、
先
住
民
族
ア
イ
ヌ
の

人
々
が
多
く
暮
ら
し
、
ア
イ
ヌ
伝
統
文
化
を
形
作
る
「
伝

統
工
芸
」「
伝
統
舞
踊
」「
伝
統
儀
礼
」
が
根
付
い
た
地
域

で
す
。
本
事
業
で
は
、
ア
イ
ヌ
文
化
を
伝
え
る
ツ
ア
ー
等

を
提
供
し
て
い
る
株
式
会
社
Ｎ
Ｅ
Ｐ
Ｋ
Ｉ
が
事
業
主
体
と

な
り
、
沙
流
川
流
域
を
基
盤
と
し
て
発
展
し
て
き
た
地
域

の
食
文
化
の
根
幹
を
な
す
ア
イ
ヌ
の
伝
統
食
材
・
料
理
と

現
代
技
術
を
掛
け
合
わ
せ
た
ア
レ
ン
ジ
料
理
の
開
発
と
、

食
文
化
担
い
手
の
育
成
、
並
び
に
食
の
提
供
方
法
の
改
善

や
、
ア
イ
ヌ
文
化
を
体
感
す
る
コ
ン
テ
ン
ツ
造
成
に
取
り

組
み
ま
し
た
。

こ
の
地
域
に
お
い
て
は
、
旅
行
者
に
は
ア
イ
ヌ
食
文
化

に
対
す
る
関
心
や
ニ
ー
ズ
が
存
在
す
る
こ
と
を
認
識
し
な

が
ら
も
、
伝
統
食
材
や
食
文
化
の
伝
承
に
関
わ
る
人
々
の

魅
力
を
、
ど
の
よ
う
に
発
信
す
れ
ば
最
も
伝
わ
る
の
か
と

い
う
点
が
、
以
前
か
ら
課
題
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
ま
ず
、
関
係
者
（
ア
イ
ヌ
伝
統
食
材
の
生
産

事
業
者
や
地
元
の
料
理
人
等
）
が
こ
れ
ま
で
培
っ
て
き
た

人
脈
を
活い

か
し
つ
つ
、
地
域
外
か
ら
も
北
海
道
の
食
材
や

イ
ノ
ベ
ー
テ
ィ
ブ
な
調
理
を
専
門
と
す
る
シ
ェ
フ
や
郷
土

料
理
の
専
門
家
等
を
招
き
、「
食
」
を
核
と
し
た
連
携
の

土
台
作
り
、
そ
し
て
、
地
域
の
食
を
通
し
て
伝
え
た
い
コ

ン
セ
プ
ト
や
地
域
の
食
資
源
の
洗
い
出
し
か
ら
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。

ア
イ
ヌ
食
文
化
や
ア
イ
ヌ
伝
統
食
材
に
精
通
し
た
専
門

家
シ
ェ
フ
を
地
域
外
か
ら
招
き
、
ア
イ
ヌ
文
化
の
本
質
を

伝
え
つ
つ
も
、
旅
行
者
に
と
っ
て
魅
力
的
な
食
と
す
る
た

め
、
食
材
の
検
討
や
新
た
な
ア
レ
ン
ジ
レ
シ
ピ
の
開
発
に

取
り
組
み
ま
し
た
。
ま
た
、
地
域
の
持
続
可
能
性
の
観
点

か
ら
は
地
域
に
お
け
る
担
い
手
を
発
掘
・
育
成
し
て
い
く

こ
と
が
重
要
で
あ
る
た
め
、
地
域
内
出
身
の
若
手
を
対
象

フグのメニュー試食会の様子

アイヌ民族が狩猟などの際、臨時で建てる
狩小屋（クチャチセ）作り体験の様子

アイヌの伝統的なお団子であるシト作り体験の様子

フグ除毒見学の様子
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く
べ
く
、
ガ
ス
ト
ロ
ノ
ミ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
基
本
的
な
考

え
方
や
推
進
の
プ
ロ
セ
ス
、
実
践
に
当
た
っ
て
の
ポ
イ
ン

ト
に
加
え
、
取
り
組
み
の
ス
テ
ッ
プ
ご
と
に
地
域
が
抱
え

が
ち
な
課
題
、
実
際
に
取
り
組
ん
だ
地
域
の
声
や
具
体
的

な
事
例
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

ガ
ス
ト
ロ
ノ
ミ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
推
進
は
、
地
域
に
お

い
て
は
、
そ
れ
自
体
が
目
的
な
の
で
は
な
く
、
持
続
可
能

な
観
光
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
た
手
段
の
一
つ
で
す
。
そ
し

て
、
そ
の
推
進
に
は
、
地
域
の
ス
ト
ー
リ
ー
や
魅
力
を
体

現
し
た
食
と
体
験
コ
ン
テ
ン
ツ
を
整
理
し
、
旅
行
者
を
引

き
付
け
る
と
と
も
に
、
そ
れ
を
支
え
る
地
域
の
体
制
づ
く

に
、
専
門
家
シ
ェ
フ
か
ら
の
講
義
等
を
実
施
し
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
地
域
の
若
者
の
「
や
る
気
」
に
火
が
付
き
、

４
人
の
料
理
人
候
補
の
育
成
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
ア
イ
ヌ
の
伝
統
的
な
狩
小
屋
（
ク
チ
ャ
チ
セ
）

作
り
と
食
文
化
に
関
連
す
る
体
験
（
シ
ト
作
り
な
ど
）
や
、

ア
イ
ヌ
の
伝
統
家
屋
で
開
発
し
た
料
理
の
提
供
を
組
み
込

ん
だ
ツ
ア
ー
を
造
成
し
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
専
門
旅
行
会
社

を
対
象
と
し
た
フ
ァ
ム
ト
リ
ッ
プ
や
、
一
般
参
加
者
を
対

象
と
し
た
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
を
実
施
し
、
ス
ト
ー
リ
ー
の

磨
き
上
げ
を
行
い
ま
し
た
。

事
業
終
了
後
も
引
き
続
き
、
地
域
に
あ
る
宝
物
の
潜
在

力
を
活
用
し
、
レ
シ
ピ
開
発
、
人
材
育
成
、
官
民
連
携
で

の
情
報
発
信
な
ど
、
地
域
の
ア
イ
ヌ
ガ
ス
ト
ロ
ノ
ミ
ー
の

普
及
啓
発
に
と
ど
ま
ら
ず
、
ア
イ
ヌ
食
文
化
と
し
て
の
さ

ら
な
る
裾
野
の
拡
大
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

持
続
可
能
な
観
光
地
域
づ
く
り
へ
の�

展
望

観
光
庁
で
は
、
ご
紹
介
し
た
こ
れ
ら
の
２
地
域

の
事
例
の
ほ
か
、
令
和
５
～
７
年
度
の
３
カ
年
に

お
け
る
全
地
域
の
取
り
組
み
を
事
例
集
と
し
て
公

表
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
調
査
事
業
で

得
ら
れ
た
知
見
を
基
に
、「
は
じ
め
よ
う
！
地
域

で
取
り
組
む
ガ
ス
ト
ロ
ノ
ミ
ー
ツ
ー

リ
ズ
ム
実
践
ガ
イ
ド
」
を
作
成
し
、
い

ず
れ
も
、
観
光
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

公
開
し
て
い
ま
す
。

実
践
ガ
イ
ド
で
は
、
ガ
ス
ト
ロ
ノ
ミ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
に

初
め
て
取
り
組
む
地
域
を
は
じ
め
、
取
り
組
み
を
検
討
・

推
進
す
る
地
方
公
共
団
体
、
Ｄ
Ｍ
Ｏ
、
事
業
者
な
ど
の
関

係
者
の
皆
さ
ま
に
、
今
後
の
検
討
の
参
考
と
し
て
い
た
だ

◆◆◆

り
を
併
せ
て
進
め
て
い
く
こ
と
が
不
可
欠
で
す
。
ご
紹
介

し
た
地
域
が
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
、
地
域
の
資
源
や
魅
力

を
洗
い
出
し
、
関
係
者
間
で
再
確
認
を
す
る
こ
と
、
取
り

組
み
を
通
じ
て
ど
の
よ
う
な
地
域
を
目
指
し
た
い
の
か
関

係
者
で
共
有
す
る
こ
と
、
そ
の
う
え
で
外
部
の
視
点
や
デ

ー
タ
も
取
り
込
み
な
が
ら
実
践
し
て
い
く
と
い
う
こ
と

が
、
ま
ず
は
取
り
組
み
自
体
を
持
続
的
な
も
の
に
し
て
い

く
た
め
に
も
重
要
な
点
と
考
え
て
い
ま
す
。

ご
関
心
の
あ
る
方
は
、
ぜ
ひ
、
事
例
集
や
実
践
ガ
イ
ド

も
ご
覧
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

さ
い
ご
に

日
本
各
地
に
は
、
そ
の
土
地
な
ら
で
は
の
食
文
化
や
食

材
、
そ
の
背
景
に
あ
る
自
然
や
歴
史
・
文
化
資
源
が
数
多

く
存
在
し
て
い
ま
す
。
観
光
の
た
め
に
何
か
新
し
く
作
り

出
す
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
改
め
て
地
域
に
存
在
し
て

い
る
資
源
や
価
値
に
光
を
当
て
、
こ
う
し
た
地
域
資
源
を

活
か
し
た
ガ
ス
ト
ロ
ノ
ミ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
取
り
組
み
を

通
し
て
、
地
域
経
済
や
さ
ま
ざ
ま
な
産
業
の
活
性
化
や
文

化
継
承
、
シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド
の
醸
成
と
い
っ
た
持
続
可

能
な
地
域
づ
く
り
に
つ
な
が
っ
て
い
く
こ
と
を
期
待
し
て

い
ま
す
。

観
光
庁
と
し
て
も
、
地
域
の
多
様
な
関
係
者
の
協
働
に

よ
る
質
の
高
い
観
光
コ
ン
テ
ン
ツ
の
造
成
等
を
支
援
し
、

取
り
組
み
を
推
進
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

「
食
」
は
地
域
の
歴
史
・
文
化
・
自
然
が
凝
縮
さ
れ
た
、

最
も
身
近
な
地
域
資
源
の
一
つ
で
す
。
本
稿
が
、
各
地
域

に
お
け
る
ガ
ス
ト
ロ
ノ
ミ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
推
進
、
ひ
い

て
は
持
続
可
能
な
観
光
地
域
づ
く
り
へ
の
一
助
と
な
れ
ば

幸
い
で
す
。

◆◆◆

観光庁では、ガストロノミーツーリズム推進に取り組むための ・取組事例を、
「地域で取り組む ガストロノミーツーリズム実践ガイド」として観光庁 で公開しています！

ガストロノミーツーリズムの効果
●多様な関係者連携による、地域全体への経済効果の波及！

ガストロノミーツーリズムナレッジ集 のご紹介

●観光まちづくりに初めて取り組むけれど、まず何から始めればいいの？
●ガストロノミーってよく聞くけれど、何をすればいいの？
●取り組みはしているけれど、思うように推進していかない…

●地域住民自身が地域の魅力を再発見することによる、シビックプライドの醸成！

●旅行客の増加や連携事業者の広域化による関係人口の拡大！

こんな方へ！
初心者でも気軽に手に取れる
よう、ガストロノミーツーリズムの
基礎からわかりやすく掲載！

食の開発、特別な体験造成・提供、持続可能
な体制づくりが必要。また、地域資源の洗い出
し、ゴールの明確化等の事前準備が重要！

ガストロノミーツーリズム推進は、 ～
の手順で実施する。 、 を疎かに

しないことが成功の鍵！

～ 年の観光庁事業採択地域より、一部
地域を抜粋して取組事例を紹介。各 に
取り組んだリアルな現場の声を掲載！

ガストロノミーツーリズムとは ガストロノミーツーリズムの進め方 ガストロノミーツーリズムの事例紹介

観光庁・ガストロノミーツーリズム
ページのQRコード
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資
源
循
環
と
自
然
共
生
を 

テ
ー
マ
に

人
口
減
少
や
財
政
制
約
が
進
む
中
、
自

治
体
に
は
ご
み
の
減
量
、
資
源
循
環
、
自

然
環
境
の
保
全
・
活
用
な
ど
、
地
域
の
持

続
性
に
関
わ
る
課
題
へ
の
対
応
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
一
方
で
、
自
治
体
だ
け
で

仕
組
み
を
つ
く
り
、
継
続
的
な
事
業
に
育

て
る
こ
と
は
容
易
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
一

般
社
団
法
人
エ
コ
シ
ス
テ
ム
社
会
機
構

（
Ｅ
Ｓ
Ａ
＝
イ
ー
サ
）
は
、「
サ
ー
キ
ュ
ラ�

ー
エ
コ
ノ
ミ
ー
（
資
源
の
回
収
・
再
資
源

化
・
活
用
を
通
じ
た
循
環
の
仕
組
み
）」

と
「
ネ
イ
チ
ャ
ー
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
（
自
然
資

本
・
生
物
多
様
性
の
保
全
・
回
復
を
通
じ

た
共
生
の
仕
組
み
）」
を
テ
ー
マ
に
、
自

地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
は
、
地
域
づ
く
り
に
取
り
組
む
団
体
の
う
ち
、「
地
域
づ
く
り
は
人

づ
く
り
」
と
い
う
セ
ン
タ
ー
の
理
念
に
共
鳴
す
る
団
体
と
連
携
協
定
を
締
結
し
、
相
互
の
職

員
交
流
や
共
同
事
業
等
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
一
般
社
団
法
人
エ
コ
シ
ス
テ
ム
社
会

機
構
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
サ
ー
キ
ュ
ラ
ー
エ
コ
ノ
ミ
ー
推
進
チ
ー
ム
の
木
村
智
洋
さ
ん

に
ご
紹
介
い
た
だ
き
ま
し
た
。�

（
企
画
・
人
材
育
成
グ
ル
ー
プ
）

治
体
の
課
題
と
企
業
の
活
動
を
つ
な
ぐ
こ

と
で
、
地
域
で
実
装
可
能
な
事
業
づ
く
り

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

資
源
回
収
を
地
域
づ
く
り
の 

接
点
に

ご
み
処
理
は
、
自
治
体
に
と
っ
て
最
も

重
い
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
一
つ
で
す
。
処
理

費
用
は
年
々
増
え
続
け
、
焼
却
施
設
の
更

新
に
も
大
き
な
コ
ス
ト
が
か
か
り
ま
す
。

地
域
の
集
団
回
収
を
支
え
て
き
た
自
治
会

も
高
齢
化
が
進
み
、
資
源
化
を
進
め
た
く

て
も
分
別
・
回
収
に
係
る
負
担
は
増
す
ば

か
り
で
す
。
人
口
減
少
で
税
収
も
限
ら
れ

る
中
、
今
の
仕
組
み
を
こ
の
ま
ま
続
け
ら

れ
る
の
か
、
多
く
の
自
治
体
が
抱
え
る
悩

み
と
言
え
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

し
か
も
、
こ
れ
は
ご
み
処
理
だ
け
に

限
っ
た
課
題
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
地
域
で

は
、
活
動
の
担
い
手
不
足
、
住
民
同
士
の

つ
な
が
り
の
希
薄
化
、
高
齢
化
に
伴
う
健

康
・
福
祉
に
係
る
負
担
の
増
加
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
変
化
が
同
時
に
進
ん
で
い
ま

す
。
個
別
の
施
策
や
予
算
を
投
じ
続
け
る

こ
と
が
難
し
く
な
る
中
、
複
数
の
課
題
を

地
域
の
中
で
相
互
に
関
係
す
る
も
の
と

し
て
捉
え
直
す
視
点
が
問
わ
れ
て
い
ま

す
。企

業
の
側
に
も
変
化
が
起
き
て
い
ま

す
。
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ（
持
続
可
能
性
）

情
報
の
開
示
や
再
生
材
利
用
を
求
め
る
制

度
設
計
が
進
み
、
企
業
は
原
材
料
の
調
達

を
含
む
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
全
体
の
見
直

し
を
迫
ら
れ
て
い
ま
す
。
と
り
わ
け
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
の
再
生
材
は
、
工
場
か
ら
出
る

端
材
の
活
用
が
進
ん
で
い
ま
す
が
、
本
来

的
に
は
端
材
の
発
生
自
体
を
抑
制
し
て
い

く
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
地
域
住
民
に

限
ら
ず
、
地
域
で
働
く
人
・
訪
れ
る
人
な

ど
、
広
く
資
源
回
収
に
関
わ
る
「
生
活
者
」

の
暮
ら
し
か
ら
出
る
資
源
を
、
い
か
に
回

収
し
活
用
す
る
か
は
、
企
業
に
と
っ
て
社

会
貢
献
活
動
に
と
ど
ま
ら
ず
、
事
業
の
持

続
性
に
関
わ
る
テ
ー
マ
へ
と
変
わ
り
つ
つ

あ
る
の
で
す
。

こ
こ
に
、
自
治
体
と
企
業
が
と
も
に
向

き
合
う
べ
き
接
点
が
あ
り
ま
す
。
資
源
は

地
域
の
暮
ら
し
の
中
に
あ
り
、
そ
の
回
収

に
は
生
活
者
の
理
解
と
参
加
が
欠
か
せ
ま

せ
ん
。
資
源
回
収
の
仕
組
み
づ
く
り
は
、

単
な
る
回
収
効
率
の
問
題
で
は
な
く
、
生

活
者
の
行
動
変
容
、地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
、

企
業
連
携
を
重
ね
合
わ
せ
る
地
域
の
接
点

に
な
り
得
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
各
主

体
が
何
を
担
い
、
何
を
受
け
取
る
の
か
を

整
理
す
る
こ
と
も
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

Ｅ
Ｓ
Ａ
の
サ
ー
キ
ュ
ラ
ー
エ
コ
ノ
ミ
ー

分
野
で
は
、
２
０
２
５
年
度
か
ら
「
協
力

回
収
モ
デ
ル
」
を
活
動
の
柱
に
据
え
て
い

ま
す
。
協
力
回
収
モ
デ
ル
と
は
、生
活
者
・

自
治
体
・
企
業
の
三
者
が
そ
れ
ぞ
れ
の
役

割
を
持
ち
寄
り
、
資
源
回
収
を
地
域
の
新

た
な
接
点
と
し
て
組
み
立
て
直
す
取
り
組

み
で
す
。
日
本
が
培
っ
て
き
た
「
分
け
、

洗
い
、
拠
点
に
持
ち
込
む
」
と
い
う
分
別

の
文
化
を
活い

か
せ
ば
、
少
量
で
も
質
の
高

い
資
源
が
集
ま
り
、
従
来
は
採
算
に
乗
り

に
く
か
っ
た
循
環
が
動
き
だ
す
可
能
性
が

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
回
収
拠
点
が
生
活
者

の
交
流
・
活
動
の
場
と
な
り
、
資
源
循
環

と
地
域
づ
く
り
が
重
な
り
合
う
例
も
生
ま

れ
て
い
ま
す
。

現
在
、
協
力
回
収
モ
デ
ル
を
推
進
す
る

た
め
に
五
つ
の
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
が

活
動
し
て
い
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
先
駆

的
な
取
り
組
み
を
他
地
域
で
活
か
せ
る
形

に
整
理
す
る
先
行
事
例
研
究
、
資
源
回
収

量
を
予
測
す
る
た
め
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
開

発
、
行
動
心
理
学
に
沿
っ
て
分
別
行
動
の

変
化
を
促
す
生
活
者
行
動
デ
ザ
イ
ン
、
創

出
さ
れ
る
価
値
を
企
業
・
自
治
体
・
生
活

者
の
立
場
か
ら
整
理
す
る
イ
ン
パ
ク
ト
評

価
、
そ
し
て
少
量
・
多
品
目
と
い
う
拠
点

回
収
の
特
性
に
合
っ
た
再
生
プ
ロ
セ
ス
を

検
討
す
る
循
環
ス
キ
ー
ム
の
構
築
に
取
り

一
般
社
団
法
人
エ
コ
シ
ス
テ
ム
社
会
機
構

《
連
載
》
連
携
団
体
の
取
り
組
み

ご
み
を
資
源
に
、
自
然
を
地
域
の
力
に

―
公
民
共
創
で
進
め
る
地
域
づ
く
り
―

木
村　

智
洋

一
般
社
団
法
人
エ
コ
シ
ス
テ
ム
社
会
機
構　

サ
ー
キ
ュ
ラ
ー
エ
コ
ノ
ミ
ー
推
進
チ
ー
ム

ア
ミ
タ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
株
式
会
社
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組
ん
で
い
ま
す
。

協
力
回
収
モ
デ
ル
は
、
一
律
の
完
成
し

た
仕
組
み
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
地
域
ご
と

に
課
題
は
異
な
る
た
め
、
生
活
者
・
自
治

体
・
企
業
が
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
を
持
ち
寄

り
、
現
場
に
合
っ
た
形
を
つ
く
っ
て
い
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。
ご
み
処
理
や
資
源
循

環
を
き
っ
か
け
に
し
な
が
ら
、
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
、
健
康
・
福
祉
、
企
業
連
携

へ
と
視
野
を
広
げ
て
い
く
。
そ
の
先
に
、

協
力
回
収
モ
デ
ル
の
大
き
な
可
能
性
が
あ

る
と
考
え
て
い
ま
す
。

自
然
共
生
の
最
前
線
を
知
る 

プ
ロ
グ
ラ
ム

ネ
イ
チ
ャ
ー
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
と
は
、
生
物

多
様
性
の
損
失
を
止
め
、
自
然
を
回
復
軌

道
に
乗
せ
て
い
く
考
え
方
で
す
。
自
治
体

に
と
っ
て
、
自
然
環
境
は
保
全
の
対
象
で

あ
る
だ
け
で
な
く
、
産
業
、
防
災
、
観
光
、

教
育
、
暮
ら
し
の
質
を
支
え
る
地
域
資
源

で
も
あ
り
ま
す
。
一
方
で
、
自
然
資
本
を

ど
の
よ
う
に
政
策
や
事
業
に
結
び
つ
け
る

の
か
、
企
業
や
研
究
者
と
ど
の
よ
う
に
連

携
す
る
の
か
は
、
多
く
の
自
治
体
に
と
っ

て
ま
だ
手
探
り
の
状
況
で
す
。

Ｅ
Ｓ
Ａ
は
２
０
２
６
年
２
月
、
東
北
大

学
と
連
携
協
定
を
締
結
し
、
ネ
イ
チ
ャ
ー

ポ
ジ
テ
ィ
ブ
の
共
催
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
始

動
し
ま
し
た
。
２
０
２
６
年
度
は
６
回
程

度
の
開
催
を
予
定
し
て
お
り
、
今
年
熊
本

で
開
催
さ
れ
たGLO
BA
L N
A
T
U
R
E 

PO
SIT
IV
E SU

M
M
IT

の
登
壇
者
に
よ

る
世
界
の
潮
流
に
関
す
る
イ
ン
プ
ッ
ト
か

ら
、
地
域
で
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
ま

で
、
ネ
イ
チ
ャ
ー
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
を
「
知

る
」「
現
場
で
体
感
す
る
」「
事
業
仮
説
に

つ
な
げ
る
」
た
め
の
機
会
を
提
供
し
て
い

き
ま
す
。

事
業
創
出
の
基
盤
づ
く
り

Ｅ
Ｓ
Ａ
で
は
、
共
創
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

ト
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
Ｅ
Ｓ
Ａ
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
会
議

は
、
２
０
２
５
年
度
以
降
に
計
３
回
開
催

さ
れ
、延
べ
２
３
０
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

会
員
自
治
体
・
企
業
が
一
堂
に
会
し
、
地

域
課
題
や
企
業
の
技
術
・
構
想
を
共
有
す

る
こ
と
で
、
自
治
体
×
企
業
の
実
証
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
や
マ
ッ
チ
ン
グ
に
つ
な
が
っ
て

い
ま
す
。
参
加
し
た
自
治
体
職
員
か
ら
は

「
企
業
や
大
学
関
係
者
と
意
見
交
換
が
で

き
て
有
意
義
」
と
の
声
が
寄
せ
ら
れ
ま
し

た
。Ｅ

Ｓ
Ａ
の
活
動
に
は
、
複
数
部
門
の
参

加
が
可
能
で
、
企
画
政
策
、
環
境
、
福
祉
・

地
域
共
生
な
ど
、
庁
内
連
携
の
機
会
と
し

て
も
ご
活
用
い
た
だ
け
ま
す
。「
ま
ず
は

話
を
聞
い
て
み
た
い
」
と
い
う
方
も
、
ぜ

ひ
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

神戸市の資源回収ステーション「エコノバ」。企業と連携し資源を回収

エコノバで回収したペットボトルキャップを原料に、企業が爪切りホルダー
やプチプチ®の試作品を製作

資源回収拠点が地域交流の場にも

イノベーションプラットフォーム会議
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日
本
の
３０
年
後
を
見
据
え
る 

中
山
間
地
域
・
日
南
町

鳥
取
県
日
南
町
は
、
中
国
山
地
の
ほ
ぼ

中
央
、
鳥
取
県
南
西
部
に
位
置
す
る
人
口

約
３
８
０
０
人
、
高
齢
化
率
５３
％
を
超
え

る
典
型
的
な
中
山
間
地
域
で
す
。
全
国
で

も
人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化
が
最
も
進
む

地
域
の
一
つ
で
あ
り
、
私
た
ち
は
日
ご
ろ

か
ら
「
日
本
の
３０
年
後
の
姿
」
を
見
据
え

た
ま
ち
づ
く
り
に
挑
戦
し
て
い
ま
す
。

町
の
面
積
の
約
９
割
を
森
林
が
占
め
、

農
林
業
を
基
幹
産
業
と
す
る
本
町
で
は
、

森
林
を
単
な
る
自
然
資
源
と
し
て
で
は
な

く
、「
地
域
の
未
来
を
支
え
る
資
産
」
と

位
置
付
け
て
い
ま
す
。
森
林
組
合
や
木
材

加
工
企
業
、
金
融
機
関
、
教
育
機
関
な
ど

多
様
な
主
体
と
連
携
し
、「
伐き

っ
て
、
使
っ

て
、
植
え
て
、
育
て
る
」
循
環
型
林
業
を

推
進
す
る
と
と
も
に
、
全
国
初
と
な
る
町

立
林
業
ア
カ
デ
ミ
ー
に
よ
る
人
材
育
成

や
、
Ｊ-

ク
レ
ジ
ッ
ト
制
度
を
活
用
し
た

脱
炭
素
の
取
り
組
み
な
ど
を
通
じ
て
、
森

林
資
源
を
核
と
し
た
持
続
可
能
な
地
域
経

営
を
進
め
て
い
ま
す
。

私
た
ち
が
目
指
し
て
い
る
の
は
、
人
口

減
少
を
嘆
く
地
域
で
は
な
く
、
地
域
資
源

に
新
た
な
価
値
を
見
い
だ
し
、
未
来
を
創

造
す
る
地
域
で
す
。
そ
の
実
践
を
全
国
の

自
治
体
職
員
の
皆
さ
ん
と
共
有
す
る
場
と

し
て
開
催
し
た
の
が
、
今
回
の
地
方
創
生

実
践
塾
と
な
り
ま
す
。

「
現
場
か
ら
学
ぶ
」

令
和
８
年
度
地
方
創
生
実
践
塾
ｉｎ
鳥
取

県
日
南
町
は
、「
森
林
に
新
た
な
価
値
を

創
造
す
る
～
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
の

実
践
～
」
を
テ
ー
マ
に
開
催
し
ま
し
た
。

地
域
の
現
場
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
歴
史

や
文
化
、
産
業
、
そ
し
て
挑
戦
の
積
み
重

ね
が
あ
り
ま
す
。
本
実
践
塾
で
は
座
学
だ

け
で
な
く
、現
場
を
歩
き
、人
と
語
り
、実

際
に
見
て
、
触
れ
て
学
ぶ
こ
と
を
重
視
し

た
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
ま
し
た
。
全
国
各
地

か
ら
参
加
さ
れ
た
自
治
体
職
員
の
皆
さ
ん

と
と
も
に
、「
森
林
が
地
域
の
未
来
を
支

え
る
資
源
と
な
る
た
め
に
は
何
が
必
要
な

の
か
」を
考
え
る
２
日
間
と
な
り
ま
し
た
。

森
林
を
地
域
経
営
の
資
源
へ

初
日
は
、
日
南
町
が
進
め
る
森
林
資
源

を
核
と
し
た
「
循
環
型
林
業
」
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
講
義
し
ま
し
た
。森
林
を「
守

る
」
だ
け
で
は
な
く
、「
使
う
こ
と
が
森

林
を
守
る
」
と
い
う
考
え
方
の
下
、
森
林

資
源
を
産
業
、
人
材
、
環
境
へ
と
循
環
さ

せ
る
地
域
経
営
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
し

た
。
日
南
町
森
林
組
合
か
ら
は「
伐
っ
て
、

使
っ
て
、
植
え
て
、
育
て
る
」
と
い
う
循

環
型
林
業
の
実
践
に
つ
い
て
説
明
し
、
森

林
の
適
正
な
管
理
と
再
造
林
を
両
立
さ
せ

る
持
続
可
能
な
森
林
経
営
に
つ
い
て
解
説

し
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
山
陰
合
同
銀
行
か
ら
は
、

Ｊ-

ク
レ
ジ
ッ
ト
を
活
用
し
た
地
域
企
業

と
の
連
携
や
、
金
融
機
関
だ
か
ら
こ
そ
果

た
せ
る
役
割
に
つ
い
て
紹
介
い
た
だ
き
ま

し
た
。森
林
と
金
融
が
結
び
付
く
こ
と
で
、

新
た
な
地
域
経
済
の
循
環
が
生
ま
れ
る
こ

と
を
実
感
し
て
い
た
だ
け
た
の
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
Ｌ
Ｖ
Ｌ
（
単
板
積
層
材
）
製
造

を
行
う
株
式
会
社
オ
ロ
チ
で
は
、
町
内
で

生
産
さ
れ
た
木
材
が
高
品
質
な
住
宅
用
建

材
と
し
て
加
工
さ
れ
、
全
国
へ
供
給
さ
れ

る
工
程
を
見
学
し
て
も
ら
い
、
森
林
資
源

●

鳥
取
県
日
南
町
ま
ち
未
来
創
造
課
参
事

荒
金
　
太
郎

実践塾で講義する荒金主任講師

地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
は
、
地
方
創
生
の
担
い
手
と
な
る
人
材
の
養
成
を
目
的
に

「
地
方
創
生
実
践
塾
」
を
実
施
し
て
い
る
。
６
月
25
日
（
木
）
～
26
日
（
金
）
に
鳥
取

県
日
南
町
で
開
催
さ
れ
た
実
践
塾
に
つ
い
て
、
主
任
講
師
の
荒
金
太
郎
氏
に
ご
報
告

を
い
た
だ
い
た
。�

（
企
画
・
人
材
育
成
グ
ル
ー
プ
）

中
山
間
地
域
の
未
来
を
切
り
拓
く 

実
践
の
場

―
森
林
に
新
た
な
価
値
を
創
造
す
る
―

地
方
創
生
実
践
塾 

鳥
取
県
日
南
町
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に
付
加
価
値
を
与
え
る
製
造
現
場
を
体
感

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

人
を
育
て
る
こ
と
が
森
林
を
育
て
る

２
日
目
は
、
全
国
初
の
町
立
林
業
ア
カ

デ
ミ
ー
を
舞
台
に
、
人
材
育
成
に
つ
い
て

学
び
ま
し
た
。

森
林
を
未
来
へ
つ
な
い
で
い
く
た
め
に

は
、
森
林
そ
の
も
の
だ
け
で
は
な
く
、
そ

れ
を
支
え
る
「
人
」
を
育
て
る
こ
と
が
欠

か
せ
ま
せ
ん
。
全
国
初
の
「
町
立
」
林
業

ア
カ
デ
ミ
ー
の
教
育
運
営
科
長
と
ア
カ
デ

ミ
ー
卒
業
生
に
よ
る
講
義
・
ト
ー
ク
セ
ッ

シ
ョ
ン
を
通
じ
て
、
地
域
で
学
び
、
全
国

へ
羽
ば
た
く
人
材
育
成
の
仕
組
み
や
、
現

場
で
働
く
若
手
林
業
従
事
者
の
率
直
な
思

い
を
共
有
い
た
だ
き
ま
し
た
。
地
域
課
題

を
解
決
す
る
の
は
制
度
で
は
な
く
人
で
あ

り
、「
ひ
と
づ
く
り
は
、
ま
ち
づ
く
り
」

で
あ
る
こ
と
を
改
め
て
感
じ
て
も
ら
う
時

間
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
白
谷
工
房
で
の
フ
ィ
ー
ル
ド

ワ
ー
ク
で
は
、
木
材
加
工
で
生
じ
る
端
材

や
廃
材
を
活
用
し
た
寄
せ
木
細
工
づ
く
り

を
体
験
し
ま
し
た
。
従
来
で
あ
れ
ば
価
値

が
な
く
廃
棄
さ
れ
て
い
た
木
材
が
、
新
た

な
商
品
へ
と
生
ま
れ
変
わ
る
姿
は
、「
地

域
資
源
は
見
方
を
変
え
れ
ば
価
値
に
変
わ

る
」
と
い
う
地
方
創
生
の
本
質
を
参
加
者

と
共
有
し
ま
し
た
。

全
国
の
仲
間
と
と
も
に
未
来
を
描
く

２
日
間
の
講
義
を
振
り
返
る
グ
ル
ー
プ

ワ
ー
ク
で
は
、
参
加
者
同
士
の
学
び
を
共

有
し
、
森
林
資
源
を
産
業
と
し
て
活い

か
す

方
法
、
人
材
育
成
の
仕
組
み
、
地
域
金
融

と
の
連
携
、
教
育
や
環
境
と
の
結
び
付
き

と
い
っ
た
課
題
を
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
へ
持

ち
帰
り
、「
明
日
か
ら
実
践
で
き
る
こ
と
」

を
参
加
者
で
共
有
し
ま
し
た
。

地
方
創
生
に
正
解
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し

か
し
、
地
域
に
は
必
ず
活
か
す
こ
と
の
で

き
る
資
源
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
価
値
を
見

い
だ
し
、
多
様
な
主
体
と
連
携
し
な
が
ら

挑
戦
を
続
け
る
こ
と
こ
そ
が
地
域
の
未
来

を
切
り
拓ひ

ら

く
力
に
な
る
と
考
え
て
い
ま

す
。今

回
の
実
践
塾
が
、
参
加
さ
れ
た
皆
さ

ん
に
と
っ
て
、
自
ら
の
地
域
を
改
め
て
見

つ
め
直
す
き
っ
か
け
と
な
り
、
そ
れ
ぞ
れ

の
地
域
で
新
た
な
一
歩
を
踏
み
出
す
原
動

力
と
な
れ
ば
幸
い
で
す
。

地方創生実践塾 in 鳥取県日南町の概要

テーマ：�森林に新たな価値を創造する ～持続可能なまちづくり～

１日目：６月25日（木）
①講義
講師：�日南町役場まち未来創造課参事　荒金太郎氏�

日南町森林組合組合長　木村実次氏�
株式会社山陰合同銀行地域振興部シニアフェロー　永井康之氏

②フィールドワーク：株式会社オロチ
講師：株式会社オロチ代表取締役　相見晴久氏

２日目：6月 26日（金）
①講義
講師：にちなん中国山地林業アカデミー教育運営科長　小菅良豪氏

②フィールドワーク：白谷工房
講師：白谷工房代表 中村建治氏

③振り返りグループワーク
講師：日南町役場まち未来創造課参事　荒金太郎氏

白谷工房でのフィールドワーク

株式会社オロチの見学風景
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学
ぶ
力
を
引
き
出
す
環
境
づ
く
り

―
上
田
さ
ん
が
地
域
づ
く
り
や
人
づ
く
り
に
関
心
を
持
つ

よ
う
に
な
っ
た
き
っ
か
け
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

人
づ
く
り
、
地
域
づ
く
り
と
い
っ
て
も
、
私
は
「
人
を

育
て
る
」
と
い
う
意
識
は
あ
ま
り
持
っ
て
い
ま
せ
ん
。
大

き
く
影
響
を
受
け
た
の
は
、
滋
賀
県
立
大
学
の
初
代
学
長

で
あ
る
日
高
敏
隆
先
生
の
考
え
方
で
す
。
先
生
は
動
物
行

動
学
の
研
究
を
基
に
、
生
き
物
に
は
も
と
も
と
「
学
ぶ
」

と
い
う
行
為
が
備
わ
っ
て
い
る
と
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

つ
ま
り
、
教
育
と
は
粘
土
を
こ
ね
る
よ
う
に
人
を
形
づ

く
る
こ
と
で
は
な
く
、
そ
の
人
が
本
来
持
っ
て
い
る
学
ぶ

力
が
発
揮
さ
れ
る
環
境
や
き
っ
か
け
を
整
え
る
こ
と
で

す
。
滋
賀
県
立
大
学
は
「
人
が
育
つ
大
学
」
を
掲
げ
て
い

ま
す
が
、
私
自
身
も
、
教
員
に
な
っ
て
か
ら
ず
っ
と
「
人

が
育
つ
場
を
ど
う
育
て
る
か
」
を
意
識
し
て
き
ま
し
た
。

キ
ャ
リ
ア
形
成
で
は
「
計
画
さ
れ
た
偶
発
性
」
と
い
う

考
え
方
が
あ
り
ま
す
。
人
生
の
転
機
は
偶
然
に
よ
る
も
の

が
多
い
一
方
で
、
良
い
偶
然
に
出
会
う
人
に
は
、
好
奇
心

や
持
続
性
、
楽
観
性
、
柔
軟
性
、
冒
険
心
が
あ
る
。
だ
か

ら
こ
そ
、
学
生
や
地
域
の
人
が
良
い
偶
然
に
出
会
え
る
場

や
機
会
を
つ
く
る
こ
と
が
、
人
づ
く
り
で
あ
り
、
地
域
づ

く
り
な
の
だ
と
思
い
ま
す
。

学
び
合
い
、
出
会
い
直
す
場
を
地
域
に
　

―
自
治
体
が
主
催
す
る
社
会
人
向
け
の
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム

で
は
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
大
切
に
さ
れ
て
い
ま
す
か
。

地
域
づ
く
り
と
い
う
と
、
課
題
を
見
つ
け
て
解
決
す
る

た
め
の
知
識
や
手
法
を
学
ぶ
場
だ
と
考
え
ら
れ
が
ち
で

す
。
も
ち
ろ
ん
そ
れ
も
大
切
で
す
が
、
そ
の
前
に
、
多
様

な
人
が
普
段
着
で
出
会
え
る
「
斜
交
場
」
の
よ
う
な
も
の

が
地
域
に
あ
る
こ
と
が
大
事
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

地
域
の
中
で
は
、
ど
う
し
て
も
同
じ
人
同
士
、
近
し
い

関
係
の
中
で
情
報
が
回
り
が
ち
で
す
。
そ
こ
に
学
生
や
外

か
ら
来
た
人
が
関
わ
る
こ
と
で
、
別
の
領
域
と
地
域
を
つ

な
ぐ
「
斜
め
の
関
係
」
が
生
ま
れ
ま
す
。
新
し
い
情
報
や

関
係
を
持
ち
込
む
媒
介
と
し
て
、
学
生
や
受
講
生
の
存
在

は
、
地
域
に
と
っ
て
大
き
な
力
に
な
り
ま
す
。

「
ル
ッ
チ
ま
ち
づ
く
り
大
学
」
も
、
ま
ち
の
中
で
多
様

な
人
が
出
会
い
、
学
び
合
い
、
互
い
に
刺
激
を
受
け
る
場

の
一
つ
で
す
。
制
度
と
し
て
の
学
び
だ
け
で
な
く
、
偶
然

の
出
会
い
や
、
そ
こ
で
生
ま
れ
る
小
さ
な
動
き
を
大
切
に

し
て
い
ま
す
。

知
る
だ
け
で
終
わ
ら
せ
な
い

―
学
び
を
実
践
に
つ
な
げ
る
た
め
に
、
ど
の
よ
う
な
仕
掛

け
や
関
わ
り
方
を
意
識
さ
れ
て
い
ま
す
か
。

大
切
な
の
は
、
こ
ち
ら
が
答
え
を
与
え
過
ぎ
な
い
こ
と

で
す
。
地
域
に
入
る
と
、
学
生
や
受
講
生
は
「
な
ぜ
自
分

は
こ
の
活
動
に
関
わ
っ
て
い
る
の
か
」「
な
ぜ
こ
の
地
域

や
人
に
魅
力
を
感
じ
る
の
か
」
と
考
え
始
め
ま
す
。
そ
の

「
地
域
づ
く
り
は
人
づ
く
り
」
で
は
、
人
材
育
成
を
テ

ー
マ
に
全
国
の
さ
ま
ざ
ま
な
方
を
取
材
し
、
そ
の
熱
い

思
い
や
取
り
組
み
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
自

治
体
が
主
催
す
る
社
会
人
向
け
の
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
、

学
生
と
地
域
が
学
び
合
う
地
域
共
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
携

わ
り
、
人
と
地
域
が
共
に
育
つ
場
づ
く
り
を
実
践
し
て

い
る
滋
賀
県
立
大
学
地
域
共
生
セ
ン
タ
ー
特
任
講
師
の

上
田
洋
平
さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

人が育つ場から、
地域の未来が動きだす

◉ 上田 洋平
1976年京都府生まれ。滋賀県立大学人間文化

学部地域文化学科卒業。専門は地域文化学・地域
学。滋賀県立大学地域共生センター特任講師とし
て、学生と地域が学び合う地域共育プログラムの
開発・運営や、自治体が主催する社会人向け育成
プログラムに携わる。米原市「ルッチまちづくり
大学」チーフコーディネーター。心象図法・ふる
さと絵屏風を活用した地域づくりなど、地域に人
が育つ場づくりに取り組んでいる。

滋賀県立大学地域共生センター特任講師滋賀県立大学地域共生センター特任講師

上田 洋平上田 洋平 氏 氏

地域づくり は人づくり
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葛
藤
す
る
時
間
を
奪
わ
な
い
こ
と
が
大
事
で
す
。

知
識
を
得
る
だ
け
で
な
く
、
地
域
の
人
と
出
会
い
、
話

を
聞
き
、
現
場
に
身
を
置
く
。
そ
の
中
で
、
自
分
の
中
か

ら
「
や
っ
て
み
た
い
」
と
い
う
思
い
が
生
ま
れ
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
教
員
や
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
役
割
は
、
先

回
り
し
て
動
か
す
こ
と
で
は
な
く
、
場
を
整
え
、
い
ざ
と

い
う
時
に
支
え
る
こ
と
で
す
。

一
人
の
変
化
が
地
域
の
風
景
を
変
え
る

―
人
が
育
つ
こ
と
で
地
域
が
変
わ
っ
て
い
っ
た
と
感
じ

る
、
印
象
的
な
事
例
は
あ
り
ま
す
か
。

東
近
江
市
政ま
ん
ど
こ
ろ所

町
で
活
動
す
る
「
政
所
茶
レ
ン
茶゙
ー
」

は
、
そ
の
象
徴
的
な
事
例
で
す
。
き
っ
か
け
は
、
滋
賀
県

立
大
学
の
授
業
で
学
生
た
ち
が
政
所
町
を
訪
れ
た
こ
と
で

し
た
。
地
域
の
方
か
ら
、
茶
畑
に
手
が
回
ら
な
く
な
っ
て

い
る
と
い
う
話
を
聞
い
た
学
生
が
、「
私
た
ち
に
手
伝
わ

せ
て
も
ら
っ
て
い
い
で
す
か
」
と
声
を
掛
け
た
と
こ
ろ
か

ら
活
動
が
始
ま
り
ま
し
た
。

た
だ
し
、
地
域
と
の
関
わ

り
は
一
度
き
り
で
は
終
わ
り

ま
せ
ん
。私
た
ち
は
学
生
に
、

「
ま
た
来
ま
す
」
と
い
う
小
さ

な
約
束
を
き
ち
ん
と
守
る
よ

う
伝
え
ま
し
た
。
学
生
た
ち

は
１
年
を
通
し
て
茶
畑
に
通

い
、
茶
摘
み
や
販
売
、
産
地

の
魅
力
発
信
に
取
り
組
み
ま

し
た
。

そ
の
活
動
を
き
っ
か
け
に
、

卒
業
後
に
東
近
江
市
の
地
域

お
こ
し
協
力
隊
と
な
っ
た
人
や
、政
所
茶
縁
の
会
の
設
立
、

政
所
茶
生
産
振
興
会
で
の
活
動
へ
と
つ
な
が
る
人
も
出
て

き
ま
し
た
。
１
人
の
学
生
の
行
動
が
、
地
域
の
人
の
意
識

を
変
え
、
地
域
の
未
来
を
考
え
る
動
き
に
つ
な
が
っ
て
い

っ
た
の
で
す
。

必
要
な
の
は
「
共
に
育
つ
」
関
係

―
こ
れ
か
ら
の
地
域
づ
く
り
や
人
づ
く
り
に
必
要
な
こ
と

は
何
だ
と
お
考
え
で
す
か
。

地
域
の
方
は
よ
く
「
こ
こ
に
は
何
も
な
い
」
と
言
い
ま

す
。
し
か
し
、
私
は
「
何
も
な
い
」
の
で
は
な
く
、
そ
こ

に
は
１０
年
、
１
０
０
年
と
無
事
を
続
け
て
き
た
力
が
あ
る

の
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
自
然
に
応
答
し
な
が
ら
暮
ら
し

を
続
け
、
文
化
を
育
て
て
き
た
。
そ
の
営
み
こ
そ
が
地
域

の
底
力
で
す
。

私
は
、
そ
れ
を
「
ブ
ジ
ネ
ス
」
と
呼
ん
で
い
ま
す
。
ビ

ジ
ネ
ス
が
利
益
や
競
争
の
世
界
だ
と
す
れ
ば
、
ブ
ジ
ネ
ス

は
「
無
事
」
を
続
け
る
た
め
の
営
み
で
す
。「
こ
こ
で
、

と
も
に
、
ぶ
じ
に
生
き
る
」。
そ
の
願
い
を
実
現
す
る
た

め
に
、
人
と
自
然
、
人
と
人
、
過
去
と
未
来
の
つ
な
が
り

を
も
う
一
度
つ
く
り
直
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。

地
域
づ
く
り
と
は
、
外
か
ら
人
を
呼
び
込
む
こ
と
だ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
に
い
る
人
が
「
こ
こ
で
生
き
て

い
け
る
！
」
と
思
え
る
風
景
を
つ
く
る
こ
と
で
す
。
そ
の

た
め
に
は
、
学
生
も
地
域
の
人
も
教
員
も
、
互
い
に
学
び

合
い
、
共
に
育
つ
関
係
を
つ
く
っ
て
い
く
こ
と
が
大
切
だ

と
思
い
ま
す
。

地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
副
参
事

�

●
吉
田 

綾
音
（
長
崎
県
諫
早
市
か
ら
派
遣
）

ルッチまちづくり大学の講義風景

地域で学ぶ滋賀県立大学の学生たち

「政所茶レン茶ー゙」の学生活動の様子
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地域づくりの先駆地を訪問し
現地で実践を学びます。

■

地方公共団体の職員


対象

５月

1 0 月

１月

開講式

先駆的地域づくり現地調査

修了レポート提出

1 1 月

２月 修了式

修了者研修会
修了者や講師など、世代を超
えたネットワークで情報交換
を行います。

多彩な講師陣からの講義とゼ
ミナール形式の講座で調査・
研究を行います。


▶
研修時期
　

5・6・7・8・9・12・2月
　

各3～4日間
（年7回）

令和8年11月から令和9年1月末まで募集を受け付けます。
詳細は地域活性化センター公式サイトをご覧ください。

■

NPO
等で地域づくり活動をしている方

全国地域リーダー養成塾

“誰かがやる”を、“自分がやる”に

―まちを動かす力を学ぶ
―

受講費
無料

（交通費別途）

全国地域リーダー養成塾は、既存概念にとらわれない広い視野と深い見識、想像力が豊かな
人間性、常に問題意識を持ち、積極的・主体的に行動できる地域のリーダーを養成します。

こんなお悩みありませんか？

※いずれも県または市町村の推薦が必要です。
■

農協、商工会、第三セクター等の職員

研修概要

将来の組織を担う職員に
地域づくりの体系的な研修を

行えていない
前例踏襲主義から

脱却できない

参加・教材費は無料です。
※研修場所（東京都内、研究調
査地等）への往復交通費および
宿泊費、飲食費は各自ご負担い
ただきます。

受講して身につく四つの強み

経費

募集期間

一般財団法人地域活性化センター
企画・人材育成グループ　地域リーダー養成課 TEL：03-5202-6135

MAIL：leader2@jcrd.jp
〒103-0027 東京都中央区日本橋２－３－４　日本橋プラザビル１３階

【お問い合わせ先】

詳細はこちら▶

新しい課題は山積みなのに
企画力と推進力のある職員がいない

客観的な視点で地
域を分析し、課題
の本質を見抜く力
が身につきます。

現地での調査・検討
を通じて、政策立案
や企画推進に必要な
力を磨けます。

全国の自治体職員
や専門家とのつな
がりが今後の財産
になります。

得た知見や人脈を
持ち帰り、地域の
政策や事業に活か
せます。
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豊見城市

沖
縄
県

332

█ウージ染め
サトウキビの葉と穂を
利用した染め物・織物
で、若草色、黄金色、
ピンクなどさまざまな
色を楽しめます

█豊崎美らSUNビーチ
全長が約700メートルに及ぶ沖縄県内
最大級の人工ビーチ。バーベキューや
マリンアクティビティも充実しています

█ヤシの木ロード
豊崎海浜公園にあるヤシの並木道。沖
縄出身のロックバンド「かりゆし58」
の宣材写真にも使用されました

█豊見城城址
現在豊見城グスクの建築物跡はありま
せんが、御

うたき
嶽や戦争遺構が残っており、

遊歩道を散策できます

█ハーリー
竜頭・竜尾を備えた爬竜船をこぎ、競
い合います。毎年 7月には豊見城ハー
リー大会が開催されています

█DMMかりゆし水族館
字豊崎にある「生きものたちとのゼロ距離の感動
と非日常の幻想体験を提供」するエンタテイメン
ト水族館です

█マンゴー
平成 12年に沖縄県内
で初めて拠点産地の認
定を受け、平成 21年
に「マンゴーの里」宣
言を行っています

豊見城市は沖縄本島南
部に位置し、那覇空

港から車で約15分と立地に
優れ、観光客が訪れやすい
まちです。瀬長島には、飛
行機の離発着を間近で眺め
られる温泉があるほか、
「瀬長島ウミカジテラス」
でグルメやショッピングを
楽しむことができます。字

あざ

豊崎にある豊崎海浜公園には、全長が県内最大級の「豊崎美
ちゅ

らSUNビーチ」や、フォトスポットとして人気を集めている
「ヤシの木ロード」があります。
市内には豊見城城址をはじめとした歴史や文化を感じられ

る史跡も点在しています。約600年前、古琉球の国王として
豊見城グスクを築いた汪

おうおう

応祖
そ

が、中国から沖縄に初めてハー
リー（爬

は

竜
りゅう

船
せん

）を伝えたとも言われており、現在では毎年、
豊見城ハーリー大会が開催されています。また、農産物のマ
ンゴーやトマトは、沖縄県内有数の生産量を誇っています。
訪れる人に感動を、暮らす人に誇りをもたらし、新たな交
流と活力、そして未来につながる「新たな富を生み出すまち　
豊見城」を目指しています。

█瀬長島ウミカジテラス
日本の“アマルフィ”とも呼ばれ、年間来島者数 330万人を超え
る観光・ショッピングスポットです

新たな富を生み出すまち　�新たな富を生み出すまち　�
豊見城豊見城
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